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　陽ひの光も届かない、はるかなる地下にその部屋はあった。

　数十人の人間が充分に入れるほどに広く、壁も床も石造りで、その石そのものが淡く発光し、あたりを照らしている。

　部屋の奥に、一段高くなっている祭壇のような場所があった。

　そこに、一人の少年が横たわっている。年齢は十代なかばほど。

　若いのだが、黒髪に白いものが混じっている。

　不意に──少年は目を開けた。それから、ゆっくりと立ち上がり、あたりを見回す。

　少年は、ややぎこちない動きで祭壇から下りて歩き始めた。

　部屋の奥に階段を見つけ、一段ずつ慎重に歩を進めていく。

　長い長い階段を昇りきると、その先は一切の光が差さない暗闇だった。

　少年は壁に手をつき、さらに前へと歩いて行く。何度もつまずき、時間の感覚もわからなくなるほど歩くと、行く先に小さな光が見えた。

　古い木造の扉だった。わずかな隙間から光が差し込んでいる。歪ゆがんで開きづらくなっている扉を、少年は体当たりするようにして開いた。

「…………っ！」

　少年は、まばゆい光に顔をしかめた。扉の向こうは屋外で──見渡す限りの荒野が広がっている。

　乾いた大地と、まばらに点在している草木。それだけだった。

　少年は背後を振り向いた。

　そこには──朽ちかけた、漆黒の石で築かれた巨大な城が建っている。

　少年は不意に気づいた。そして、思い出した。

　世界制覇を目指した、邪悪なる者──魔王と呼ばれた男が築いた城であることを。

　少年は、魔王に挑んだ六人の戦士の一人であったことを。

「魔王を殺したんだっけ……」

　少年は、小さくつぶやく。

　そうだ、それは間違いない。

　古いにしえの神々によって鍛え上げられた宝剣を振るって魔王と戦い、最後にその心臓を貫いたときの手応えを覚えている。

　そして──

「あれ？　俺も死んだんじゃなかったっけ……？」

　少年は、ぼんやりと空を見上げ──

　その空から、光輝くなにかが降りてくるのを見た。

　戦場に散った勇者は、天から迎えがやってきて楽園に連れて行ってもらえるという。

　やはり、俺は死んだのか──少年は光を見つめながら、そう思った。
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　辺境都市グランノワール。

　かつての魔王の居城へと至る荒野に建造された大都市である。

　魔王城攻略の橋きよう頭とう堡ほとして築かれた名も無き砦とりでがその前身だ。

　砦は魔王討伐ののちに破棄されたが、新たに街として整備が進められ一部の兵士やその家族などが住み着き、次第に人口が増加して、今や世界でも有数規模の大都市へと成長している。

　魔王の支配圏と領土を接し、邪悪な魔の軍団と戦い続けたセリュジール王国。

　グランノワールは、今は[image: ]皇こう国こく[image: ]となったセリュジールの一都市である。

　砦の跡地に領主の城館が築かれ、そこを中心に都市が広がっていった。

　領主は、皇こう都とから派遣されてきた貴族である。

　街には、城館が建つ丘の周囲に貴族や裕福な商人が暮らす[image: ]白銀街エルジエン[image: ]があり──

　さらにその周りに、庶民が暮らす[image: ]青銅街ブランズ[image: ]がある。

　街の構造としては珍しいものではない。高貴な者と庶民の居住区域がはっきりと分けられているのは当然のことだ。

　だが、グランノワールには他の街にない大きな特徴がある。

　青銅街ブランズの外れに、[image: ]黒鉄街フエイル[image: ]──いわゆる暗黒街が存在する。

　犯罪発生率が極めて高く、一般人が迂う闊かつに紛れ込めば、身ぐるみを剝がれるだけで済めば幸運、最悪の場合は命を奪われる。

　その日の夜は──月が出ていなかった。

　しかし、黒鉄街フエイルは夜更けになっても煌こう々こうと灯あかりがついている。

　グランノワールの別名は、不夜城。眠らない街なのだ。

　黒鉄街フエイルの裏路地を、一人の少女が足早に歩いている。

　華やかな金色の髪を長く伸ばして二つに結び、白を基調とした服装。

　胸元は豊かに盛り上がり、スカートの丈は短く、真っ白な太ももがほとんどあらわになっている。

　少女の名は、ユーノ。年齢は十五歳。その美しさといい服装といい、間違っても夜中に、それも一人で黒鉄街フエイルを歩くような身分には見えない。

「はいはい、お嬢ちゃん。ちょっと待ってもらえるかな」

　はたして、まるで予定されていたかのように、人相の悪い男たちが四名ほど現れ、少女の行く手を塞いだ。

「……なんなの、あなたたちは」

　ユーノは足を止め、男たちを睨にらんだ。偉そうな口調で、怯ひるんだ様子は見えない。

　男たちの中でもっとも大柄な男が、一歩前に出てきた。

「なんだ、じゃねぇよ。お嬢ちゃんこそなんだよ。夜中に出歩いちゃいけないって、パパとママには教わらなかったのか？」

「もちろん、教わったわ。そうね、あなたたちにも教えてあげようか？」

　そう言うと、少女は腰に提げていた小剣をすらりと引き抜いた。

「……ずいぶん喧嘩っ早いお嬢さんだな。たまに黒鉄街フエイルに紛れ込んでくる馬鹿がいるが、先に剣を抜かれるのも珍しいぜ」

「あなたたち、帯剣してるのね。剣つるぎ狩がり令を知らないの？」

　少女は、切っ先を男たちに向けて小馬鹿にしたように言った。彼女が言ったとおり、男たちの腰や背中にも剣がある。一人は、手て槍やりまで握っている。

　皇国では、貴族や騎士など、特別な許可を得た者以外は武器の所持が禁じられている。

　帯剣の許可には、人格面を含めたいくつもの審査を受ける必要がある。

　少なくとも、目の前の男たちは許可が取れる人格者には見えない。

「ははっ、そんなもん、この街で通じるか。法を守るほうが馬鹿だって街だぜ？」

「それを無法っていうの。おまけに、わたしみたいないたいけな少女になにをするつもり？」

「いたいけには見えねぇぞ……だいたいお嬢ちゃん、こんな夜道でなにしてるんだ？」

「辻つじ斬ぎりよ」

「…………っ!?」

　男たちが一斉にぎょっとする。

「あ、違った。辻斬りを探してるの。あなたたち、知らない？」

「いちいち驚かす嬢ちゃんだな……そういや二、三年前にそんなことあったなあ」

「あー、[image: ]バルバール[image: ]の連中も何人か殺やられたってアレかー。犯人は見つかってないんだよな。何ヶ月か前にも似たような事件があったっけ」

「この街も物騒になったもんだ」

　男たちが、わいわいと騒ぎ出す。

　ユーノも人のことは言えないが、緊張感のない悪党たちだった。

「って、そうじゃねえよ！　辻斬り探しとか、んなことはどうでもいいんだよ！」

　大男が我に返って吠ほえた。

「そっちが訊きいたから答えたのよ。あなたたちは……辻斬りじゃなさそうね。例の辻斬りは単独犯だったらしいし。女の子を相手に凄すごむのがせいぜいってところね。顔を見ただけで小悪党だってわかるわ」

「言いたい放題だな……いや、話なんかどうでもいい。とりあえず、有り金を出してもらおうか」

「お金がほしいなら働いて。労働は貴いわ。もちろん、いたいけな少女から金を巻き上げることを労働とは言わない」

「金を巻き上げるだけで終わりと思ってんのか！　おまえ自身も金に換えてやるよ！」

「……そんなことだろうと思った」

　男が振り下ろしてきた剣を、ユーノは無造作に小剣で受け止めた。

　ユーノと大男は、体格が二回りほども違う。だがユーノは、体重を込めて振り下ろされた男の斬ざん撃げきを、片手で握った剣で止めてしまっている。

　ユーノは、受うけ太刀だちをしたままぐっと腰を沈め、剣を払うように振るい、大男の体勢を崩して、顔面を蹴り飛ばした。男は派手に吹き飛んで、壁に激突する。

「このガキ、剣士だ！　クラージュ流か!?」

「よく知ってるじゃない──凶きよう剣けんたち！」

　ユーノは、にこりと笑うと、続けて襲ってきた男二人の剣を受け流し、脚を引っかけて転ばせ、剣の柄つか頭がしらを腹に叩たたき込んで気絶させる。

　まるで台本があったかのような、あざやかな手際だった。

「あと一人。まだやる？」

　ユーノが小剣を構え、自信満々に言った瞬間──

　ふわり、と風が吹いて彼女のスカートを揺らし、下着があらわになりかける。

「きゃっ……！」

　これまでの偉そうな口調が噓うそのように、ユーノが可愛かわいい悲鳴を上げる。

　ユーノは慌ててスカートの裾を押さえ──

「しょせん、お嬢様だな！」

　最後の一人が、その隙を見逃さずに手槍で襲いかかってきた。ユーノはスカートを押さえたまま、とっさにその槍の穂先を弾いた。さらに剣を投げて柄頭を手槍の男のアゴに命中させ、気絶させる。

　槍の男を倒したのと同時に──ユーノは、背後からがしりと抱きしめられる。

「なっ……！」

　最初に倒した大男が立ち上がり、その太い両腕でユーノを捕とらえたのだ。そのまま、彼女は持ち上げられてしまう。

「これだけイキがよけりゃ、いい金になるだろうよ！」

「はっ、放して、放──」

「その子を放せ！」

　ユーノの叫びを遮るように、突然声が響いた。

　表通りに近いあたりに、黒い人影があった。

　小柄な少年だった。白いものがまじった黒髪、黒い上着に黒いズボン。

　服はボロボロで薄汚れていて、男たちとは別の意味でまともには見えない。

　それになにより──少年は、地面に寝そべっていた。

　うつぶせに寝転んだ体勢で、顔だけを上げて少女のほうを見つめている。

「今なら見逃してやる。さっさとその女の子を放して消えろ！」

「……なにをしてやるから、なにをしろって……？」

　大男はユーノを抱えたまま、不審そうに言った。

「おい、小僧。おまえ、そんなとこで寝転がってなにをしてんだ……？」

「地面との接地面積を増やすことで、身体からだを楽な状態に保ってる」

「……………………」

　少年の奇妙な返答に、大男はさらに戸惑っているようだ。

　正直、ユーノも状況がまるで吞のみ込めなかった。

「か、かっこ悪わる……って、そうじゃないわ」

　ユーノはぶんぶんと首を振る。

「ちょっとあなた、なにをして──」

　ユーノが尋ねたそのとき──少年の腹がぐーっと派手な音を鳴らした。

「……お腹なか、すいてるの？」

「俺の腹より君の命だ。いいから、そこのチンピラ。いい加減にその子を放せ！」

　どうやら少年は、ユーノを本気で助けようとしているらしい。

「……あの、気持ちは凄く嬉うれしいんだけど、助けが必要なのはあなたじゃない？」

　少年は、立っていられないほど飢えているようだ。命が危ないのは、間違いなくユーノより彼のほうだ。

「わたしを助けなくてもいいわ……あとで、食事を奢おごってあげる。あなたを見捨てると、人として終わってる気さえするわ……」

「……行き倒れかよ。今日は食い物は持って……ねぇな」

　ユーノが自分の危機を忘れそうなほど、少年は哀れだった。

　少女だけでなく、大男さえ少年に同情してしまっている。

「おお、奢り……遂に、十日ぶりに固形物が……！」

「十日!?　あなた、ホントに大丈夫なの!?」

「人助けはなにより大事だが、固形物も大事だ。さて、じゃあ……やってみるか」

　黒衣の少年は、ゆっくりと身体を起こした。明らかにふらついていて、危なっかしい。

　少年は──すうっと両手を掲げた。まるで、剣を握っているかのようだ。

「お、おい。小僧、大丈夫なのか？　腹減りすぎると、頭おかしくなんのか？」

　大男は本格的に少年を哀れんでいるようだ。

　だが、ユーノはそれよりも気になることがあった。

　少年のふらつきが、ぴたりと止まっている。それに──

「遊ゆう斬ぎりの構え……」

　少年の構えは無む手てではあるが、ユーノにはよく見知ったものだった。

　力まず抜かず、遊ぶように──クラージュ流剣術の基礎にして唯一の構え。

「意外に悪い人じゃなさそうだな、おっさん。でも──そっちのお嬢さんが優先だ」
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「い、いえ、やめなさい。素手でかなう相手じゃない。この男はこれでも凶剣よ！」

「凶剣……？　なに、それ？」

　少年は無手で構えたまま、首を傾かしげる。

「びっくりするほどものを知らないわね……昔は[image: ]冒険者[image: ]って呼ばれてたわ。魔物と戦うための技を受け継いで、悪用してる奴らのこと！」

「悪用とは人聞きが悪いぜ、嬢ちゃん。俺らはせっかくの技術を有効利用してるだけだ」

　大男が、ユーノを捕えている腕に力を込めながら言った。

　不器用そうに見える大男だが、力加減が絶妙だ。ユーノはさっきから脱出を狙っているのだが、彼の腕を外すことができない。

　これも冒険者の技術の一つなのだろう。

「はぁ、凶剣ね……時代は変わったもんだ」

「時代……？」

　ユーノは少年の奇妙な物言いに、首を傾げる。

「ま、時代が変わっても──まだ剣は死んでない」

　次の瞬間、少年が消えた。かと思えば、突如としてユーノの目の前に現れていた。

　一瞬で間合いを詰め、少年は剣を振り上げ、振り下ろした──無手のままで。

「…………っ！」

　ユーノを抱きかかえていた大男が、びくりと身体を強こわ張ばらせ、その両腕から力が抜けた。

「あうっ」

　ユーノは放り出され、地面に落下した。はずみで、結んでいた髪の片側がほどけた。

　それにはかまわず振り向くと、大男は白目を剝むいて気を失っていた。泡まで吹いている。

「……よ、妖よう幻げんの太刀たち？」

　ユーノは、その技も知っていた。直接斬りつけず、強烈な殺気だけを叩きつけて敵の意識を断ってしまう技である。

　少年の殺気はユーノを通り抜けて、大男だけを打ったのだ。

　本来は剣を振るいながら使う技ではあるが──

「ちょ……ちょっとっ！」

　ユーノは立ち上がり、既に構えを解いている少年の両肩をがしっと摑つかんだ。

「妖幻の太刀は、クラージュ流でも皆かい伝でん者しやにしか使えない奥義よ！」

「あうあう」

　少年は、ユーノに激しく揺さぶられるままになっている。

「お、奥義？　こんなの誰でも使える技じゃ……？　って、クラージュ流？」

「誰でも!?　少なくともわたしは使えない！　あなたはどこでクラージュの剣を学んだの!?」

「お、俺が習ったのはエンシェン流で……！」

「エンシェン流!?　そんな流派、とっくにない！　いったい、あなたは──」

　ユーノがさらに問い詰めようとしたときに、また風が吹いた。

　今度はユーノのもう片方の結んだ髪もほどけ、彼女の金色の髪がさあっと広がる。

　そのとき──

「…………！」

　少年が大きく目を見開き、ユーノの両腕を摑んだ。

　そのままユーノを壁のところまで追い込む。

「なっ、なに!?　いきなりなにを……！」

　ユーノは自分のことを棚に上げて、抗議する。

　その間も、少年の目は過剰なほどの熱を帯びて、ユーノを見つめている。

「君は、まさか……！　いや、でも……」

「だ、だからいったいなにを……！」

　まるで嚙かみ合わない会話だった。

　戸惑うユーノの前で──

「うっ……」

　少年はまた、ぐーっと腹を鳴らしたかと思うと。

　そのまま、ユーノのふくよかな胸へと倒れ込んできた。

「うん、もうダメだ。何度も死ぬ目に遭あってきたけど、まさか空腹で死ぬとは……」

「ちょっ、ちょっとっ！　こんなとこで死なないでっ！」

　ユーノは顔を赤くして、抱き留める体勢になってしまった少年をどうすべきか、混乱した頭で考えなければならなくなった。







　クラージュ流剣術、青銅街ブランズ道場。

　看板が掲げられた玄関と、粗末な木造の塀。

　立派とは言いがたいが、平屋の建物──母屋おもやと庭、それに稽古場がある。

　稽古場といっても、庭の一角に均ならされた地面と、休憩用の東あずま屋やがある程度だ。

　その東屋で、ユーノは黒髪の少年と向き合って座っている。

　そばでは松明たいまつが燃えていて、あたりは明るい。

「うん、美味うまい美味い。腹が減りすぎてよくわからないけど、とにかく美味い」

「……あなた、馬鹿にしてるの？」

　少年は、ユーノが出してやった残り物のシチューをがっついている。

　料理はユーノがつくったわけではないが、もう少し味わってほしい。

「ふう……十日も食べてなかったというのは本当らしいわね」

　ユーノは、呆あきれてしまう。魔王が暴れていた暗黒時代ならともかく、食事もできないほど貧しいというのは珍しい。

「ちょっと旅をね。だいぶ迷っちゃって、やっとこの街に着いたとこなんだ」

　少年は軽く言うと、シチューを綺き麗れいに食べ終わり、息をついた。

「ぷはー、とにかく腹はふくれたよ！　ああ、ごちそうさまでした！」

「……そう」

　微妙に引っかかる言い方だったが、ユーノは一応頷うなずいてみせた。

「それで？」

　ユーノは食後のお茶を出しながら問いかける。

「それで……っていうのは？」

「まずは、あなたが何者かということ。あんなところでなにをしてたの？　いえ、そもそもグランノワールの住人なの？　それとも、よそ者？」

「グランノワール……そうだな、そうなんだよな」

「まさか、グランノワールも知らないなんて言わないわよね？」

　ユーノは、じろりと少年を睨にらむ。

「正直言うと、よく知らない。この街に来たのは三日前。その前は……まあ、旅から旅へって感じかな」

「旅人なら、世情に詳しいんじゃないの？　この街を知らないっていうのは不自然よ」

「あのさ、これは尋問なのかな？」

「あ、ああ。そういうわけじゃないわ」

　ユーノは、ぶんぶんと首を振った。

　大男に逆襲する手段はいくつかあったが、少年に救われたことは間違いない。問い詰めるような真似まねは礼儀を欠いている。

　ただ、好奇心がうずいて仕方ない。

　グランノワールは辺境の都市ではあるが、セリュジール皇こう国こくのみならず、他国でもよく知られている。よほどの人じん跡せき未み踏とうの地で生まれ育った、というのでもなければ多少なりとも知識を持っているはずなのだが。

　グランノワールの周囲は荒野が広がり、人里などはほとんどない。

　都市から南に徒歩で二十日ほど行ったところに、かつての魔王の居城があるくらいだ。

　魔王が討伐された直後は宝の残り物を狙う者や、物もの見み遊ゆ山さんで城に向かう者がいたらしいが、今はそんな物好きもまずいない。

　宝など残っていないし、崩れかけた不気味な城など見ても楽しくはないだろう。

　とはいえ、魔王の居城以外にも小規模な人里があっても不思議はない。この少年が、辺境のどこか、ろくに情報も伝わらない村から来たという可能性もある。

　だが、この少年はどうにも怪しい。しかし、ユーノには追及もしづらい。

「……ところで、ここって剣道場なんだよな？」

「うん？　まあ、見てのとおりよ」

　東屋には木剣が数十本も置かれていて、すぐそばに打ち込み用の立木も並んでいる。

　どこにでもあるような剣道場だ。

「クラージュ流、か……」

　少年は、縦長の箱に放り込まれている木剣を一本引き抜いた。

　それから、見事な遊ゆう斬ぎりの構えを取る。

　ユーノは、どくんと心臓が高鳴るのを感じた。かつてこの道場主であった老人の構えもまるで隙がなかったが──

　この少年の構えは、それ以上だ。まるで老境に達した名人のような、研ぎ澄まされた技を感じる。

　少年はすうっと滑るように動くと、木剣を一気に振り下ろし、立木の一つを見事に切断した。

　ユーノは、息を吞のんだ。木剣でも物を切断することは不可能ではないが──まるで刃で斬ったようなあざやかな切り口だった。

「……そういえば、あなたの名をまだ聞いてなかった。ああ、わたしはユーノ。ユーノ・ヴィクトワール。ユーノ、でいいわ」

「ユーノ……」

　少年は、木剣を軽く振り回しながらつぶやいた。ユーノという名前は、特に珍しくはないはずだが、なにか気になるのだろうか。

「俺はクラージュ。リュカ・クラージュだ」

「リュカ・クラージュ!?」

　また、つぶやくように言った少年の言葉に、ユーノはぎょっとする。

「……よくある名前だろ？」

「あの人の名前と同じじゃない！　魔王討伐の大英雄、リュカ・クラージュと！」

　そう──百年前、五人の仲間とともに魔王に挑み、最後の一刀を叩たたき込んだ最強の戦士、リュカ・クラージュ。

　そして、みずからも命を落とした悲運の大英雄。

「魔王討伐の大英雄……」

「まさか、あの人も知らないとは言わないわよね？」

「いや……知ってるよ」

　少年は苦笑しつつ言った。さすがに馬鹿にしすぎたか、とユーノは少し反省する。

「百年も前の方かただけど……この世界に生きる者が忘れてはならない名だものね。わたしたちがこうしてここにいられるのも、彼が世界を救ってくれたおかげよ」

　リュカ・クラージュ──その名は、魔王討伐から百年経たった今でも特別すぎる。

　彼が学んだ剣術は一地方の小さな流派に過ぎなかったが、今はクラージュ流と名を変え、全世界に普及している。

　もっとも、それは彼がもたらした影響の一つに過ぎない。

「英雄にあやかろうっていうのはわかるけど、彼と姓までまったく同じなのね」

「別に自分でつけたんじゃないんだから、文句を言われても」

「え？　あ、そうね。それは……そうだわ」

　少年──リュカの冷静な一言に、ユーノは我に返る。

「うん、人の名にどうこう言うのも失礼ね。えーと……リュカ。食事にも事欠いているなら、当然泊まる場所もないわよね？」

　とりあえず、ユーノは話を変えることにする。

「屋根の下で寝るなんて贅ぜい沢たく、できるわけがない」

「あなたの贅沢の定義、絶対間違えてると思う……」

　ユーノは、もう何度目かわからない呆れた目を向ける。

　それから、その目を少しだけ伏せた。

「そ、それじゃあ……あなたには借りもあるし、一回の食事だけで放り出しては、このユーノ・ヴィクトワールの名が廃すたるわ」

「え？　ちょっと待った、まさか……」

「う、うん……」

　ユーノは、かあっと顔が熱くなるのを感じる。

「それじゃあ……今夜は、ここに泊まっていかない……？」

「…………」

　リュカは、わずかに目を見開いて、ユーノの顔をじっと見つめている。

　嫁入り前の若い女の子が、同じ年頃の男に泊まるように誘う──

　それがなにを意味するかわからないほど、ユーノも世間知らずではない。

　だが、ユーノは口に出した言葉を引っ込めるつもりは、少しもなかった。







　リュカ・クラージュは聞こえてきた声に目を覚ました。

「あ、ああ、起きましたか……。おはよう、ございます……」

「……おはよう」

　立派とは言えない、少し動いただけでギシギシと軋きしむベッド。

　リュカはその上で身体からだを起こした。

　一人の少女が部屋の隅に立ち、リュカの顔をじーっと見つめてきている。

「ノエル・セルバンテです。どうぞ……ノエル、とお呼びください」

　少女はそう名乗った。彼女は小柄な身体にメイド服を着ている。

　肩まで伸ばした黒髪、幼くも整った顔。

　身体は全体に細く、触っただけで壊れてしまいそうだ。

[image: ]

　おどおどした表情を浮かべ、ドアのノブに手をかけている。いつでも逃げられる体勢だ。

「……年齢は十二歳、平民出身、今も平民です。この道場に住み込みでメイドをやってます。お掃除に洗濯、お食事のご用意まで一通り担当しています。ただ……お料理以外は、すべて苦手です。人には得手不得手があるといいます……」

「……昨夜、シチューをもらったけど、つくったのは君？」

　突然、口を挟む暇もなく説明されて混乱しつつも、なんとかリュカは質問を思いつく。

　ノエルは、こくんと頷うなずいた。

「そうか、美味うまかったよ。たぶん」

「初対面からなかなかの失礼さですね……」

「ああ、いや。腹が減りすぎて味がわからなかっただけで」

「私のお料理は、胃の隙間を埋めるためのものではないです……」

　メイド少女は、リュカの感想に不満があるようだ。

　リュカは、少女をあらためて観察する。

　可愛かわいらしい顔をして、くせ者なのかもしれない。

　それと、十二歳と言っていたが、身体の一部──主に胸部の盛り上がりが尋常ではない。

　三つか四つ年上であろうユーノより大きいのではないか。

「……ん？　住み込みのメイド？　でも、昨夜は見かけなかったような」

「夜は寝てます……ぐっすりです」

　ノエルは、あっさりと言った。

　客が来たら応対するのがメイドの役目ではないだろうか。リュカはメイドがいる生活など無縁だったので、よく知らないが。

「質問が終わったのなら、起きてください。朝食は舌も使って味わってほしいです……」

「あ、ああ。ぜひそうするよ」

「それでは、食堂へどうぞ……勝手に食べてください……」

　ノエルは後ずさるようにして部屋を出て行った。

　まるで、リュカに背後から襲われることを恐れているかのようだ。

「はぁ……なんか、妙なことになったな」

　昨夜は、ユーノに誘われてこの道場に泊めてもらったのだ。

　そのユーノは自宅があるらしく、帰って行った。一瞬、若いお嬢様と一つ屋根の下でお泊まりなのかと驚かされたが、そんなわけはなかった。

　恥ずかしそうにしていたのは、まさにそう誤解されると思ったからのようだが。

　ここは以前に内弟子が住んでいた部屋らしく、最低限の家具は揃そろっている。

　ユーノに言ったとおり、泊まるあてなどなかったので、助かったことは事実だ。

「別にそんなつもりじゃなかったんだがなあ……」

　リュカは、ぽりぽりと頭をかく。

　ただ、夜道で襲われている少女がいたから助けただけだ。図ずう々ずうしくお礼をもらうつもりなどなかった。

「うはははは、英雄様は遠慮深いよな！」

「…………っ！」

　突然、掛け布団をはねのけて──小さな影が飛び出してきた。

　その影は、リュカの目の前をふわふわと漂う。

「……おい。おまえ、なんでここにいるんだ？」

「ルンは、どこにでもいるよー。おまえに取り憑ついてるからねー」

「…………」

　見た目は可愛らしい少女そのもの。長く伸ばした灰色の髪、布を巻きつけただけのような粗末な服装。胸のふくらみはほとんどないが、体形も女性のものだ。

　背中には、一対の透明な羽が生えていて、ぱたぱたと動いている。

　そして、身体はリュカのてのひらほどの大きさだった。

　妖よう精せい種しゆの一種だ。この大きさの妖精は、[image: ]ピクシー[image: ]という呼称でも呼ばれる。

「……俺、妖精はよく知らないが、人に取り憑くようなもんだったか？」

「うははー、妖精にもいろいろいるのさー」

　妖精は、くすくすと笑ってリュカの周りを飛び回る。

　取り憑いている、というのは冗談でもないらしい。

　この[image: ]ルン[image: ]と名乗る妖精とは、ほんの十日前に出会ったばかりだ。

　魔王の城を出た、あの日に──空から降りてきて、馴なれ馴れしく接してきた。

　それ以来、ルンはつかず離れずついてくる。昨夜のように危険があるときは、ちゃっかり距離を取っているようだが。

「まったく……朝からうるさいぞ」

　リュカはルンの羽を指先で素早く摑つかむと、ぽいっと窓から投げ捨てた。

　ルンがぎゃーぎゃー騒いで抗議してくるが気にしない。

「はあ……」

　リュカはため息をつくと、軽く身み繕づくろいをしてから部屋を出た。







　道場には狭いながらも食堂があり、テーブルの上に料理が載っていた。軽く炙あぶった干し魚をパンに挟んだだけのものだが、味付けはしっかりしていて驚くほど美味い。

　変わったメイドだが、料理の腕前は確かなようだ。

　あっという間に平らげてしまうと、ミルクも飲み干し、稽古場へ出た。

　朝日に照らされた稽古場には、すがすがしい空気が漂っている。

　リュカは木剣を一本取って、素振りを始める。

　悪くない──振り続けつつ、そう思った。昨夜も妖よう幻げんの太刀たちを振るい、打ち込み用の立木を切断できたが、どうやら、身体は思いどおりに動いてくれるようだ。

　長く食事を取っていなかったが、身体にはなんの問題もないらしい。

「はははー、さすがは大英雄！　剣を振る姿もサマになってるなー！」

「……また出た」

　ルンが笑い声を上げて、飛び回っている。

「だから、俺は大英雄なんかじゃ……」

「さすがにもうわかっただろー、リュカ・クラージュ。魔王の暗黒時代はもうはるか昔。冒険者なんて奴らはもういない。許可がなきゃ、剣も持てない」

　ルンは、リュカの目の前で滞空し、にやりと笑う。

「百年経たったんだよ、大英雄。おまえが魔王と刺し違えてからねー」

「…………」

　リュカは、頭の回転は悪くない。目覚めて以来、受け入れがたい現実を見てきたが、だいたいの状況は理解している。

　百年が、経っている。

　言葉にすると単純だが、恐るべき事実だった。

「百年、ねえ……どうするんだよ……」

　思わず頭を抱えてしまいそうになる。

「ははは、魔王に挑むような命知らずも、時間には勝てないなー！」

　残念ながら、この小うるさい妖精の言うとおりだった。

　事実をもう少し詳しく整理するとこうなる──

　リュカは仲間たちとともに魔王を倒し、リュカもまたその戦いで力を使い果たして、命を落とした。

　だが、リュカは完全に死んだわけではなかったらしい。

　おそらく、仲間の魔法使いが秘法を使ったのだろう。

　魔法使いはろくでもない性格だったが優秀で、仲間にも秘密にしている魔法──秘法と呼ぶ特殊な魔法をいくつも持っていた。

　瀕ひん死しのリュカを復活させる魔法をかけ、魔王城の地下で眠らせたのだろう。

　外に連れ出さず、魔王城の地下に置き去りにした理由は不明だが──リュカは動かすこともできない状態だったのかもしれない。

　元は真っ黒だった髪の一部が白くなっているのは、長い眠りの後遺症かなにかだろう。

　推測が多いが──とにかく仲間のおかげで、リュカは無くしたはずの命を拾えた。

　ただし、百年もの時間が流れてしまった──

　失いかけた命を取り戻すのに、それだけの長い時間が必要だったのだろう。

「もうみんな、生きちゃいないよな……」

「はははー、どうだろうなー！」

　ルンは、仲間たちのその後についてはだんまりだ。

　もっとも、リュカも積極的に知りたいとは思わない。

　なにしろ──百年も経っているのだ。

　長命とされる魔法使いは生きているかもしれないが、それ以外の仲間は間違いなく全員死んでいるだろう。

　苦楽をともにした仲間たちが死んだ話など、聞きたくない。

　故郷の村は、グランノワールからはるか北東にある。吹けば飛ぶような小さな村だ。今、どうなっているのかわかったものではない。

　自身の混乱も収まっていない今はまだ行くべきではないだろう。

「で、どうするのさ、リュカ・クラージュ。魔法使いでも探しに行くかー？」

「こんな、右も左もわからない状況で人捜しなんかできるか」

　リュカは旅慣れている。魔王討伐のために、この世界のほとんどを歩き回ったと言ってもいい。

　魔王城からグランノワールへの数日の旅も、食糧がなかったことを除けば、たいして苦でもなかった。普通なら二十日はかかる道のりも、その半分以下で踏破できた。

　グランノワールを見たところ、人々の生活も自分が知るものとほぼ変わりない。

　この時代に順応するのはそう難しくないようだが──

「まあ、ルンがいなかったらこのグランノワールにもたどり着けなかったもんなー」

「……それはそうだけど」

　魔王城の外は、果てしない荒野が広がっている。

　もちろん、リュカは百年前に自分の足で旅をして城にたどり着いた。だが、目覚めて外に出てみれば、風景が微妙に変わっているように見えた。

　魔王城からグランノワール──その前身だった砦とりでを目指して歩き出したのだが、ルンの案内がなければかなり迷っていただろう。

　いくらリュカといえども、ろくに生き物が存在しない荒野では生きることすら難しい。

　ルンのおかげで飢え死にせずに済んだと言えるが──

　こうして街にたどり着いても、戸惑うことばかりだ。

「冒険者は凶きよう剣けんとか呼ばれてるんだよな……？」

「おっと、さすがは冒険者の代表。そこが気になるかー」

　ルンが目障りなほどに飛び回り、リュカの頭の上に乗った。

「魔王が倒れて脅威がなくなった以上、冒険者なんて危険な存在でしかないのさー。なにより……また、おまえみたいに魔王を倒せるような化け物が出てきちゃ困るからなー！」

「……賢明な判断だ」

　リュカは皮肉を言って、苦笑する。

　彼はよくも悪くも、骨の髄まで冒険者だった。それが危険な存在とされている以上、百年前と同じ生き方はできない。

　ユーノを襲ったチンピラたちのように、暗黒街で糧を得るつもりはなかった。

「リュカ・クラージュは大英雄さー。おまえが習ってた田舎剣術に名前が使われて、全世界に広まったのも、大英雄の名声があってこそだからなー。このセリュジールじゃ、国王と同格になる最高の称号[image: ]流りゆう星せいの聖騎士[image: ]が与えられたってさー」

「流星の聖騎士が……」

　リュカは、少し驚いてしまう。

　その称号はセリュジールの王宮で聞いたことがあった。初代国王の親友で、ともに戦った騎士が得た称号だという。

　流星の聖騎士は伝説上の称号であり、実際に得た者はいないはずだった。

「そう、セリュジールは最高の栄誉をもっておまえに報いたわけさー。たださー」

「死んだ英雄には、どんな栄誉を与えても損にはならない。だろ？」

　リュカは、もう一度笑った。

　彼は旅慣れているし、世間にも慣れている。

　魔王討伐の旅では、人々の裏の顔を見る機会には事欠かなかった。

　死後の自分が世間でどんな扱いを受けたかくらい、想像はつく。

　いや、そんなことは──どうでもいい。

「ああ、明日からどうやって食っていけばいいんだ!?」

「ルンは食べなくてもいいしー。ま、悪の帝王もいないし、冒険もできない。それに、お嬢ちゃんが言ってたの、聞こえたろー？　この時代は、剣を持つのも許可がいるのさー」

「剣狩りとか言ってたな……剣を持ってたら犯罪なのか……自慢じゃないけど、俺は剣以外に取り柄なんてないぞ！」

「ちなみに、魔法も禁止だぞー。剣、槍やり、弓矢。それに魔法の杖つえのたぐい、魔法そのものも使用禁止ってことになってるからなー。どこの国も、冒険者の力をこれでもかっていうくらい削そいじゃったのさー」

「ぐぐぐ……」

　リュカは、冒険者としては[image: ]魔法戦士[image: ]に区分される。

　主に使うのは剣だが、中級程度の攻撃・回復・補助魔法なども使用できる。

　一応、それらは人前では見せないほうがよさそうだ。

　ずいぶんと不便な世の中になったものだ。

　武器の所持を禁じられるほど平和な世の中になった、とも言える。

　リュカが魔王を倒した結果なのだろうが──現状では、素直に喜べない。

「……やっぱり、どうにもならないな。次はどこで行き倒れるんだろう……」

「はははー、大英雄の末路が行き倒れとか、人生は無常だねー！」

「やかましい！　こうなったら、おまえを見世物にして小銭を──」

「そこにいたのね、リュカ！」

「…………っ！」

　リュカは素早くルンを摑つかむと、後ろに隠す。

　ユーノが、ぶんぶんと手を振りながら稽古場に入ってくる。

「ん？　今、なんか飛んでなかった？」

「あ、ああ。でかい虫が飛んでた。どっか行ったみたいだな」

　リュカは慌ててごまかす。妖よう精せいは珍しいものだが、隠す必要もない。

　ただ、この妖精はなにを言い出すかわからないので、ユーノには会わせたくなかった。

「っと、そうだ。昨夜は泊めてくれてありがとう。久しぶりに熟睡できたよ。ベッドって凄すごいな。あんなによく眠れるなんて」

「ベッドにそこまで感動できるのも凄いけど……ああ、ノエルにも会ったのよね。あなたのことを気に入ったみたいよ」

「え!?」

　むしろ、小動物のようにおどおどしていたが。

「あの子は考えてることが顔に出ないのよ。でも、ちょうどよかったわ！」

「な、なにが……？」

　リュカは思わず警戒してしまう。

　食事と一夜の宿をもらえたのはありがたかったが、この少女はノエル以上のくせ者だ。

　どうも思い込みが激しいというか……感情のままに行動しすぎている。

「実は──あ、来たわね！」

　ユーノが言いかけたとき、道場の塀にある裏門が開いた。

　そこから、わらわらと子供たちが入ってくる。二十人ほどもいるだろうか。

　男女の比率は半々といったところ。ほとんどが十歳前後だろう。

　身なりはそれほどよくない。おそらく、平民の子供ばかりではないか。

「みんな、やっと道場が再開できるわ！　今日からこのリュカ・クラージュがみんなの先生よ！」

「よろしくお願いします、クラージュ先生！」

　子供たちが一斉に頭を下げる。

「……せ、先生？　あの、ユーノ。これはいったい？」

「あなた、仕事もないんでしょう。だったら、今日からこの道場で師範をやりなさい」

「ま、待った待った！」

　リュカは手をかざして、ユーノを制する。

「自分で言うのもなんだけど、俺なんてどこの馬の骨とも知れない流れ者だぞ！　そんな奴に子供の指導を任せるなんて──」

「妖よう幻げんの太刀たちを使えるだけで、腕前は充分すぎるわ。それに、自分が死にかけてるのに人助けをしようなんてお人ひと好よしだもの。信用するには充分でしょ」

「い、いやそれは……あの凶剣たちとグルで、お芝居だったって可能性もあるだろ！」

「え？　ああ、なるほど。そんなの、思いつきもしなかったわ」

　ユーノは一瞬きょとんとしてから、うんうんと頷うなずく。

「まあ、そんなことはどうでもいいわ」

「そんなこと!?」

「この道場、半年くらい前に道場主だった大先生が亡くなって、しばらく閉鎖してたの。やっと再開できて、わたしとしても安心だわ」

　ユーノは、あまり人の話を聞かない性格らしい。

「わたしも元々ここの弟子だったの。今はいろいろあって、道場を預かってるけど、指導をするのも難しくて。このまま道場が潰れるのは忍びなかったから、ありがたいわ。細々したことはノエルにも聞いてね」

「そんな、どんどん話を進められても……」

　ユーノの思い込みの激しさは筋金入りのようだ。

　リュカはどこからどう見ても怪しい。行き倒れに食事を与えるくらいならまだしも、道場の師範に据えるなど行き過ぎだ。

「リュカ。わたしはね、強い人が好きなの」

「は、はぁ……」

「いくら強くても辻つじ斬ぎりみたいな悪人は許せないけど、あなたは正義の剣を振るう強い剣士よ。だから、好き。好きな人になら、大事な道場を任せられるでしょう！」

「…………」

　年頃の少女が、男にあまり好き好きと連呼しないほうがいいだろうが、ユーノは気にしないようだ。

「魔王を倒せるくらい強い人なら、嫁に行ったっていいわ！」

「…………魔王はとっくに死んだだろ」

「それくらい強いならって話よ。本物のリュカ・クラージュが生きていれば、どんな手を使っても嫁入りするところだわ！」

　ユーノはとてつもなく際どいことを言っているが、気づくわけもない。

　まさか、目の前にその魔王を倒した男がいるなどと──

「ユーノの好みはわかったよ。でも……」

　それでも、リュカとしては無条件に信用されても戸惑ってしまう。

「大丈夫。なにも問題はないわ。だって──剣は噓うそをつかないもの」

「…………」

　リュカは、呆ぼう然ぜんとしてユーノの顔を見つめてしまう。

　やはり──似ている。そう思った。

　昨夜、髪がほどけたときに気づいたが、リュカがよく知る少女によく似ているのだ。

　別人なのはわかっている。

　百年前、リュカが眠りにつく前に、既にあの少女はいなくなっていたから。

　だが、あの少女もまた──同じことを言っていた。

　剣は噓をつかない。

　偶然だというのも、もちろんわかっている。

　しかし──

「俺、教え方なんて知らないぞ」

「あなたが習ったように、教えればいいのよ。道場の先生は、みんなそうしてるわ」

　リュカの最後の抵抗も、ユーノは笑い飛ばした。

「まあ……やることもないしな」

　実際、百年後の世界で行くあてもなく、仕事の口もないのも事実だ。

　我ながら馬鹿みたいではあるが──実際のところ、魔王を倒したあとのことなど考えてもいなかった。

　長い眠りについていなければ、英雄として祭り上げられ、なんらかの役割を与えられていただろうが、今のリュカにはその道もない。

　根無し草で目的もなく、金もないし、おまけに住むところすらない。

　あれ、もしかして俺って終わってる？

　ユーノが差し出してくれた手を拒否して、なにをしようというのか。

　そうか、俺には──ユーノの助けが必要なんだ。

　ようやく、リュカはこの百年経たった世界の現実を受け入れ──

　ユーノと子供たちに向かって頭を下げる。

「それじゃ……よろしく」







　日々は、あっという間に過ぎていった。

　朝、起きたらノエルの美味おいしい朝食をいただき、やってきた子供たちに剣を教える。

　子供たちは新しい先生にもすぐに慣れてしまった。リュカが、自分たちとたいして歳としが変わらないのもよかったのかもしれない。

　リュカは、十七歳。教え子は十歳前後の子供が多いが、年長の子供は十三、四歳なので年齢は大きく違わない。

　当然のことだが、剣の腕前には格段の差がある。

　リュカは若くとも、並みの剣士など比べものにならない実戦経験を積んでいる。

　道場で剣を習っただけの子供とは、まるで別の生き物だ。

　そういうわけで──

「馬鹿！　教え子を足腰立たなくなるまでしごく馬鹿がどこにいるの！」

「え、俺が習ったのはこんなやり方だったけど……」

「……それならしょうがないわ。でも、もう少し優しくお願い。みんな、別に剣士を目指してるわけじゃないんだから」

　道場での指導を始めた直後、ユーノとこんなやり取りがあった。

　実際に、リュカに剣を叩たたき込んだ師の教えは生やさしいものではなかった。

　足腰が立たないどころか、殺されると思ったことも一度や二度ではない。

　師と比べれば優しく教えたつもりだったのだが、手加減が足りなかったらしい。

　リュカはこの数日で思い知っている。

　この時代、剣を学ぶことは[image: ]趣味[image: ]なのだ。

　護身術として学んでいるわけでもないようだ。グランノワールには黒鉄街フエイルという物騒な場所があるが、青銅街ブランズでも意外と治安は悪くないらしい。

　つまり、平民でも普通に暮らす分には剣など必要ない。

　子供が身体からだを動かすのは悪いことではなく、適度な剣術は運動にはうってつけというわけだ。

　時代は変わった──と、何度思ったか知れない。

　リュカが子供の頃は、混乱した時代だった。

　魔王の軍勢が世界中で暴れ回り、平穏な村もいつ襲われるかわからない。

　野良仕事に出るときでも、畑のそばに剣や槍やりを突き刺しておくのが普通だった。

　子供といえども、剣を持って戦うことはある。兵士や冒険者にならなくとも、剣や弓矢を学ぶのは当たり前のことだった。

　だが、この街の平民の子供たちは、たいていは商人か役人になるようだ。

　自然と、読み書きや計算などの勉強のほうが大事になる。剣など二の次なのだ。

　それも受け入れるしかない。割り切ってしまえば、リュカには手加減もまったく難しくなかった。

　師範として、朝から昼まで子供たちの面倒を見る。彼らは道場でにぎやかに昼食を取り、午後からは別の習い事があるために帰っていく。

　それから、道場の掃除や道具の手入れをする。

　一日の仕事は、だいたいそれで終わりだった。

　かつての、一瞬たりとも気の休まる暇がなかった冒険者生活とはまるで違う。

　よく言えば穏やか、悪く言えば──退屈ではある。

　いやいや、贅ぜい沢たくは言えないだろ。

　自分にそう言い聞かせ、毎日子供たちとともに剣を振る。

　はるかな過去の英雄は、屋根の下で眠れて、食べるに困らないだけでも満足するべきなのだ。
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　道場の師範になってから数日後──リュカに、新たな習慣が加わった。

「……いつも、すみません」

「いや、これくらいは当たり前だよ」

　後ろを歩くノエルに、リュカは笑いかけた。彼女はびくりとして、よろめいてしまう。

　まだ警戒されているようだ──リュカは苦笑する。

　ノエルが買い物に出ると、重そうな荷物を抱えて帰ってくるので、荷物持ちをすることにしたのだ。手伝ってやりたいのもあるが、警戒を解くためのご機嫌取りでもある。

「さて、今日はなにを買う？」

　二人は、青銅街ブランズの商店が並ぶ大通りを歩いている。

　どの商店も品しな揃ぞろえは悪くなく、値段も手頃だ。このグランノワールという街は、なかなか景気がいいらしい。

「今日は、お肉が安いので……あと、調味料も……」

　ノエルがリュカを追い抜き、歩いて行く。

　道場では昼食を用意するので、大量の食材が必要になる。材料費は子供たちからの月謝で賄われているらしい。

　必要なものを揃えつつ、リュカがずしりと重い荷物を持つ。冒険者時代は、もっと重い荷物を担いで戦うことすらあったので、この程度はなんでもない。

「……リュカさんは、ずいぶん鍛えてるんですね」

「ん？　まあ、多少は」

「道場の子たちは、大きくなってもリュカさんのようには……なれないですね……」

「なりたいなら、ビシビシ鍛えてやるけどな」

「そんなことしたら、またユーノ様に叱られます……」

　ノエルは、心配そうな顔をする。

　そういえばノエルとユーノの関係もまだ知らないな、とリュカは妙なことに気づく。

　ユーノの身分は想像がついているから、ノエルのこともほぼわかっているのだが。

「……以前、うちの道場にも、それはもうお強い方がいらっしゃいました」

「へえ、本当に？　本気で剣を習ってた奴もいるのか」

　少なくとも、リュカが教えている中には剣で身を立てようと考えている子供はいない。

「その方は、皇こう都との貴族の養子になって……騎士団に入られてます」

「王都……皇都の騎士団か。そいつは大出世だ」

　リュカの認識では、セリュジールは王国だ。百年の間に規模が拡大されて、皇こう国こくになったというのをたまに忘れてしまう。

　だが、セリュジールの組織自体はさほど変わっていないらしい。

　騎士団は貴族の子弟でなければ入団できない。それは百年前から変わっていない常識だ。

　ただ、平民の子が剣の腕前をもって貴族の養子となり、騎士団に入る例は昔からある。

「……リュカさんも、騎士団に入れるかもしれません……」

「うーん……それはちょっと難しいな」

　リュカは苦笑いする。

　平民の子といえども、身元がしっかりしていなければ貴族の養子にはなれない。

　リュカほど身元が怪しい男も珍しい。公的には死んだことになっているのだから。

「ていうか、それって俺に出て行けってこと？」

「そ、そうじゃありません！」

　ノエルは驚くような大声を出し、激しく首を振った。そのはずみで、歳に似合わない大きな胸も揺れる。

「た、ただ……リュカさんは……その、なんというか……退屈そう、ですので……」

「……そう見えるか」

　顔には出さないようにしていたが、ノエルにはお見通しだったようだ。

　このメイド少女は意外に鋭いらしい。

「まだ今の暮らしに慣れてないのかもな。別に、退屈なんてしてないよ。ていうか、さっきのは冗談だ。ごめん。ノエルは、出て行けなんて言わないだろ」

「は、はい……出て行かれては困ります……」

　ノエルは顔を赤くして頷うなずく。

　実はさほど嫌われていないのかも──と、一転してリュカは自うぬ惚ぼれそうになる。

「あの……私、自分の買い物があるので……リュカさんは先に帰っていてください……あ、くれぐれも黒鉄街フエイルのほうに行ってはいけませんからね……」

　ノエルはそう言うと、リュカの返事を待たずに行ってしまう。

　自分の買い物、と言われると手伝うのも憚はばかられる。

　注意されるまでもなく、わざわざ物騒な黒鉄街フエイルに近づくつもりもない。

「しかし、本当に暇だなあ、俺」

　思わずリュカは苦笑してしまう。

　道場での指導と、買い物の荷物持ち以外の時間を持て余している。

　魔王と渡り合えるほどに鍛え上げた肉体は、この平和な時代ではたいして役に立たない。道場での指導など、力の十分の一も使っていないのだ。

　ユーノやノエルは好ましい少女だし、彼女たちと過ごす時間は楽しい。

　だが──胸のどこかに穴が空いているようなむなしさが常にある。

　もっとも、無理に穴を埋めようとは思わないし、その手段も思いつかない。

「帰るか。帰って、木剣の手入れでもしよう」

　リュカが身を翻そうとしたそのとき──

「動かないで」

「…………」

　突然、背中になにかが突きつけられた。

　刃物ではないようだが──リュカは、鋭い殺気を感じ取っていた。

　背後に近づくまで殺気を消すとは、なかなかたいしたものだ。

「動くと、身体に大穴が空くよ」

「……穴はもう間に合ってるんだけどな」

「わけわかんないこと言うな。とりあえず歩いて。こっちの指示どおりに」

　リュカは返事をせずに歩き出した。

　聞こえてきたのは女──それも少女らしき声だった。

　とはいえ、リュカは慌てない。

　この程度の危機は、掃いて捨てるほど経験している。

　いや、それどころか胸がわずかに高鳴るのを感じていた。

　おそらく、それは──未知の危機への期待。







　リュカは商店街を抜け、入り組んだ路地の奥へと連れて行かれた。

　少女らしき人物は、リュカの背中になにかを押しつけたまま、殺気を放ち続けている。

「止まって、荷物は地面に置きなさい。ゆっくりこっちを向いて、壁に背中をつけて」

　ずいぶん細かい指示だった。リュカは逆らわず、言われたとおりにする。

「ようやく顔が拝めたね。はっ、冴さえない顔！」

「…………？」

　そこにいたのは、やはり少女だった。

　年齢は、十五歳程度だろうか。

　艶のある銀色の髪を長く伸ばしている。

　小さすぎず大きすぎない胸の谷間や、ヘソまで見えるインナーの上に、上着を羽織っている。なかなか刺激的な格好だ。

　ミニスカートをはき、その下には脚に密着する黒い肌着をつけて、太ももを隠している。

　下着が見えないようにつけているのだろうが、だったら丈の長いスカートかズボンをはけばいいのでは、とリュカは余計なことを思った。

「まさか、と思ったよ。あたしの人生、信じられないことの連続だけど、こんなに信じられないものを見たのは初めてだったね」

「……なんのことかわからんけど、信じることは大事だな」

「黙れ！」

　バン、と凄すさまじい轟ごう音おんが響いた。

　少女が手に握っていた短い筒のようなものから、なにかが勢いよく飛び出し、リュカの足元に穴を穿うがったのだ。

「……なんだ、それ？」

「銃ジユウ、よ。弾丸──鉛なまりのかたまりを魔法で撃ち出す武器」
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　少女は、意外にも丁寧に答えてくれた。

　銃という武器は、長さはナイフくらいで、派手な黄金の筒に握りがついている。弩いしゆみのような引き金もあり、それを指で引くと[image: ]弾丸[image: ]とやらが飛び出す仕掛けらしい。

　リュカは、初めて見る武器だった。

「珍しい？　そうね、百年前にはなかった武器だものね。ふふん、いいでしょ。でもあげないからね」

「いらないよ。君は……誰だ？」

「世界でも実用に耐えるのはこの一丁だけかも。あたしだから使えんのよ」

　少女の言葉遣いも珍しかった。やや乱暴な調子で、時折聞き慣れないしゃべり方をする。

　百年経たっても言語にさほどの変化はないが、たまに変わった言葉を聞くことはある。

「いくらあんたでも、丸腰で銃は相手にできないよ。だから──質問するな。質問するのは、こっち」

「横暴だなあ……いや別に、隠すことなんてないけど」

「だったら答えろ！」

　少女は、突き出すようにして銃を構える。

「あんたは──リュカ・クラージュ！　そうよね!?」

「うん、リュカ・クラージュです。今後ともよろしく」

「はーい、よろしく……って、ナメてんの!?」

「答えろって言ったから答えたのに……面倒くさい奴だなあ」

「余計なことも言うな！　つーか、あっさり認めすぎ！　あんた、正体を隠してこの街に潜伏してんじゃないの!?」

「そんなことはないな。言っても誰も信じないだろうから、黙ってるだけだ」

　ユーノやノエルも信じてくれないだろう。誰にとっても、リュカ・クラージュとは歴史上の人物なのだ。

「潜伏っていうのも人聞きが悪いな。なにか企たくらんでるみたいじゃないか」

「まさか、目的もなくこの街に居座ってるなんて言わないでしょうね？」

「まったくそのとおりなんだけど……」

　むしろ、目的が見つからなくて困っているくらいだ。

　いつまでもユーノの好意に甘え、ノエルの世話になるわけにもいかないだろう。

「こ、こいつ……相変わらずナメくさった男ね！　ああんもう、ムカつく！」

「さっきから気になってたんだが、もしかして君、俺と会ったことあるのか？」

「だから、質問すんなって言ってんのよ！」

　少女は、銃を構えて一歩踏み込んできた。

　リュカは、にやりと笑った。こうもあっさり挑発に乗ってくるとは。

　リュカは少女が銃を構えている右の手首を摑つかみ、呼吸を合わせて引き寄せた。少女が体勢を崩す。

「あっ！」

　少女は小さな悲鳴を上げて、転びそうになりつつもリュカに向けて銃を撃った。

　しかし、手首を摑まれているので当たらず、壁に大穴を空けただけだった。

「冷静さを欠いたら負けだよ、お嬢さん！」

　リュカは、少女を片手一本で投げ飛ばした。彼が学んだエンシェン流では、剣を失った場合に備えて素手での格闘も教えられるのだ。

「ナメるなって何度言ったら！」

　しかし、少女は地面に叩たたきつけられる前に空中でくるりと回転して着地を決めた。

　リュカは、とっさに彼女の手首を放して距離を取る。

「……抜け目がないね、あんた」

「俺を知ってるんだろ？　だったら、驚くほどのことじゃない」

　少女は、じろりとリュカを睨にらんでくる。

　リュカの手には、一本の短剣があった。赤い柄つかに、真っ黒な刃という変わった短剣だ。

　少女が腰につけていたものを、さっきの格闘のどさくさで拝借したのだ。

「さすがに、修羅場をくぐりまくってるってことね。ナイフ一本でなにができる……って言いたいとこだけど、なにしろリュカ・クラージュだものね」

　少女は、薄く笑ってから──再び銃を構える。

「でも、あんたがリュカ・クラージュである以上、あたしも引くわけにはいかない！　どちらかが死ぬまでね！」

「なんで買い物に出ただけで、生死を懸けた戦いに巻き込まれるんだ……あのさ、俺は別に引いてもいいから、ここらで手打ちにしないか？」

「うるっさい！　生かしておけるかっ！　だって、あんたは──親の仇なのよ！」

　突如、少女の全身から真っ黒なオーラが立ち昇る。ビリビリと空気が震え、気を抜けば立っていられなくなるほどの圧力を感じる。

　圧倒的な魔力が、目に見える形で噴き出しているのだ。

　リュカは多くの魔王の手下たちと戦ったが、これほどの魔力の持ち主はそうはいなかった。

　いや、それだけではない。

　この禍まが々まがしいほどに黒い魔力は、どこかで見た覚えが──

「親の仇かたき？　まさか、君は……」

　リュカがそう言いかけたときだった。

　どくん、と心臓が高く鳴り響いた。

　それから、さらに鼓動が加速度的に速まっていく。

「なっ、なんだこれ……？」

　リュカは片手で心臓を押さえ、奥歯をギリッと嚙かんだ。

　まるで、身体からだの奥から心臓が飛び出そうとしているかのような──

「ちょ、ちょっと。あんた、一人でなにを盛り上がってんのよ。これから、かっこよくあんたを成敗するところだっていうのに！」

「そりゃ悪かったな……でも、これは……！」

　不意に、リュカの全身から──真っ黒なオーラが飛び出す。

　少女が放っている魔力とひどく似ている──

「なっ!?　なんなのよ、リュカ・クラージュ！」

「に、逃げろ……」

　リュカは、そう言うのが精一杯だった。

　自分の中から溢あふれ出してくる黒いものを抑えられない。

　その黒いオーラは、数本の触手のような形に変化し、リュカの全身から伸びて──

「きゃあっ!?」

　黒い触手の先端が鋭く尖とがり、少女の上着やインナーを斬り裂いていく。

　かろうじて、肌には傷がつかなかったようだが──

「なっ、なにしてくれんのよ！　乙女の柔肌に！　あああ、うわああああんっ！」

「泣いてる!?」

　少女は、ぽろぽろと涙を流しながら、リュカを睨みつけてくる。

　ただでさえ彼女は露出度が高いというのに、服を斬られたせいで、かなり際どいところまで見えてしまっている。

　ヘソを出しているからといって、羞恥心がないわけではないらしい。

「なんでそんな変なもの生やしてんの!?　それで女の子の服を剝むくのが趣味なの!?」

「そんな特技は持ってないはずだけどな……」

　リュカは苦しげに言いつつ、少女から目を逸そらす。

　恥じ入る少女の肌を凝視するほど人でなしではない。

「あんた、人間でしょ。なんでそんな魔力を……」

　少女は、ぐすぐすと泣きながらまだリュカを睨んでいる。

「その真っ黒な魔力……それじゃあまるで、父とう様さまみたいな……」

「父様……？　父様って……やっぱり、そういうことか……！」

　リュカは気合いとともに、黒い触手に意識を集中させる。なんとか、触手を引き戻し、少しずつ体内に取り込んでいく。多少は制御が利くようだ。

「思い出した。そうだったな、君とはあの城で会ったんだったな……」

　リュカは、彼にとってはまだつい先日の出来事でもある──魔王城に入り込んだときのことを思い出す。

　城内では、恐るべき魔族や魔物たちと遭遇したが──その中に、まだ幼い少女がいた。

　十歳くらいに見える、挑戦的な目つきの少女。彼女は魔王の城で突然現れて、リュカたちに挑んできたが、数人の魔族に連れられてどこかへ行ってしまった。

　リュカたちも幼い少女と戦うつもりはなく、放置しておいた。

　たしか、彼女の名前は──

「ジュジュ。ジュジュ・ディアーブル……だったな」

「……やっと思い出したの。あー、よかった。思い出してもらえなかったら、あたし、めっちゃアホみたいだったわ」

　少女──ジュジュはようやく泣き止やみ、腕で身体を隠しながら言った。

　よく見ると、魔族の種族的特徴──わずかに尖った耳が覗のぞいている。

　ディアーブルは、リュカが討った魔王の姓──

　つまり、このジュジュ・ディアーブルは魔王の娘なのだ。

「魔族も妖よう精せいと同じで長命、不老だったなあ……あの頃は、まだもっと子供だったけど」

「あんたは人間のくせに、あの頃とまったく変わんないよね。なんかキモい。どんな魔法を使ったわけ？」

「あいにく、魔法を使ったのは俺じゃない。ただ、今はちょっと……種明かしをする余裕はないな」

「そのようね。こんな格好じゃもう戦えないけど……あんただけは絶対に許さない」

「魔王が死んで百年も経ってるのに。たいした執念深さだな……」

「親の仇を討つのに、時間が関係あんの？　ああ、嬉うれしい。あんたが生きていて、しかもしょぼくれた爺じいさんでもない。殺し甲が斐いがあるじゃないの……！」

「ひねくれてるなあ……」

　魔王の娘が素直で優しくても、逆に不気味ではあるが。

「また会いに来るよ、リュカ・クラージュ。あのお嬢様の道場にいるんだよね」

「……っ！　ユーノは、俺の恩人だ。彼女を巻き込む気なら、こっちも……」

「知ったこっちゃないね。ああ、あんたはあのお嬢のこと、知んないわけ？」

「……なんのことだ？」

「べーっ、だ。教えてやんないっ」

　ジュジュは子供のように舌を出し、肌を隠しつつ、ゆっくり後ろに下がり始める。

「待て。君のほうこそ、この街でなにをしてるんだ？　まさか、親父おやじの遺志を継いで世界征服とか」

　これだけは、確認しておかなければならなかった。

　リュカと仲間たちが命を懸けて魔王を倒し、やっと手に入れた平和だ。

　もし、魔王の後継者が彼の覇は業ぎようを再び引き起こそうとしているなら──見過ごせない。

「あんたに教える義理はないけどね……凶きよう剣けんギルド[image: ]セイターン[image: ]」

「ギルド……？」

「あたしのほうも、逃げも隠れもしない。襲ってくるなら来なさいよ。いつでも──返り討ちにしてやるわ」

「血の気が多いなあ……」

　穏やかな魔族、というのもあまりいないが。

「じゃあね、リュカ・クラージュ。この辱はずかしめは──忘れないよ！」

「いや、それは俺がわざとやったわけじゃ……！」

　リュカが言い訳しようとしたときには、ジュジュはその場を走り去っていた。

　まるで盗賊のような、目にも留まらない素早さだった。

「はははー、またえらいのが出てきたなあ。因果っていうのかなー？」

「おまえ、いたのか」

　音もなく現れたルンに、リュカはじろりと目を向ける。

「魔王の娘に凶剣ギルド、それに……」

　ジュジュは、ユーノにもなにか言いたいことがあるようだった。

　ユーノは貴族の娘だと思っていたが……それだけではないのかもしれない。

　リュカにとって、ユーノは恩人だ。もしジュジュが仇討ちにユーノを利用するつもりなら、全力で恩人を守らなければならない。

「とりあえず……冒険者の基本を思い出さなきゃならんらしいな」

「きゃうっ。なにするのさー！」

　リュカは、ピンと指先でルンの羽を弾きながら言った。

　目的、というほどではないかもしれないが、やるべきことができた。

　自分の過去を知る者が現れた以上、ぬるま湯のような生活に浸ひたっているわけにもいかない。

　冒険者の基本──それはもちろん、情報収集である。







　夜になるのを待って、リュカは道場を抜け出した。

　ノエルは一度寝ると、朝まで起きないことはよく知っている。彼女には少し後ろめたいが、巻き込むわけにもいかない。

　リュカは青銅街ブランズを抜け、黒鉄街フエイルへと入った。街は明るいが、とたんにいかがわしく危険な雰囲気が漂ってくる。

　だが、リュカはまったく怯ひるんでいない。

　人間を一口で食らう魔物が現れる迷宮に比べれば、犯罪者だらけの暗黒街など遊び場のようなものだ。

　リュカは、通りを歩いてひときわ大きな酒場に入った。

　セリュジール皇こう国こくでは、飲酒に年齢制限はない。自分の成長や体質と相談しつつ吞のむのが常識なのだ。

　酒場の客入りは上々のようだ。ほとんどのテーブルが埋まっている。

「おっ……」

　リュカは、そこに見知った顔を見つけた。ツイている、と思った。

「やあ、おっさん」

「…………っ!?　お、おまえ……!?」

　テーブルで一人酒を吞んでいた大男が、ぎょっとする。

　彼は先日、ユーノに絡み、リュカに妖よう幻げんの太刀たちで打ち倒された男だ。

「ここ、座っていいか？　あ、お姉さん、俺にもこの人と同じのください」

　リュカは大男の返事も待たずに座り、通りかかった店員に酒を注文する。

「おいてめえ、なんのつもり……」

「まさかとは思うけど、あんたがあの夜売り飛ばそうとしてた女の子。あの子が誰か、まだ知らないのか？」

「…………あん？　お嬢様の知り合いなんていねぇよ。けど、あんなとこ歩いてるくらいだから、そんなたいした家柄ってわけでもねぇだろ」

「ユーノ・ヴィクトワール」

　リュカは、大男に顔を近づけて囁ささやくように言った。

「…………っ!?　ちょ、ちょっと待て！　まさか……あ、ああ……そういや、金髪でとんでもねぇ美人だって噂うわさは……そ、そうなのかよ……!?」

「俺もあのときは知らなかったけどね。そういうことらしい」

「ほ、本当かよ……ユーノ・ヴィクトワール・ドゥ・マグノリアか……！」

「…………」

　リュカは、ぴくりと反応する。

　ユーノには、本人が語っていなかった名前の続きがあるらしい。

　貴族は家の姓の他に、所有する領土名が名前につくことがある。マグノリア、というのはユーノが持つ領土の名だろう。

　実際には所有しておらず、名誉の一つとして[image: ]持っていることになっている[image: ]という場合もあるそうだが。貴族の社会は複雑怪奇だ。

「危なかった……あんなもんに手出ししてたら、今頃バラされてたとこだった……」

　大男は、まだうめいている。

　軽くカマをかけただけで、あっさりとユーノの素性が知れてしまった。

　お嬢様っぽくはあったが、実際にやんごとない令嬢だったらしい。

　リュカは少しばかり拍子抜けしつつ──

「ま、あんたは命を拾って、俺はメシを奢おごってもらえて、互いに幸運だったってことで」

　運ばれてきた酒を軽く掲げると、大男も同じようにする。

「俺はリュカだ。あんたは？」

「ゴーシュだ。まあ……そうだな。あの夜のことは忘れることにする。あのお嬢さんも俺を忘れてくれることを祈ろう……」

　大男──ゴーシュは、ごくごくと一気に酒を飲み干し、おかわりを注文する。

　リュカは、彼の表情を見逃すことなく観察している。悪党ではあるが、根っから悪い人間ではないらしい。

「おまえはどうなんだ？　もう行き倒れてねぇだろうな？」

「なんとか仕事をもらえたんだよ。おかげで、メシと寝床にありつけた」

「そりゃあよかった。俺のご先祖は屋根のねぇ暮らしが当たり前だったらしいが、今時は酔狂な旅人でもなきゃ、あり得ねぇもんな」

「そうか……今の冒険者は旅をしないんだな」

「ははっ、冒険者ぁ？　そうか、おまえは知らないんだな。いったい、どこの田舎から来たんだ？」

　ゴーシュは笑いながら、説明を始める。

　魔王が暴れていた暗黒時代、どの国にも冒険者たちは当たり前のようにいた。

　彼らは魔王討伐のために立ち上がり、世界各地を旅して魔王軍と戦い、時には迷宮にもぐって凶暴な魔物を倒し、貴重な武具や魔法の道具を手に入れ、そして命を落とすことも珍しくなかった。

　冒険者は魔王が現れる以前から存在していたが、十年続いた暗黒時代にその数は爆発的に増えた。

　数万人もいたと言われる冒険者の中から、六人の英雄が現れ──

　彼らの手によって魔王は討たれ、暗黒時代は終しゆう焉えんを迎えた。

「ん？　そういやおまえ、大英雄と名前が同じだな」

「俺の故郷じゃ珍しくもない名前なんだよ」

　リュカは苦笑して答えた。実際、彼の故郷ではよくある名前だから噓うそではない。

「それより……名前といえば、なんで冒険者が凶剣なんて物騒な名前に？」

「冒険者っていうと、ちょっとかっこいいだろ？　名前からして冒険者を貶おとしめたのさ、国のお偉いさんたちがな」

　なるほど、とリュカは納得する。

　以前にルンから聞いた話も含めて、だいたい事情は理解できてきた。

　冒険者の中には、リュカを含めて魔王軍の幹部と戦える実力者たちがいた。

　その冒険者たちが魔王という世界共通の敵と戦っているうちはいい。しかし、その彼らの剣がもしも国に向けられたら──

　歴史をひもとけば、国家の危機を救った人材が切り捨てられたことなど珍しくない。

　冒険者たちも、魔王を倒して危機が去った直後に存在そのものを貶められ、捨てられたということらしい。

「ただな、用済みにされた冒険者たちもいきなり別の生き方ができるわけじゃねぇからな。戦士は戦士として、魔法使いは魔法使いとしてしか生きられねぇ。そんな連中が、いつの間にかこのグランノワールに集まって──」

「凶剣ギルドっていうのがあるんだよな？」

「そう、冒険者ギルドが形を変えて、今も続いてるってわけよ」

　冒険者ギルドは、要するに冒険者を支援する組織だ。

　世界各地に点在し、たいていの大きな街にはギルドがあり、それぞれのギルドは繫つながりを持っていた。

　ギルドは様々な形で冒険者たちを支援する。

　一番多いのは、凶悪な魔物や魔王軍の幹部の情報を冒険者に伝え、それを退治した者に褒ほう賞しようを与える──という役割だろう。

　冒険者が国の騎士団と連携して、魔王軍討伐の軍事行動を起こすこともあった。

　街の外には魔物が徘はい徊かいし、迂う闊かつに遠出できない時代でもあったため、平民たちからお使いを頼まれるようなことも珍しくなかった。

　リュカも当然ながら冒険者ギルドの一員だった。

　ギルドから出される試練に合格することで、入団許可が下りる。

　故郷から出てきた親友とともに、ギルドの試練に挑んだ日のことは──リュカにとってそう遠い思い出ではない。実際には、百年以上も昔のことだが。

　その思い出深い冒険者ギルドが今はどこにもない、というのは複雑な気分だった。

「凶きよう剣けんギルドがやってることも、冒険者ギルドの頃とそう大差はないぜ。ギルドが仕事を集めて、団員は依頼を請けて仕事をする。それだけのことだ。ま、やってることは──犯罪だけどな！」

　ゴーシュは豪快に笑って酒をあおる。

「戦士は傭よう兵へいや用心棒、賭と場ばの仕切り、たまに山賊になるかな。魔法使いは違法なやべぇ薬をつくったり、呪殺なんかもやるらしいな。神官は……治癒魔法で闇医者まがいのことをやってるし、神の名を使って信徒を集めて金を巻き上げてるって話だ」

「え、えらいことになってるんだな……」

　魔王との戦いが終わっても、人間同士の戦は事あるごとに起きているのだろう。

　各国の騎士や兵士だけでなく、他に戦力が必要になることもあるだろうから、凶剣が戦争に参加するのはわかる。

　だが、傭兵くらいならまだしも、山賊や呪殺──魔法による暗殺などは、リュカが知る限り、よほど切迫した冒険者でもやらない。

　神官たちがやっていることは論外だ。聖職者の所業とは思えない。

　ゴーシュによると、神官たちもまた魔法を禁じられたらしい。大神デイエスに仕え、神の奇跡として行使される神官の魔法まで禁止するとは、徹底している。

　その後、魔法を使うことなく信仰を貫く[image: ]神殿[image: ]と、凶剣ギルドの一つである[image: ]教団[image: ]の二つに分かれたそうだ。

　もちろん、両者の関係は最悪らしい。

「本当に、ギルドは犯罪集団になってるのか……」

「凶剣ギルドはでかい街ならどこにでもあるが、特にこのグランノワールはギルドの本場みたいなとこだからな」

「……ところで、[image: ]セイターン[image: ]ってギルドは知ってるか？」

　リュカは、かつて自分が属していた組織の様変わりにくらくらしつつ、なんとか質問を続けた。

「んにゃ、聞いたことねぇなあ。言ったろ、本場だって。でかいとこだと何百人もいるようなギルドもあるが、数人くらいの小せぇギルドもいくつもあるからなあ」

「そうか……」

　リュカには少し意外だった。仮にも魔王の娘であるジュジュが属しているなら、巨大なギルドなのかと思ったのだ。

「グランノワールには、三大ギルドってのがある」

　ゴーシュは小さな声で言った。大声で話すのは憚はばかられるらしい。

「戦士系が集まってるギルド[image: ]バルバール[image: ]。要するに武闘派だ。殺人も強盗もなんでもござれの一番ヤバイ連中だ。それに、魔法使いどものギルド[image: ]サージュ[image: ]。こいつらは学校だの図書館だのも運営してるが、得体の知れない奴らだな」

　ゴーシュはさらに声を潜める。

「あとは、教団の一つ[image: ]ザンドル・エグル[image: ]。怪しい薬を使って信徒どもを操ってるなんて噂まである。この三つが街の最大勢力だな」

「組織の規模はどうなってるんだ？」

「団員は百や二百じゃねぇだろうけど、詳しくはわからねぇ。どの組織もだいたい秘密主義だ。ただ、三大ギルドともなれば、そこらの小国よりよっぽど稼いでるらしいぜ」

「それはそれは、景気のいいことで……」

　かつての冒険者ギルドは、国家の援助なども受けていたが、決して羽振りのいい組織ではなかった。

「三大ギルドは互いに仲はよくねぇけど、本格的なつぶし合いもしてねぇ……くらいの関係だな」

「三すくみか……」

　それで、グランノワールの均衡が保たれているのだろう。

　暗黒街などある割に、グランノワール全体の治安は悪くない。特定の組織が突出していないからこそ、というのもありそうだ。

「俺が所属してるギルドも、戦士ばかりだが小せぇ所帯だ。そういう小せぇところも、たいていは三大ギルドのどれかと繫がってんだけどな」

「……冒険者ギルドよりだいぶ複雑そうだな」

　リュカの知る限り、冒険者ギルドはたいていは街に一つ。

　戦士や魔法使いなどの職種ごとに組織が分かれているということもなかった。

　小さなギルドがいくつも存在するなら、セイターンを見つけるのは難しそうだ。

　もっとも──見つけることも難しいような小勢力なら、問題はないとも言える。

　魔王の娘、ということで警戒しすぎていたのだろうか。

　あるいは、凶剣ギルドという得体の知れない存在を気にしすぎていたか。

「でもまあ、おまえは凶剣じゃねぇんだろ？　だったら、関わらなきゃいい。ギルドはカタギさんにはめったに手を出さねぇよ」

「あんた、思いっきりカタギに手を出してなかったか？」

「そ、それは……あのお嬢さんが黒鉄街フエイルに来るからだ！　お嬢様らしく白銀街エルジエンで茶でもすすってりゃ、危険はねぇよ！」

「……ま、それはそうか」

　ジュジュは危険な少女だが、すぐにユーノを狙う可能性は低そうだ。

「いいか、お嬢さんにいらんことを吹き込むなよ。ある意味、三大ギルドよりヤバイんだからな！」

「…………？　貴族のご令嬢だからって、そこまで怖がらなくても」

　貴族はある程度の武力を有していることも多いが、彼らこそめったに民衆に刃を向けることはない。

「ちょっと待て、小僧。おまえのほうが、まだわかってねぇらしいな」

「なんのことだ？」

　リュカが質問すると、ゴーシュは残っていた酒を飲み干して、小さなため息をついた。

「あのお嬢様は、この街じゃ有名人さ。顔はそれほど知られてねぇけどな。令嬢っていうのはそういうもんだ」

「それはわかるけど……もしかして、そんなにいい家柄なのか？」

「いいもなにも……お嬢さんの親父おやじの名前はエドガー・ヴィクトワール・ドゥ・グランノワール──要するに、このヤバイ街を束ねている領主様さ」







　いつものように、ノエルに起こされ、朝食をいただく。

　彼女はやはり、リュカの夜遊びには気づかなかったようだ。

　朝食後に子供たちを迎え、適度に加減した指導をする。

　少し力が入ってしまったのは、昨夜聞いた話の余熱のようなものだろうか。

　なんとか誰にもケガをさせずに指導を終え──昼食を取ってから、稽古場の東あずま屋やで道具の手入れを始めた。

　ノエルは、今日は買い物に行かないらしい。

　なぜか彼女も東屋にいて、リュカのそばで裁縫をしている。

　リュカの予備の服を繕っているようだ。縫い目がメチャクチャで、今にも針を指に突き刺しそうだ。見ているだけで不安になってくる。

　そういえば、とリュカはふと思った。

　ノエルがなぜ道場で住み込みのメイドなどしているのか、詳しい事情は聞いていない。

　彼女はユーノとはそこそこ付き合いが長いようだ。彼女もグランノワールの領主と関係があるのかもしれない。

「……な、なんですか？」

　リュカの視線に気づき、ノエルが身体からだを縮こまらせる。

「いや……ノエル、君は」

「どなたか、いらっしゃいませんか！」

　リュカが質問しかけたとき、唐突に大声が響いてきた。

　ノエルがびくりと反応し、縫い物を放り出して駆け出そうとする。

「こちらにいらっしゃったのですね！　捜しやすい慎ましいお家うちでけっこうですわ！」

　と、ノエルが走り出す前に、稽古場に何者かが姿を現した。

　赤を基調としたヒラヒラのドレスに身を包んだ少女だった。

　歳としは、十代なかばくらいだろう。美しい桃色の髪を長く伸ばし、結い上げている。

　小柄で、華きや奢しやな身体つきだ。ノエルよりやや背は高いが、胸はあまりにも平へい坦たんだ。

「……無遠慮に見てきますわね。教育がなっていないのでは？」

　少女は眉をひそめ、リュカを睨にらんでくる。

　その少女の後ろから、男が近づいてきた。まだ二十代の前半くらいの青年だ。

「お嬢様、このようなところに足を運ぶのは……」

　男が恭しい態度で少女に話しかける。

　リュカは生まれも育ちも平民だが、かつての旅で貴族の家も何度か見た経験がある。

　おそらく、動きやすそうな服装からして従僕フツトマンというやつだろう。

「お黙りなさい、シモン。グランノワール家は武門の家。その娘が剣道場を訪ねて、なんの問題があるのでしょう」

「…………」

　リュカは、まだ沈黙している。

　今の少女の一言で、彼女の素性がだいたい理解できた。

　グランノワール家──つまり、ユーノの家だ。少女がそこの令嬢ということは、ユーノの姉妹──年下に見えるので、おそらく妹なのだろう。

「あら？　そこのメイド、どこかで見た顔ですわね？」

「あっ……あ、は、はい……ご、ご無沙汰してお……」

　ノエルが、あたふたと挨拶を始める。

「以前、当家に仕えていたメイドです。落ち着きがなく、当家にふさわしくありませんでしたので、暇を出したはずでしたが」

「大おお方かた、お姉様がここを紹介したのでしょうね。世話焼きですわね、あの方は」

　シモンと呼ばれた従僕の説明に、少女はどうでもよさそうに答えた。

「お姉様を捜しにきたのですが、いらっしゃらないようですわね。屋敷でもなかなかお会いできませんし、厄介な方ですこと。それで……あなたは、どなたですの？」

「貴族は礼儀正しいのが取り柄だろう？　自分が先に名乗ったらどうだ？」

「貴様っ！」

　シモンが激げつ昂こうし、剣の柄つかに手をかける。貴族の使用人も武器を携帯できるらしい。

「落ち着きなさいな、シモン。その方のおっしゃるとおり。口の利き方がなっていないのは、教育が足りないせいでしょう。無知を責めても仕方ありませんわ」

　少女は使用人をたしなめ、くすりと笑う。

「わたくしは、ナディア・ヴィクトワール。ユーノお姉様の一つ年下の妹ですわ」

「これはご丁寧に。俺は、リュカ・クラージュ。この道場で師範を務めさせてもらってる」

　リュカはやはり敬語を使わなかった。だが、ナディアは気にした様子もない。

「よいお名前ですわ。この道場は、先代からお姉様がお預かりしていたんですわね。物好きというか酔狂というか……ですが、仮にもグランノワール公の娘が関わっている道場。あまり風変わりな方がいらっしゃっても、家名に傷がつきますわ」

「俺が風変わりなのは認めるさ。でも、師範に必要なのは剣の腕前だろう？」

「あら、面白い。それもおっしゃるとおりですわね。シモン」

　ナディアは、さっと片手を挙げた。それに応えてシモンが前に出て、手近なところから木剣を二本取り上げる。

「このシモンは、皇こう都とのクラージュ流道場で中ちゆう伝でんをいただいている身。相手にとって不足はないはずですわ」

「いきなりだな、お嬢様」

　リュカは、シモンが投げつけてきた木剣を受け取る。

　どうやら、このお嬢様は他人の都合などおかまいなしらしい。

　クラージュ流は腕前によって初しよ伝でん、中伝、奥おう伝でん、皆かい伝でんという伝でん位いを得ていく。

　中伝を得られる剣士は、百人に一人というところだろう。競争の激しい道場ならもっと厳しいかもしれない。確かに、剣士としては上等の部類に入る。

「……リュカさんっ」

　くいっ、とノエルがリュカの袖を引っ張り、小声で囁ささやいてくる。

「いけません、ナディアお嬢様は逆らう人間に容赦しません……性格がお悪いんです」

「君もなかなか言うな。といっても、逃げられないみたいだぞ」

　リュカは、ノエルの地味に辛辣な言葉に苦笑しつつ、一歩前に出る。

「では、腕前を見せていただきましょう。ですが、人ひと死じには見たくありませんわ」

「心得ております、お嬢様」

　シモンが、遊ゆう斬ぎりの構えを取る。リュカも同じ構えを取った。

「では、我が剣をお見せしよう。おまえにも勉強になるだろう」

　そして、シモンはいきなり踏み込み──

「…………っ！」

　リュカの胸元に、鋭い斬ざん撃げきを叩たたき込んできた。一瞬、呼吸が止まりそうになるほどの容赦のない攻撃だった。

「受うけ太刀だちもできないのか！　しょせん、ボロ道場の大将だな！」

　シモンは、止まることなく斬撃を放ってくる。かろうじて頭や喉は外しているが、一つ間違えば命を失うほどの攻撃である。

「はははっ、剣の振り方も知らないのか!?　ここの子供は、なにを教わってるんだ!?」

「…………」

　リュカは、なおも打たれるままだ。あちこちの皮膚が裂けて血が噴き出し、内出血でアザができている。

　ノエルの悲鳴にならない声が聞こえてくる。それでも、リュカは──

「……なんだ、貴様は？」

　もう何度打たれたか数え切れなくなった頃に、ようやくシモンが動きを止めた。

　肩で息をしながら、険しい目でリュカを睨んでいる。

「なんだ、はないだろう」

　リュカは、血まみれの顔でにやりと笑った。

「あんたが言ったとおり、腕前を拝見してたのさ。ああ、もう充分見せてもらった……」

　リュカが、一歩前に踏み込む。シモンが、びくりとして後ずさった。

「じゃあ、今度は俺の番でいいか……？」

　再び遊斬の構えを取る。ボロボロになっていても、いつもどおりの構えだ。

　いや──実は、なんの支障もなく構えを取ることができる。

　シモンが楽しそうに打っていたのは、リュカの皮膚や肉のみ。骨や筋にはまったくなんの影響も与えていない。

　そうなるように──リュカはごくわずかな動きで、シモンの剣を防いでいた。

「ひっ……」

　シモンの口から小さな悲鳴が漏れた。中伝をもらったというなら、わかるのだろう。

　リュカが自分を圧倒的に上回る存在であることを──

「ちょ、ちょっと……お待ちなさい……」

　立ち合いを笑顔で見ていたナディアの表情も凍りついている。彼女のようなお嬢様にでもわかるほど、今のリュカは恐ろしいのだろう。

「ま、待て……お嬢様もおっしゃってる……た、立ち合いはこれまでだ……」

「そりゃないだろう。一方的に見せてもらうだけじゃ、申し訳ない。せめて一ひと太刀たち──」

　その一太刀が、どんな結果をもたらすか。シモンは気の毒なことに、それを理解してしまっているようだ。脚ががくがくと震えている。

　リュカもまた、震えていた。ただし、身体ではなく心が──

　シモンの中途半端な強さが、リュカの奥底からなにかを呼び起こそうとしている──

「お嬢様、面白いのが好きなんだろう。だったら、こいつの次はあんただ……」

「…………っ」

　ナディアが、びくりと身体を震わせる。リュカはそれを見て笑った。

　魔王の娘に襲いかかったときと同じ、抑えきれないものがリュカの全身に満ちている。

　リュカは、木剣を振りかぶり──

「そこまでよ！」

「…………」

　踏み込もうとしたところで、ぴたりとその動きを止めた。

　いつの間にか、ナディアの背後に現れていたのは──ユーノだった。

「そこまでよ、リュカ。その従僕は、道場の教え子じゃないわ。わたしは──子供たちに剣を教えてもらうために、あなたを雇ったの」

「……そうだな、こんな可愛かわいげのない教え子はいらない」

　リュカはつぶやいて、木剣を握った手を下げた。

「ナディア、お遊びが過ぎるわ。用があるのはわたしでしょう。うちの師範に妙な手出しをしないでちょうだい」

「……お姉様こそ、変な男を飼わないでほしいですわ。あなたは仮にもグランノワール家の娘なのですから」

「わかってるわ、ナディア」

　リュカは、グランノワール姉妹をじっと見つめる。髪の色といい顔立ちといい、あまり似ていない。

　それと、姉妹仲は良好とは言えないようだ。

「お姉様にお話があったのですが……夕食がご一緒できるのであれば、引き上げますわ」

　ユーノはこくりと頷うなずき、ナディアはじろりとリュカを睨んでから、さっと踵きびすを返した。

　シモンも木剣を投げ捨て、慌てて主あるじを追う。

「……ごめんなさい、リュカ。わたしのせいね。またあなたに借りができちゃったわ」

「俺をぶん殴ったのは、あのいけ好かない従僕だよ。まあ、君に殴られるほうが効くだろうけどな」

「……ぷっ」

　ユーノは、リュカの言葉に噴き出した。

「わたしは辻つじ斬ぎりでもない限り、殴ったりしないわよ。夜道で絡まれても殴るけど」

　ユーノは、くすくすと笑いながら言う。

「それじゃ、ノエル。お水と薬箱を持ってきてくれる？」

　ノエルが、ぱたぱたと母屋おもやのほうへと戻っていく。彼女は顔面蒼そう白はくだった。心優しい彼女に見せるべきではなかったな、とリュカは少し後悔し──ふうっと息をついた。

　危ないところだった──そう思わざるを得なかった。

　もちろん、シモンという男が危険だったというわけではない。

　危険なのは俺だ。

　あそこでユーノが止めてくれなかったら、シモンを打ち据えて殺し──そのままナディアにも襲いかかっていたかもしれない。

　いったい、自分はどうしてしまったのだろう──







「ほら、おとなしくして。ああもう、こんなにやられちゃって」

　ユーノが危なっかしい手つきで、リュカの傷口をぬぐい、布を貼っていく。

　リュカはユーノと椅子に座って向き合い、治療を受けているところだ。

「手当てなんていいんだけど……妹さん、話があるみたいだったぞ」

「話なんてないわよ。どうせ、リュカのことを知って様子を見に来たんでしょ。あの子、わたしの周りに妙に興味津々なのよね」

「……お姉さんのことが心配だとか？」

「そんな可愛げはないわよ。わたしが馬鹿をやってたら笑うためでしょう」

「変わった姉妹だな」

　リュカがそう言うと、ユーノは少し困ったように笑った。

　やはり、姉妹の関係は単純ではないようだ。

「そんなことより……その気になれば、シモンなんて一撃で沈められたでしょ？」

「子供には手加減するのさ」

「なに言ってるの、シモンはリュカより五つくらい年上よ」

　ユーノは、ぴしゃりとリュカの傷口を叩いた。

　リュカは苦笑する。生年から数えれば、シモンなどはるか年下なのだが。

「でも、シモンはずいぶん怯おびえてたわね。実は、止めるかどうかちょっと迷ったわ。シモン、あまり好きじゃないのよ」

「だったら、かまわずに叩きのめしておけばよかったかな」

「……迷ったのは、もう一つ理由があるのよ。あなたの本気が見られるかと思って」

　ユーノは、ちらりとリュカの顔を窺うかがうように見た。

「でも、シモンなんかにあなたの本気を見せるのももったいないわよね」

「別に、俺の本気になんか価値はないさ。止めてくれて感謝してる。もし、止めてくれなかったら──」

　リュカは、ぶるりと身震いした。

　シモンのようなザコなどに少々殴られた程度で自分を抑えきれなくなるなど──

　しかも、まるで見境ないケダモノのように、ナディアにも襲いかかろうとしていた。

　少々頭に来てもおかしくはない。ナディアは美しいとも思う。

　だが、あんな感情を抱くなど──自分で言うのもなんだが、あり得ない。

「俺の中には、なにかがいるのかもしれない……」

「そりゃあ、いるに決まってるでしょ」

　リュカがつぶやくと、ユーノが今度は胸を拳でトンと叩いてきた。

「誰だって、いくつもの顔を持ってる。道場の先生だって、普段はニコニコ優しいお爺じいさんだったけど、弟子には容赦なかったわ。あの笑顔の裏には、鬼が棲すんでいたのね」

「……俺の場合、そういうのとはちょっと違うかも」

「自分を特別なんて思わないことよ、リュカ」

　ユーノは、にっこりと微笑ほほえむ。

「自分のことなんて、考えたってわからないし、いいとこ都合のいいように解釈しちゃうだけよ。考えるだけ無駄」

「……もしかしたら、シモンを叩たたき殺してたかもしれない。奴は命拾いしたけど、このままだと俺は、もっととんでもないことをやらかすんじゃないか？」

　リュカは、それが怖い。

　ジュジュは服を剝むくだけで済んだ。シモンもナディアにも傷一つつけていない。

　だが、もし同じようなことが起きて、今度は誰も止めてくれなかったら──？

「わたしは、あなたを信じてる」

「いや、その全幅の信頼はちょっと危ういんだが……」

「リュカ、初めて会ったときのあなたは思い切りかっこ悪かったわ」

「……あれ、信頼はどこへ行った？」

　いつの間にか、罵ば倒とうが始まっている。

「ふふ、立っていられないほど弱っていたのに、それでもあなたはわたしを助けようとしてくれた。そんなリュカだから、信じるのよ。人は追い込まれたときほど本性が出るわ。死にかけていても、あなたは人助けを選んだ──」

「…………」

　ユーノの言葉には、まったく噓うそは感じられない。

　まだ知り合って間もないリュカの善意を心から信じてくれている彼女は──誰にも勝るお人ひと好よしだろう。

「助けられたのは俺のほうだけどな。あのときも、今も」

　リュカは微笑みながら言った。

「お互いに助けられたと思ってる──それで困ることはないわね。でも、リュカ。わたしの家のこと、知ったのよね？　隠してたの……怒ってる？」

「いや、全然」

　リュカは真顔で言って、首を横に振った。

　隠し事の多さでは、リュカのほうが圧倒的だろう。

「そう、よかった。けど、いくらシモンの剣がたいしたことなくても、こんなに──ああ、ここも血が出てるわ」

　ユーノが軽く屈かがむようにして、リュカの首のあたりを布でぬぐってくる。

「…………っ！」

　ふと、前に視線を向けて、リュカはぎょっとした。

　ユーノが胸元が広く開いた服を着ているせいで、屈んだ拍子に胸の谷間が見えてしまっている。

　真っ白な肌と豊かなふくらみに、視線が吸い込まれてしまう。

　リュカはかろうじて自制し、目を逸そらそうとして──

「これは……!?」

「ちょ、ちょっと……!?」

　リュカがユーノの襟元を引っ張って、胸の谷間をさらにあらわにする。

　ユーノが抗議の声を上げているが、リュカはそのままじっと胸を見つめる。

　少女の胸元──左胸のふくらみのあたりに、親指の先ほどのアザのようなものがあった。

　なにかの模様にも見える。それになにより──かすかに魔力を感じる。

　リュカは魔法使いではないが、魔王軍との戦いで多くの恐るべき魔法を見てきた。

　どうにも、ユーノの胸に刻まれた模様からは、禍まが々まがしさを感じる。

「……あの、どれくらい見たら満足してもらえるのかしら？」

「ん？　あっ、ご、ごめんっ！」

　リュカは慌ててユーノの襟を元に戻した。

　模様に気を取られていて、ユーノの服を脱がす勢いで襟を広げてしまっていた。圧倒的なほどに大きく、形のいい胸の丸みや、もっときわどいところも見えるくらい──

[image: ]

「本当にごめん！　いや、そのアザ……が気になって」

「……別にいいけど。リュカが、そういう人じゃないのは、その……わかってるから」

　ユーノは顔を赤くして、襟を整えている。

　まだ知り合って間もないのにずいぶん信用されているのは嬉うれしいが、リュカはそれこそ殴られてもおかしくないことをやってしまった。

「ただ、その、こんなの人に見せるほどのものじゃないし……」

「い、いや……けっこうなものをお持ちで……」

　リュカもユーノも、動揺のあまり、おかしなことを口走ってしまう。

「えっと……このアザよね。生まれつきなのよ。医者にも診てもらったけど、特になんでもないらしいわ」

「……それならいいんだ」

　リュカは言葉とは裏腹に納得していなかった。

　見知らぬ医者よりは、多くの魔法を見てきた自分の感覚のほうが信用できる。

　高位の魔法使いに見てもらったほうがいいと思うが……魔法が禁じられている世の中では不可能なのかもしれない。

　リュカは、思わずまたユーノの豊かな胸に目を向けてしまう。

　優しすぎる性格、グランノワール家の令嬢、それにこのアザ──

　リュカの胸が、かすかにざわつく。ユーノには、気になることが多すぎる。




　翌日、リュカ宛に一通の招待状が届けられた。

　差出人の名は──グランノワール公。
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　辺境都市グランノワールの中心、小高い丘にその城館は建っている。

　都市の主あるじであり、街を含む一帯の領土を支配する領主の館だ。

　見た目は城そのもので、巨大で堅けん牢ろうな建物だ。

　都市には白銀街エルジエンや青銅街ブランズなどと呼ばれる区域が並んでいるが、さすがにその中心の城館は黄金造りというわけではない。

　分厚い壁と深い堀が内部の建物を二重に囲んでおり、要塞のような構造になっている。

　グランノワールは犯罪都市でもある。黒鉄街フエイル以外では危険は少ないが、念のために高い防衛能力を持たせているのだろう。

　外郭の一部には、妙に古く、崩れかけた壁があった。

「昔の壁か。記念に残してあるのかな」

　リュカは壁を眺めながら、ぼそりとつぶやいた。

　見覚えがある。かつて、この地が魔王討伐の橋きよう頭とう堡ほだった頃の名残だ。

　あの砦とりでの壁がこんなに古くなったのか──と、百年の時間を実感させられてしまう。

　しみじみしつつ、リュカが招待状を門番に見せると、あっさりと中に通された。

　案内の使用人に連れられて城館の廊下を進み、応接室で待つように指示される。

　応接室は広く、いかにも高級そうな調度品が並んでいる。リュカは、じろりと壁のほうへ目を向け、しばらくそこを見つめてから──

　視線を動かすと、一枚の人物画が飾られていることに気づいた。

「これは……」

「我が家の創設者たる偉大な先祖だよ」

　ドアが開いて、一人の男が応接室に入ってきた。

　年齢は三十代後半くらい、黒髪を丁寧に撫なでつけた上品そうな男だった。

　手には、金色の派手な扇を持っている。持ち物の趣味はあまりよくないようだ。

「ジャメル・デマルヴィル──か」

「ほう、よくご存じだ。百年ほど前にこの領土を陛下より頂戴した際に、ヴィクトワールという新しい姓もいただいたのだ。まあ、グランノワール家と呼ばれることが多いがな」

　男はソファに座り、尊大に脚を組んだ。

「ジャメル・デマルヴィルはセリュジールの将軍の一人でな。魔王討伐でも先頭に立って戦った勇敢なるお方だ。魔王軍の幹部、[image: ]秘ひ呪じゆ使つかい[image: ]との戦いでは大英雄リュカ・クラージュの仲間、戦士ラウル・エベストを救うという功績も立てている」

「へえ……」

　ずいぶん話がねじれて伝わっている。リュカは笑いそうになった。

　リュカは、ジャメル・デマルヴィルを知っている。確かに彼と共闘したこともあった。

　だが、秘呪使いとの戦いでジャメルはみずからが率いた軍をあっさり壊滅させられ、敵に必死に命乞いをしていたところを、駆けつけたラウルに救われた。

　ラウルはリュカの幼なじみでもある、最強の剣士だ。彼がジャメルごときの助けを必要としたことなど一度もない。

　ジャメルは魔王が倒れたのちに、ずいぶん上手く立ち回ったようだ。

　彼は領主ではなかったはずだが、大貴族様の地位を手に入れたらしい。

　その子孫は、ジャメルに顔がよく似ている。百年経たっても、血筋というのは確かに伝わるようだ。

「私のことはグランノワール公、と呼んでくれ。だいたいそれで通っている」

「はじめまして。リュカ・クラージュです」

　一応、相手は貴族の当主だ。さすがにリュカも敬語を使うしかない。

　もっとも、ユーノの父親でなければ、特に気にしなかっただろうが。

「それで、わざわざ俺をご招待いただいた理由は？　弱い者いじめが好きな従僕フツトマンさんに、礼儀でも教えればいいんですか？」

　とはいえ、さすがに彼の使用人に散々に打たれたばかりなので、つい険しい口調になってしまう。

「来てもらって悪いが、私は忙しい。なにしろ、統治に難のある街でな。冒険者などとおだてられた連中の子孫どもが暴れ回ってる。奴らの躾しつけは大変なのだよ。だから、さっさと話を済ませよう」

　グランノワール公が手を叩たたくと、執事らしき老人が姿を現した。彼はリュカの前に来ると、ずっしり重そうな袋と手紙を差し出してきた。

「……これは？」

「百万ゴールドある。充分な金額だろう」

　グランノワール公は、尊大な態度で言った。

　貨幣価値も物価もリュカの知るものとは大きく変わっているが、もちろん既に把握している。この街では、庶民の生活費が一ひと月つき五万ゴールドくらいだろう。

　百万ゴールドというのはかなりの大金である。

「慰謝料ですか？　別に、こんなものは──」

「そちらの手紙は推薦状だ。私と、うちの警備隊長が署名してある。警備隊長は、クラージュ流の皆かい伝でんだ」

「…………？」

　リュカは手紙を開き、中を読んだ。やたらと格式張った文章だが、要するに皇こう都との名門道場にリュカを推薦する内容だった。

　ただし、師範ではなく、住み込みの内弟子とするように要求している。

「破格の条件であろう？　君のことは少し調べさせてもらった。根無し草の君が、皇都の道場に入れるのだ。文句はないだろう」

「……犬みたいに追い払われて、はいそうですかと従うとでも？」

　リュカは、あっさりと敬語を忘れた。

　このグランノワール公は、リュカをユーノから引き離し、遠く皇都の地へ追いやろうとしている。

「そうだ、野良犬。貴様のような犬が、ユーノに近づくことは許されん。アレは、あらゆる意味で特別なのだ」

「領主様の娘ともなれば、そりゃ特別だろうな。けど、ずいぶん過保護じゃないか。ユーノはもう十五なんだろ？　そろそろ子離れしたらどうだ、おっさん」

「ふん、本性を見せたな、犬め」

　グランノワール公は、扇でリュカの顔を差した。

「だが、貴様のような犬にはわからんのだ。シモンを叩き殺そうとしたらしいな。剣士同士の尋常な立ち合いで、野蛮なことだ」

「俺が殺されるとこだったんだけどなあ」

　リュカは小さくつぶやいたが、グランノワール公には聞こえなかったようだ。

「その上、ナディアにも下げ卑びた脅かしをかけたそうではないか。素性もわからぬ犬らしき浅ましさよ」

「俺、なにをやらかしたことになってるんだ……？」

　どうも、ナディアはあることないことを父親に吹き込んだらしい。

「なにも難しいことはない。身のほどをわきまえよと言っておるのだ。その金と推薦状を持って、とっとと私の街を出て行け」

「なんでも金で解決か。百年経っても貴族様はなにも変わらないな」

　リュカは金の入った袋と推薦状を、テーブルに叩きつける。

「俺の行動は、俺が決める。あんたの娘には、返さなきゃならない恩もある。言っておくが、俺には失うものなんてなにもない。なんなら──あんたが隣の部屋に潜ませてる連中を全員叩きのめして、ここを出て行ってもいい」

「ふん、百年だのとわけのわからんことを言ったかと思えば……鼻は利くようだな」

　グランノワール公が忌いま々いましそうに言った。

　リュカは、この応接室に入ったときから気づいていた。部屋の壁の向こうに、伏兵がいると。

「あんたも抜け目ないじゃないか。俺が断ったら、強行手段ってわけか？　もしかしてユーノはグランノワール家の跡取りなのかな？　そりゃ、悪い虫が近づくのは──」

「ほほほ、馬鹿をおっしゃらないでください、お馬鹿さん」

　突然、ドアが開いて豪華なドレス姿のナディアが入ってくる。

「なんだ、いたのか？」

「わたくしの家ですもの。黙って聞いていようと思ったのですが、あなたがあまり面白いことをおっしゃるので、つい出てきてしまいましたわ」

「ナディア！　おとなしくしておれと──」

「いいではありませんか、お父とう様さま。この方がいくらお馬鹿さんでも、ここで暴れたりはしませんわ。兵がいることはおわかりのようですしね」

　ナディアは笑いながら、リュカのそばにあったソファに優雅に腰を下ろした。

「そんなことよりも──お姉様が当家の跡取りですって？　ご冗談を。お姉様は──ユーノ・ヴィクトワールは猶ゆう子しなのですわ」

「猶子……？」

「子供のようなもの、という意味ですわ。要するに、相続権を持たない養子ですわね」

「そりゃ納得だ。君やそこのおっさんと血が繫つながってないのなら、ユーノが底抜けに善人なのも頷うなずける」

　リュカは特に驚いてはいなかった。無意識に、ユーノとグランノワール家の二人に血の繫がりがないと感じていたのかもしれない。

「ふふふ、言いますわね。ですが、そのとおりですわ。お姉様は物心ついた頃からこの家で育ちながら、貴族らしい振る舞いが身につきませんでした。剣道場に出入りしたり、夜中に出歩いたりと勝手なことばかりで」

「貴族の作法より大事なものがあるっていう見本だな、ユーノは」

「ああ言えばこう言いますわね。ですが……あなたはご存じないのでしょう。お姉様が、いったいどこのどなたなのか」

　ナディアの顔に、笑みが浮かぶ。まだ少女とは思えない、歪ゆがんだ笑顔だった。

「ラウル・エベスト──こちらはご存じですわね？」

「ラウル？　ラウルがどうかしたのか？」

「またの名を、[image: ]汚よごれた英雄[image: ]。魔王を討伐したのちに、お酒と色に溺れて堕落して、すべてを失った男ですわ」

「…………っ！」

　ドゴッ、と轟ごう音おんを響かせて、リュカが目の前のテーブルを真っ二つに叩き割っていた。

　堅く分厚い樫かしのテーブルである。普通ならば、ハンマーで殴ってもヒビ一つ入らない。

　ナディアもグランノワール公も目を丸くして、残骸と化したテーブルを見つめている。

「……ラウルが、なんだって？」

　リュカには、ナディアの罵ば倒とうは許せなかった。

　親友であり、兄弟弟子でもある男──剣の腕だけなら、リュカよりも上だっただろう。

　誰よりも真しん摯しに努力を重ね、世界最強の剣士となった男だ。

　あれほどの男が──酒しゆ色しよくに溺れて身を持ち崩したなどあり得ない。

「へ、へえ。ずいぶん、ラウル・エベストに思い入れがあるのですわね。まあ、強いことは強かったそうですが……」

　ナディアはかすかに怯おびえつつも、また笑みを浮かべる。おそらく虚勢だろうが。

　グランノワール公はまだ呆ぼう然ぜんとしている。娘のほうが役者なのかもしれない。

「ラウルは最強で、最高の男だ。ラウルに比べれば、リュカ・クラージュなんて一枚も二枚も劣る」

「ほほほ、まぎらわしいお名前ですこと。大英雄リュカ・クラージュよりラウルが上ですって？　本当に愉快な方ですわね」

　ナディアはそう言うと、片手をさっと挙げて、部屋の隅で控えていた執事を呼び、何事か耳打ちした。執事は恭しく一礼して、部屋を出て行く。

「そもそも……なぜ今ここで、ラウルの名前が出てくる？」

「簡単なことですわ。お姉様は──ラウル・エベストの子孫なのです」

「…………っ!?」

　リュカは、ぎょっとして目を見開いた。言葉がまったく出てこない。

　ユーノが、ラウルの子孫──？

　いや、それならば納得もできる。ユーノが彼女に生き写しであったとしても不思議ではない。

「我が家は残念なことに、ラウル・エベストと少しばかり縁がございますので。仕方なく、お姉様をお預かりしているというわけですわ。家の事情とはいえ、あんな方を姉とお呼びしなくてはならないとは、わたくしの不幸もわかっていただきたいですわね」

「……もし、ラウルに問題があったとしても、ユーノに関係があるのか？」

「大ありですわ！」

　ナディアが勢いよく言ったのと同時に、執事が部屋に戻ってきた。

　執事は華麗な彫刻が入った縦長の木箱をナディアに差し出してくる。

「ラウル・エベストは[image: ]汚れた英雄[image: ]。彼は──自分だけでなく、その子孫の未来までも黒く染めてしまったのですわ！」

　ナディアは木箱から、一枚の巻物ロールを取り出して広げてみせた。

　リュカは、素早くそこに書かれている内容を読み取る。

　真っ先に、末尾に書かれた署名サインに目が行った。

　それはまがうことなく、リュカがよく知るラウルの筆跡。

　そして、ラウルのものと思われる血判と──

「これは……！」

　リュカは、思わず立ち上がってしまう。

　巻物の署名と血判、その横に──あの模様があったのだ。

　ユーノの胸に刻まれた、魔力を秘めた模様と同じものが。

　巻物は、契約の書だった。魔法によって、決して違たがえることができない契約を交わしたものなのだ。

「ほほほ、おわかりですか？　お姉様も汚れた身。いえ、これから汚される身といったほうがよろしいでしょうか」

「…………！」

　絶句したリュカに、ナディアが微笑ほほえみを向けてくる。

　だがリュカは、もうナディアなど見ていなかった。ただ──その契約書の内容に目を奪われていた。

　彼の目から、不意に涙が一筋こぼれる。

　こんなことが──許されていいのか。







「ちょ、ちょっとぉ!?」

　ジュジュは、ただでさえ大きな目をさらに見開いた。

　ここは、黒鉄街フエイルの外れにある酒場[image: ]孤独の樹じゆ海かい亭てい[image: ]。

　安くて美味うまい料理が自慢で、二階は宿屋になっているという、よくある酒場だ。

　ジュジュのギルド[image: ]セイターン[image: ]のたまり場になっていて、二階に泊まっているのもギルドの団員だけだ。

　外で仕事を済ませ、夜になってようやく帰ってきたら──見慣れた酒場が、異様な状況になっている。

　椅子やテーブルがひっくり返り、ジュジュの仲間たちが床に倒れている。

「あ、あたしたちの憩いの場が惨劇の現場に!?」

「なんだ、遅かったじゃないか」

「ああ、遅くなってごめん──って、そうじゃない！　なんであんたがいんのよっ！」

　一つだけ無事な椅子に座っているのは見間違えようもない父親の仇かたきだった。

　澄ました顔をして、クッキーをかじっている。

「そんなに驚くことはないだろ。来たけりゃ来い、みたいなこと言ってたじゃないか」

「……よくここがわかったじゃない」

「その辺を歩いてる怖そうなおっさんたちを手当たり次第締め上げて、セイターンのアジトを訊きいて回ったんだ。罪もないおっさんを二十人も叩たたきのめしたけどな」

「さらっとなに言ってんの!?　その中にバルバールとかサージュの人間がいたらどうすんのよ!?　仲間に手出しされたら、あいつら地の果てまでも追ってくるよ！」

　ジュジュには、リュカが正気とは思えなかった。

　彼は現代の常識を知らないのだろう。凶きよう剣けんがどれだけ面子メンツを潰されることを嫌うか──

「おまえこそなにを言ってるんだ、魔王の娘。俺はたった六人で魔王の軍勢と戦った大馬鹿野郎だぞ。せいぜい数百人の凶剣を怖がる理由がどこにある？」

「……ちょっと目を離した間に変わったね、あんた」

　ジュジュは腰のホルスターに手を当てつつも、動けない。

　今日は、この酒場にジュジュの仲間が揃そろっていた。倒れている人数は八人、若い女性ばかりだが、全員が魔族で、決して弱くはない。

　これだけの数を一人で倒してしまうとは──しかも、全員気絶しているだけだ。

　ほとんどケガもしていないようで、ジュジュは安心する。しかし──

「なんで？　あんたは正義感丸出しの、クソみたいな大英雄様。いくら魔族が相手でも、酒場に殴り込んで女の子たちを叩きのめすなんて」

「俺だって聖人君子じゃない。たまには凶暴な気分になることだってあるのさ」

　リュカは、涼しい顔をしている。

　いや、あんたは聖人君子だろう──と、ジュジュには彼が不気味に思えてきた。

　世界を救った大英雄が聖人君子でなくて、なんだというのだ。

　もちろん、ジュジュには彼が正義の味方だろうが聖人だろうが、仇でしかないが。

「ジュジュ・ディアーブル。二人で話をしたい」

「……ふ、二人で？　へ、変なことしない？」

「この状況でそんな発想が出てくるのか？　するわけないだろ」

「そこまで断言されると女の誇りが傷つく！　なんかしなさい！」

「なにを言ってるんだ!?」

「っと、あたしは勢い任せで生きてるんだから真に受けないで。まあ……いいわ」

　ジュジュは、リュカに気け圧おされるものを感じながらも頷うなずいた。

　父の仇に怯ひるんでいると知られたくなかった──自分を許せなくなりそうだった。







　倒れていた仲間の一人が目を覚ましたため、彼女にあとを任せて、ジュジュは[image: ]孤独の樹海亭[image: ]の二階に上がった。

　二階の一番奥にある部屋に、リュカとともに入る。

　ベッドとわずかな家具があるだけの粗末な部屋だ。

　かつて、ジュジュの父親は世界各地で侵略を進めて広大な領土を所有していたが、娘にはこの部屋しかない。しかも、借りているだけの部屋だ。

「まさか、おまえの部屋に入れてもらえるとはな」

「い、言っとくけど、男を部屋に入れたのは初めてなんだからね！　軽い女とか思ったら殺すから！」

　これでも、元は魔王の娘──姫君なのだ。身持ちは堅い。

「だいたい、そっちこそ無警戒に入ってくるとはね！　罠わながあるとは思わなかったの？」

　リュカは、ふーっとため息をつき、黙って肩をすくめた。ナメきった態度だった。

　それから、彼は勝手に近くにあった椅子を引き寄せて座った。

　ジュジュは腰を下ろす気になれず、リュカから距離を取って壁にもたれる。

「……話をしたいとか言ったわね。あんた、わかってんの？　あたしはあんたを殺すつもりなのよ？」

「不公平な話だよな」

「は？　なにが？」

「俺は一年かけて世界中を旅して、いくつも迷宮だの塔だのを攻略して、ようやく魔王のところにたどり着いたのに。おまえは、街でたまたま出会った俺と戦えるんだから」

「ご、ごめん。確かにツイてた──って、だからなんで文句言われなきゃならないのよ！　あんたが勝手にその辺をうろうろ──」

　と言いかけて、ジュジュは自分がリュカに乗せられていることに気づいた。

　いけない、動揺しやすいのが自分のよくないところだ。

「そうだな、こんな話はどうでもいい。ジュジュ・ディアーブル。おまえ、ユーノ・ヴィクトワールをよく知ってるみたいだったが──あの話も知ってるのか？」

「……ああ、そういうこと」

　ようやく、ジュジュにも話が見えてきた。

　今日のリュカはどこか殺気が感じられたが、あの胸くそ悪い話を聞いてしまったということか──

「あたしたち[image: ]セイターン[image: ]は情報を扱うギルドなの。大手のギルドでも知らないような情報も摑つかんでんのよ」

　ユーノ・ヴィクトワールはグランノワール公の娘。彼女に関する情報は、普段から収集している。

「情報か……それで、俺がグランノワールにいることもバレたわけだな」

「そうよ。あんたを見つけたのはあたしだけどね。セイターンは、いわば魔王軍の残党。あたしを含めて、百年前の魔王軍の生き残りか、その子孫なのよ。でも、誰かさんのおかげであたしたち魔族は肩身が狭くてね」

　ジュジュは、じろりとリュカを睨にらみつける。

「おまえのその偉そうな態度を見てると、そうは思えないけどな」

「こうして街に出られるようになったのは、ここ数年のことよ。あたしも、父とう様さまが死んでからつい数年前までは、人も妖よう精せいも近づかない、とんでもない僻へき地ちでコソコソ暮らしてたわ。ろくに食べ物もないし、最悪の暮らしだったわね」

「魔王が世界を征服してりゃ、俺たち人間がそんな目に遭あってたんだ。悪いことをした、なんて言わないぞ」

　リュカは、淡々と言った。

「あたしが求めてるのは謝罪じゃなくて、あんたの命よ。それで──ええ、そうね。街に出てきたのはいいけど、未いまだに魔族への目は厳しくてね。なかなか普通に商売はできないのよ。ただ、情報を専門的に扱ってるギルドはほぼなかったのと──あたしたち魔族の魔法と身体能力があればどんな危険な場所にでも潜り込んで、情報を取ってこられるから」

「それで、情報ギルドか……なるほどな」

　リュカが頷いているのを見て、ジュジュはふと不思議に思った。

　話があるのはリュカのほうで、こちらではなかったはずだ。自分は、なにを乗せられてべらべらとしゃべっているのだろう。

「いいぞ。確かに──競争相手の少ない商売はいいかもしれない」

「……は？　あんた、いったいなにをしにきたのよ」

　ジュジュはリュカを警戒しつつ、彼に近づいてその目を覗のぞき込んだ。

「知ったんでしょ？　あのお嬢様の──これからのろくでもない未来を」

「……ああ」

　リュカは、こくりと頷いた。その目が鋭く細められている。

「ラウル・エベストはその生涯で多額の借金を残した。その借金は百年経たった今も完済されていない。金額は──」

「五億ゴールド」

　リュカの台詞せりふを引き取って、ジュジュがぼそりと言った。

　五億ゴールド──とんでもない金額だ。

　庶民が一生かけて働いても、一億ゴールドにもまったく届かない。

　いや、貴族でも五億ゴールドの資産を持っている者がどの程度いるか怪しいものだ。

「どんだけ豪遊したら、そんなに借金ができるのか知りたいくらいだわ」

「……あの馬鹿……！」

　リュカは、ぎゅっと拳を握り締めている。そこから、ぽたぽたと血がこぼれ始めた。

　ジュジュはラウルも知っているし、父親の城で目撃もしている。

　いかにも真面目そうな剣士で、莫ばく大だいな借金を残すような男とは思えなかった。

　英雄として祭り上げられて人が変わった可能性は充分にあるが──

「あたしは情報を摑んだだけなんだけど、あんたはそれ以上に知ってそうね」

「契約書を見た。署名サインは間違いなく、ラウルの筆跡だった。あいつ、魔王を倒して十五年後──まだ三十二歳で死んだらしいな。はは、頑丈が取り柄だったくせに……早すぎる。どんな乱れた生活送ってたんだ。だいたい、三十二にもなって、ガキの頃と同じような下手くそな字で……」

「…………」

　ジュジュはなにも言えなかった。目の前にいる男は仇だ。だが──今の彼に酷ひどい言葉をぶつける気にはなれない。

「こんなに……百年前に戻りたいと思ったことはない。くそっ、ラウル……あいつ、ぶん殴ってやりたい……！」

「……戻っても殴ってもどうにもならないでしょ。で、あんた──どうするつもり？」

「ラウルの借金の五億ゴールドは、百年近く経った今も、丸々残ってる。あちこちの借金が一本化されて、今はセリュジール皇こう国こくが預かってるらしい。それで、その借金は子孫が背負う契約に……なってる」

　リュカはさらに強く拳を握り、ギギギと骨や肉が軋きしむ音が聞こえてくる。

「要するに、とんでもない利子がついててそっちの支払いしかできてないんでしょ。セリュジールが滅亡してくれる気配もないし、このまま絞り上げられるってわけね」

「ラウルには何人か子供がいたらしい。その子孫の中で返済能力のある者の身体からだに、契約の魔法による紋章が浮かぶ。今は──ユーノだ」

　リュカは、絞り出すようにして言った。

　借金の金額も、百年も受け継がれ続けていることも、信じがたい話だ。

　だがリュカは疑っていないようだ。魔法によって交わされた契約がどれほどしつこいか、知っているのだろう。

「グランノワール家の娘ってことになってても、ユーノ・ヴィクトワール自身に財産はない。もちろん、そのお嬢様に五億ゴールドも利子も払えるわけがないわよね」

「そこまで知ってるのか。そうだ、ユーノは──」

　リュカは、一度言葉を切って──




「一年後の十六歳の誕生日に、ユーノは正式に借金の相続人になる。同時に、財産を持たない彼女は──その身を奴隷として売らなければならない」




　唇を嚙かみながらそう言った瞬間、彼の身体から黒い煙のようなものが噴き上がった。

「ちょ、ちょっと……！　それ、やめなさいよ！」

「……自分の意思で出してるわけじゃない」

　リュカは、ジュジュの抗議も知らない顔だ。

　また服を剝むかれてはたまらないと、ジュジュは彼から距離を取りつつ、逃げやすいように窓際に移動する。

「も、もうっ……あんた、それであたしを襲いにきたんじゃないでしょうね!?」

「話をしにきただけだ。大丈夫だ、抑えてる」

　リュカの言ったとおり、黒いものは彼の全身を包んでいるが、襲いかかってくる様子はない。

「……それでも充分不気味なんだけど……まあ、いいわ」

　ジュジュは、虚勢を張った。魔王の娘ともあろう者が、みっともなく怯おびえたくない。

　ユーノ・ヴィクトワールの過酷な運命──

　当然、街の住人は知らないし、凶きよう剣けんでも聞いていない者がほとんどだろう。

　セイターンの手て練だれたちだからこそ、摑めた情報なのだ。

　セリュジール皇国では、十六歳で成人扱いとなる。親や親族の財産を継ぐ資格を得るが、借金の相続人にもなってしまう。

「お嬢様自身が利子ってことね。もし仮にお金で払えても、元金の五億ゴールドを返さない限り、また利子がついていく。元が元だけに利子も大きいし、そのうち支払えなくなって──結局、自分を売ることになるわ。素晴らしい未来よね」

「そこまで知ってるなら──話は早いな、ジュジュ・ディアーブル」

　リュカは、ゆらりと立ち上がった。

　そのまま、壁に張りつくようにしているジュジュの前まで歩いてくる。

　リュカの顔は鬼気迫り──目が血走っている。

「既に、ユーノの奴隷売買の契約は終わってる」

「……人気商品は早くに売りに出されることも多いの。半年ほど前に、黒鉄街フエイルの地下競売場で競せりがあったとか。話を聞きつけた貴族や金持ちがかなり競い合ったって話よ」

　その競りがあったからこそ、ジュジュも情報を摑めたのだ。

　セリュジールでは奴隷売買は違法ではない。今は、大規模所有は禁止されているが、個人で数名の奴隷を持つ程度ならば合法だ。

　売買を密ひそかに行う必要はないのだが、地下競売場ではこういった[image: ]特殊な奴隷[image: ]の売買がたまに行われる。

　以前、とある王国のお姫様が売り買いされたこともあったそうだ。

　そういう情報は、ジュジュたちのようなギルドには見逃せない。特殊な奴隷を求める金持ちに高く売れることもあるからだ。

　現在では、奴隷は労働力というより趣味で持つ場合が多い。ジュジュには、下劣な趣味としか思えないが、仕事は仕事だ。

「奴隷の値段は上限が決められてるけど、あのお嬢様は上限いっぱいの値段がついたみたい。誰が買ったのかまでは摑めなかったけど」

「そんな外道のことは、知りたくない。それより──魔法の契約がある以上、迂う闊かつな真似まねはできない」

「そのとおりね」

　おそらく、ユーノの身体には魔法が仕込まれているはずだ。

　契約を破れば即座に発動し、ユーノの命を奪うような魔法が。

　魔法の契約を破った罰則は、たいていの場合は[image: ]死[image: ]なのだ。

　だから、踏み倒すことも逃亡することもできないだろう。

「……それで、あんたはどうする気なの？」

「借金を帳消しにする方法はいくつかあるかもしれない。たとえば、セリュジール皇国を滅ぼすとか」

「あ、それは楽しそう──って、無理よ、無理！」

　ジュジュは一瞬、同意しそうになってしまう。

　世界制覇を目指した父の血のせいか、たまに野心が出てくるのだ。

「あんた、正気!?　知らないかもしれないけど、セリュジールは百年前よりはるかに巨大になってんの！　軍事力なら、ひょっとすると世界最強かもしんない！　あんた一人でどうにかなる相手じゃない！」

「そうだな、債権が移動するだけかもしれない。それは難しいだろうな」

　ジュジュは、リュカの頭を本気で疑いたくなってきた。

　債権者がどうこうではなく、倒せるわけがないと言いたいのだが。

「五億ゴールドは、小国の一年の収入にも匹敵するらしいな。けど、前に面白い話を聞いた。三大ギルドともなれば、それ以上の金を稼いでると」

「…………っ!?　ちょっと待った、それって──」

「あはははははっ、こんなところにいたのか！　やっと見つけたぞ！」

　ジュジュは突然響いた声に振り返った。

　一人の若い男が、扉のところに立っていた。長剣を手にしている。

「たまーにいるのよね、あんたみたいな馬鹿が。まあ、あたしみたいな美少女を相手に夜よ這ばいをかけたくなるのはわかるけど、完璧に相手を間違ってるわ」

「くだらん、おまえのようなガキには興味ない」

「ガ、ガキぃっ……!?」

　ジュジュは、キッと目を細める。

「あんた、あたしを誰だと──」

「リュカ・クラージュ！　貴様だけは許せん！　ナディアお嬢様の前で恥をかかせてくれた借り、ここで返させてもらう！」

　男はジュジュの抗議を無視して長剣の鞘を払い、切っ先をリュカに向ける。

　どうやら、彼にはリュカの身体から出ている黒い煙が見えていないようだ。

　魔力のたぐいは、魔法が使える者にしか見えないことも多い。

「……シモンか。もう、おまえなんかの出番じゃないんだ。消えろ」

「なっ……！」

　シモンと呼ばれた男は、一瞬目を見開くと──鋭く踏み込んで剣を振るった。

　閃せん光こうのような斬ざん撃げきが、リュカの身体を斬り裂く。ぱっ、と彼の身体から血が飛び散った。

「リュカ・クラージュ!?」

　ジュジュも目を見開いた。リュカがまるで、木偶でくのように斬られてしまったからだ。

「見たか！　これが本物のクラージュ流剣士の剣だ！　貴様ごときが私に恥をかかせるなど、あってはならないことだ！」

　シモンは、狂ったように剣を振り続ける。リュカは顔を伏せ、まともに斬撃を身体に浴びている。

「ちょっと！　あんたいい加減に──」

　思わずジュジュが銃を抜き、シモンに向けようとしたそのとき──

「それが……クラージュ流か？　流派の名前に使われた男と同じで、情けない剣だ」

「なに……!?」

　リュカは、ふらりと一歩前に踏み込んだ。

　そして、彼の身体に刻まれた幾筋もの傷が──たちまち癒えていく。

「魔法……!?　一瞬で傷が消えるほどの回復魔法だと……!?」

「リュカ・クラージュは、ラウルやその姉ほど熱心なエンシェン流剣士じゃなかった。強くなるためなら、どんなスキルも取り込んだのさ。魔法はあまり得意じゃなかったが──それでも、並みの魔法使いや神官よりもはるかに上だ」

「き、貴様、なにを言って……！」

　シモンは理解できないようだが、ジュジュはわかっていた。

　リュカは、シモンの剣を受けながらも、皮一枚を斬らせていただけなのだ。その程度の傷ならば回復魔法で一瞬で癒せる。

「そうだな、おまえも腐っても剣士みたいだし……剣で相手をしてやる」

　リュカは、ズボンに差していた短剣を引き抜いた。それは以前、ジュジュから奪い取った赤い柄つかの短剣だった。

「は、はははっ！　そんなナイフなんかでなにを──」

「エンシェン流は極めれば武器を選ばない。ラウル・エベストなら針一本でドラゴンも倒すさ」

「戯ざれ言ごとを──！」

　シモンが高々と剣を掲げ、雷光のように踏み込んで振り下ろした。ジュジュの目にも霞かすんで見えるほどの鋭い斬撃だった──が。

「…………っ!?」

　シモンの小さな悲鳴が響いた。

　リュカはその剣を紙一重のところでかわしながら、前に踏み込んでいた。同時に、短剣を横に薙なぐようにして振るい──次の瞬間には、シモンの胴が両断され、二つにされた彼の身体からだが、まとめて壁に叩たたきつけられる。

　あまりにも凄すさまじい斬撃だった。刃渡りの短いナイフで、人間の身体を真っ二つにするなど、信じがたい。

　だが──そんな離はなれ業わざをやってのけるのが、リュカ・クラージュなのだ。

「運が悪かったな。よりによって、今の俺に斬りかかってくるなんて」

　リュカの全身を包んでいた黒い煙が、ゆっくりと消えていく。いや──彼の体内に吸い込まれていくかのようだ。

　煙がすべて消えてしまうと──

「悪いな、おまえの部屋で」

　リュカはそんなことを言いながら、短剣を鞘にしまう。その手のわずかな震えを、ジュジュは見逃さなかった。

「……さっきの黒い煙は、なんなのよ。なんかの能力？」

[image: ]

「知らない。本当に知らないんだよ。あんなものはどうでもいい」

　リュカは、ゆっくりとジュジュに近づいてくる。

「それより、邪魔が入ったが、さっきの話の続きだ」

「……なにが続きよ。手が震えてたくせに。あんた、魔王と戦う英雄だったんだよね。だったら──人なんか殺したことなかったんでしょ」

「そんなことはないさ」

　リュカはそう答えると、微笑ほほえんだ。

「殺したことは──ある。たった一人だけなんだけどな」

「一人……？　それって……」

「この男はただの執念深い馬鹿だけど、ちょうどよかった。これで──覚悟もできた」

　ジュジュの言葉を遮り、リュカは壁際に転がっているシモンの遺体の前に立った。

「取引をしよう、ジュジュ・ディアーブル。俺がおまえのギルドをでかくしてやる」

「は……!?」

「三大ギルドを超えるくらいに、でかいギルドにな。その代わり、上がりを俺によこせ。五億ゴールド稼いだあとは、こっちは一ゴールドもいらない」

「はぁぁぁぁ!?」

　ジュジュは、聞き違えたのかと思った。

　リュカの提案はあまりにも現実離れしすぎていて、どこから突っ込んでいいのか。

「ユーノに救いがあるとしたら、本人は借金のことも奴隷のことも知らないってことだ」

「それは……そうなんじゃないの」

　その残酷な事実を知れば、ユーノが逃亡するか、あるいはみずからの命を絶たつ可能性すらある。

　魔法の契約はそれらを阻はばんでしまうだろうが──どちらにせよ、面倒が起きる。

　グランノワール公が事実を伏せていても、不思議はない。

「だから、ユーノには知らないままでいてもらう。ユーノが知らないまま──俺がすべてを終わらせる」

「ちょっ、本気なの!?　だいたい、このあたしが協力するなんて──」

　この男は、目の前にいるのが誰なのかわかっているのか。

「おまえが俺を恨んでいるのもわかってる。あくまで、仕事で手を組むだけだ」

「……そんな話に乗っかると思う？　あり得ないことばっかり──」

「もちろん、俺を殺せる隙があったらいつでも殺しにきていい。手を組めば、その機会は増えるだろ？　はっきり言って、このままじゃ百年経たっても俺は殺せないぞ」

「…………」

　そのとおりだが、迂う闊かつに乗れない話だった。

　確かに、今の斬撃を見てもリュカに勝つのが容易でないのはわかる。

　魔王であった父を倒したほどの男なのだ。しかも、その実力はまったく衰えていない。

　ジュジュも腕には自信があるが、平和な隠れ里で育ち、グランノワールでも程度の低い凶きよう剣けんを相手に実戦をこなしたくらいだ。

　数え切れないほどの修羅場をくぐっているリュカを狙うのはかなり難しい。

　少なくとも、今はまだ──

「俺は手を汚す覚悟もできてる。見てのとおり、人も殺せる。どんな相手にでも立ち向かえる。俺は、かつて世界制覇を狙う怪物たちと戦った。今度は──相手が人間に変わるだけだ。それに、そんなに現実味のない話でもないぞ」

　リュカは、ジュジュの前に立ち、顔を寄せてくる。

「俺は、地上最強の男だ。上手く利用すれば、金なんていくらでも稼げると思わないか？」

「…………」

　ジュジュは、リュカの顔を間近で見ながらなにも言えなくなった。

　地上最強の男──確かにそうなのかもしれない。魔王が倒れて百年、父ほどの強大な存在は現れていない。

　もし父に匹敵する存在がいるとすれば、大英雄リュカ・クラージュだけだ。

　父は配下を率いて覇は業ぎようを進め、その間に人間やその他の種族から奪い取った財宝は、五億ゴールド程度の金額ではなかっただろう。

　リュカ・クラージュがその気になれば、父親と同じことができるのかもしれない──

「……一つだけ教えて。ユーノ・ヴィクトワールが昔の仲間の子孫でも、手を汚して救うほどの価値があんの？　五億ゴールドを稼ぐなんて無茶をするほどの理由があんの？　ぶっちゃけ、まだ出会ったばかりでしょ？」

「命を懸ける理由がある。君の親父おやじを倒すために旅立ったときと、同じようにな」

「……女一人を父とう様さまと一緒にされるのは癪しやくだけど……」

　ジュジュには、リュカが噓うそをついているようには見えない。

　凶剣になって五億ゴールドもの大金を稼ぐ。不可能に近い、という意味では魔王を倒すことと同義かもしれない。

　リュカは、その不可能に挑むだけの覚悟がある──それは認めざるを得ない。

「あたしは、必ずあんたを殺すわよ」

「俺の命は、いつかおまえにくれてやる。五億ゴールドを稼ぐのが先だけどな」

　二人のその言葉は、契約だった。

　魔法も契約書もなく、互いに手を握り合うこともない。

　だが──確かにここから、リュカ・クラージュとジュジュ・ディアーブルの[image: ]覇業[image: ]は動き出したのだ。







　クラージュ流道場の庭には、井戸がある。

　稽古を終えたあと、ここで弟子たちが水をかぶって汗を流すのだ。

「…………」

　リュカは何度目かの水をかぶり、ぶんぶんと首を振って水を払い飛ばした。

　グランノワールは年間を通して気温が低い。夜ともなればかなり冷え込むのだが、リュカは寒さを感じていなかった。

「おいおーい、返り血も浴びてないんだから、そんな念入りに水浴びしなくてもー」

「……おまえ、あまりうるさいとひねり潰すぞ」

　リュカは、いつもどおり唐突に現れたルンをじろりと睨にらんだ。

「おやおやー？　心優しい正義の味方、リュカ・クラージュ様とは思えない台詞せりふだなー」

「俺も自分で驚いてるよ」

　ただの軽口ではない。ただ、驚いているのは今の言葉ではなく、哀れな従僕フツトマンのことだ。

　いくら気が立っていたとはいえ、まさかシモンを一刀両断にしてしまうとは。

　シモンの死体は、セイターンで始末してくれるらしい。

　あの従僕は、グランノワールの屋敷を出たリュカを尾行してきていたようだ。おそらく、誰にも言わずに行動していたのだろう。

　グランノワール家の従僕は、行方不明ということになるはずだ。

「しっかし、おかしな話だなあ。確かに、奴隷として売られちゃうユーノお嬢様は気の毒だよなー。あれだけ可愛かわいいしなー、たぶんとんでもない目に遭あっちゃうだろうなー」

「…………なにが言いたい？」

「いくら可愛くても、命の恩人といっても、大英雄が手を汚して助けるほどの価値があるのかなー？　魔王の娘に言ってた理由ってなにさー？」

「心優しい正義の味方なら、窮地に追い込まれた少女を助けるだろ」

「んー……んんー……人を殺して、英雄が凶剣に堕おちて、五億ゴールドなんて大金を稼ぐとか、どうも行動が突飛な気がするんだよなー」

「おまえみたいな、わけのわからん妖よう精せいには理解できないだけだろ」

　リュカは、井戸から引き上げた桶おけから、また水をたっぷりとかぶる。

「ふうっ……いい加減にしないと、さすがにノエルも気づくかな」

　ノエルは一度寝たら起きないとはいえ、あまり騒がしくするのも気が引ける。

「あからさまに話を逸そらしてきたなー。こりゃ、英雄様にはなにか秘密があると見た！」

「秘密だったら話すわけないだろ。あきらめて、おまえも寝ろ。それとも、おまえも真っ二つにされたいか？」

「ははーん、妖精は真っ二つにされようが、頭を砕かれようが死なないって」

「割とえぐい存在なんだな、妖精って……」

　リュカは、これも試してみたい衝動に駆られたが、さすがに実行はできない。

「そこにいたの、リュカ！　って、なんでびしょ濡れなのよ!?」

「──おーっと」

　突然声が響き、ルンがさっとリュカの後ろに隠れた。この妖精は、自主的に人前に姿を見せなくなっている。隠れることを面白がっているようだ。

　道場の庭に姿を現したのは──金髪の美少女、ユーノだった。

「気にしないでくれ。それより、またこんな夜中に……まさか、また辻つじ斬ぎりを!?」

「ち、違うわよ！　最近は辻斬り探しは我慢してます！」

「我慢しなきゃならないようなことかな……」

　リュカは、ユーノの言い分に呆あきれてしまう。

「辻斬りは、そのうち俺が見つけ出すよ。騎士団に突き出せばいいのか？」

「い、いくらリュカでもちょっと危ないんじゃないかしら……？」

「俺が危なかったら、君はもっとヤバイだろう。ヤバイことをしてた自覚を持て」

「ご、ごめんなさい……って、そうじゃなくて！　やっとのことで家を抜け出してきたのよ！　罪もないメイドを一人、従僕を二人気絶させちゃったわ！」

「そりゃ可哀かわい想そうに……って、なんでそんな強行手段を。君はちょっと凶暴すぎないか？」

「たまにはいいでしょ！　だから、そうじゃなくて！　リュカ、あなた──うちの屋敷に呼び出されたって本当なの!?」

「そういや、お茶も出してもらえなかったな。君の父上はケチなのか？」

　リュカは、ふざけて言い、肩をすくめる。

「あっさり認めたわね！　どうしてわたしに話さなかったのよ！」

「話したら、今みたいに騒ぐと思って。それに、ただ街の領主様と話をしに行っただけだ。俺の素性が怪しいからって、まさか牢ろう屋やに放り込まれることもないだろうと」

「……なにもなかったの？　いったい、なんの話だったの？」

　ユーノは一歩踏み込んで、リュカの目を覗のぞき込んでくる。

「要するに、俺みたいな怪しい男が君の道場に住み込んでるのが気に入らない……ってことらしい。まあ、返す言葉もないな」

「そ、そんなことは……って、待ちなさい！　ごまかされないわよ！　お父様も、わざわざその程度のことでリュカを呼び出したりしないわ！」

「……バレたか」

　ユーノの言うことはもっともだ。

　領主の娘に怪しい男が近づいている、という程度ならば使用人の誰かが釘を刺しにくるくらいで済むだろう。

「実は、皇こう都との道場への推薦状をもらった。君の妹が俺の腕前を話したらしい。それで、グランノワールが誇る優秀な剣士を皇都で学ばせる、ってそんな話になったとかで。まあ、それならグランノワール公からの直ちよくでの呼び出しがあってもおかしくないだろ？」

「うーん……ちょっと微妙だけど……ない話でもないわね」

　ユーノはまだ疑っているようだ。

　リュカの説明自体は噓ではないのだが、信じてもらうには少し足りないかもしれない。

「という名目で、君から俺を引き離したいんじゃないかな。やっぱり、若い男が娘の近くにいるのは父親としては気になるとこだろ」

「そんな！　リュカは安全な男よ！　ノエルだってあんな凄すごい胸してるのに、指一本触れられてないって言ってたわ」

「君とノエルは普段、どんな話をしてるんだ……？」

　実は俺は警戒されているのか、とリュカは少し傷ついた。

「とにかく、話はそれだけだったよ。それと、ありがたいけど皇都行きは断った」

「……え？　その……皇都の道場に行けば、剣士としての将来は約束されたようなものよ？　リュカくらいの腕があれば、不思議でもなんでもないし……」

　ユーノは、目を泳がせながら言った。なにか引っかかっていることがあるようだ。

「皇都なんてガラじゃない。俺は田舎育ちだしな。皇都の上品な剣士さんたちに混ざって、田舎者扱いされるより、ここで子供たちを相手にしてるほうが落ち着く」

「そ、そうなの。馬鹿ねえ、リュカは。こんないい話、二度とないかもしれないのに」

　今度は、ユーノは喜びを隠さずに言った。

　どうも俺はこのお嬢様に割と好かれているらしい。リュカはそう思うと嬉うれしくなり──

　稽古場から木剣を二本持ってきて、ユーノに一本を手渡した。

「リュカ？　なにこれ？」

「せっかく来たんだ。ユーノにもちょっと剣を教えてやるよ」

「こんな夜中に？」

「こんな夜中に家を抜け出してきた人に言われたくないな」

　リュカが笑うと、ユーノも笑って遊ゆう斬ぎりの構えを取った。

　ユーノが踏み込み、斬ざん撃げきを繰り出してくる。空中を斬り裂く音が小気味よく響き、彼女の美しい金髪が空中を舞う。

　リュカは、ひたすらにユーノの剣を受け続ける。おそらく、百回二百回と受けても、一度たりとも受け損なうことはないだろう。

　一方で、リュカがその気になれば一瞬で彼女の木剣を叩たたき落とせる。

　ただし、ユーノが弱いわけではない。彼女はまだ、本気で剣を学んだことがないだけだ。

　この平和な時代には、本気の剣を学ぶ必要などないのだ。

「ユーノ、君は強くなれる──」

「むっ……なによ、偉そうに！　そりゃリュカは強いけど、わたしだって……！」

　さらに強くユーノが打ち込んでくる。

　似てる──とリュカは思った。

　彼女の祖先であるラウル・エベストの剣に──

　リュカがもっとも多く剣を打ち合わせた相手が、幼い頃からともに剣術を学んだラウルだった。

　そのラウルによく似た太刀たち筋すじに、リュカは涙が出そうななつかしさを感じた。

「ああもうっ、その余裕の顔がイラッとするわ！」

「まずはこの顔を崩すのがユーノの課題だな」

「くっ……！」

　ユーノは、さらに斬撃を繰り出してくる。一撃ごとに、彼女の剣は成長していく。

　あるいは、いつかユーノは世界に知られるような剣士になれるかもしれない。

　彼女は、ラウルの──エベストの血を引いているのだから。

　リュカの仲間で、最強の剣士だったラウル・エベスト。

　そして──

「あの人と同じ血が、君にも流れてる──」

「え？　なによ、ぶつぶつ言ってないで、そっちもかかってきなさい！」

「はいはい」

　リュカは笑って、構えを取り直す。そして、思った。

　この勝ち気なところも似ているかもしれない。

　リュカとラウルの師であり、ラウルの二つ年上の姉であり──

　兄弟のいないリュカにとっても、姉のような存在で──

　この世で最高の剣士だった、カチュア・エベストに。

　あるいは、ラウルよりカチュアの太刀筋により似てるような気もする。

　なにもかもが似ている──まるで、カチュアの生まれ変わりのように。

　初めてユーノに出会った夜に、生き写しだと感じたのは錯覚ではなかったのだ。

　ユーノはカチュアの弟の血を引く子孫──ならば、カチュアにそっくりであっても不思議ではない。

　カチュア・エベストは、リュカにとって──初恋の人でもあった。

　師であり、姉のような人であり、初恋の人。

　この世の誰よりも大事だった人で──そして、今はもういない人。

　そのカチュアと顔も性格も生き写し──

　奴隷だと──よりにもよって、ユーノが奴隷だと！　ふざけるな！

　カチュアと同じ顔をした少女が奴隷の身に堕とされるなど、あってはならない。

　救うのだ、たとえすべてを擲なげうつことになっても！

　そう、リュカはようやく百年後のこの世界で目的を見つけた。

　彼女がいるグランノワールに流れ着いたことも、運命だったようにすら思える。

　ユーノのためなら──大英雄の名誉なんていらない。

　正義の味方であり続けようとも思わない。

　君を守るためなら、俺はどんな暗闇にでも堕おちてみせよう──







[image: ]




　ジャッコは、グランノワールの三大ギルドの一つ[image: ]バルバール[image: ]に所属している。

　年齢は三十二歳。短く刈り込んだ灰色の髪、華きや奢しやではあるが長身で、見栄えのいい男である。服装も裕福な商人のようにきっちり決めている。

　武装はしていない。武器は仕立てのいい服に合わないので、持ち歩かない主義だ。

「ほー、そんなことが」

　黒鉄街フエイルにある彼のアジトの一つ、その応接室。

　ジャッコはソファに座り、前には若い部下が一人立っている。

　彼はギルドのいわゆる[image: ]幹部[image: ]だ。バルバールには明確な役職は存在せず、たいていは[image: ]兄貴[image: ]など適当な二つ名で呼ばれることが多い。

　バルバールではギルドのボスに認められた者が部下を持ち、仕切るべき縄張りシマを与えられる。

　ジャッコは多少名の売れた戦士を先祖に持ち、十代の頃に凶きよう剣けんの道を選んで、十年以上この黒鉄街フエイルで生き抜いてきた男だ。

　彼の縄張りでの出来事は余すことなく報告される。今もそれを聞いている最中だ。

「えーと、なんて言ったっけ、そのギルドは？」

「[image: ]セイターン[image: ]です。情報屋をやってるギルドなんですが……最近、派手に動き回ってるみたいで。このところ、情報屋が何人も消えてます」

「ほー、ずいぶん野蛮な手口じゃねーか。商しよう売ばい敵がたきを消してるのかよ。ま、ただでさえ情報屋なんて数が少ねーしな。自分らで事業を独占できりゃ、美味おいしいか」

　ジャッコは、にやにやと笑う。

　バルバールは武闘派のギルドだが、三大ギルドによる統治が安定している現在、派手な暴力沙汰はほとんど起こしていない。

　こういう血なまぐさい話を聞く機会もめっきり減っている。

「別にいいんじゃねーの？　競争のない業界は成長しねーよ。新興のギルドが出てくんのは大歓迎だぜ。それで、その──セイターンのリーダーはどんな奴だ？」

　ジャッコは、ソファの前に置かれたテーブルからりんごを一つ取り上げた。ナイフでするすると皮を剝むいていく。

「ジュジュっていう女です。セイターンはほぼ無名ですが、その女はけっこう有名ですね。かなりの上じよう玉だまで、狙ってる奴も多くて」

「おお、美人なのか」

「魔族なんで年齢はよくわかりません。見た目は十五、六ってくらいですが」

「じゅうごろくぅ～？　なんだ、ガキかよ。ガキには興味ねーや。魔族はいいけど、ガキはいらねー。子供の遊びってんなら好きにさせとけや。よっぽどなら、ウチが手出しするまでもなく、どっかが躾けをするだろーよ」

「では、そいつらは泳がせておきます。それでは──」

「おいおいー、それでは、じゃねーだろ。まだ報告することあんだろーが？」

　ジャッコは綺き麗れいに皮を剝いたりんごにナイフを突き立て、立ち上がる。

「例の騎士様のことだよ。あれ、どーなってんだ？」

「あ、ああ。そっちはまだで──」

「そっちのほうがはるかに大事なんだよ。ケチな情報屋どものことなんてどーだっていいんだ。いいか、簡単な仕事だけやって、働いた気になってんじゃねーぞ！」

「がぼっ!?」

　ジャッコはナイフで刺したりんごを部下の口に勢いよく突っ込んだ。

　明らかに口の容量を超えた大きさのりんごが、めり込むようにして口内に入っている。おそらく、アゴが外れているだろう。

「仕事をするんだよ、仕事を！　俺たちの祖父じいさんのそのまた祖父さんたちは勤勉だったぜ？　勤勉すぎて、魔王をぶっ倒すなんてとんでもねーことをやらかす奴まで出やがった。リュカ・クラージュだ。あいにくご先祖様たちはそこまでの英雄にゃなれなかったが、大英雄と同じ冒険者だった。俺たち凶剣はその冒険者の末まつ裔えいなんだぜ。仕事しなくてどうする……って、聞いてねーじゃねーか、こいつ！」

　りんごを口に叩き込まれた部下は、唇の端から泡を吹いている。

　ジャッコが握っていたナイフを離すと、部下はどさりと床に倒れてしまう。

「まったく、最近の奴らは根性がねーぜ。大英雄を見習えってーの」

　ジャッコは肩をすくめ、くるりと身を翻した。

　役に立たない部下に代わって、自分で仕事をするつもりだった。

　彼は幹部ではあるが、現場に出ることを厭いとわない。

「はぁ、周りは馬鹿ばっかり。これじゃ、俺の出世も当分先だぜ。やってらんねー」

　ため息をつきつつ、ジャッコは部屋を出て行く。







　グランノワール黒鉄街フエイル、その外れ。

　住居なのか廃はい墟きよなのか定かではない建物が密集している区域がある。

　凶剣ではなく、青銅街ブランズに住むだけの金銭を持たない者たちが集まっている場所だ。

　ここではどんな事件が起きても、誰も気にしない。本当の意味での無法地帯だ。

「ふぅん……」

　ジュジュは、小屋のような家の壁にもたれ、目を閉じて耳に神経を集中させている。

　壁越しに、家の中の会話が聞こえてくる。剣や槍やり、弓矢といった単語が飛び交っている。

　この家の中では今、武器の取引が行われているのだ。

　剣つるぎ狩がり令──武器の所持を禁止する法が、魔王討伐直後に世界各国で出された。騎士や兵士、貴族や特別な許可を得た者以外が武器を持っていれば処罰の対象になる。

　当然、武器の売買にも多くの制限がついている。黒鉄街フエイルではおおっぴらに武器を身につけている者も多いが、入手が容易というわけではない。

　また、平民たちにも密ひそかに武器を求める者は少なくない。街が比較的平和でも、なにが起きるかわからないのだ。自衛するのは当然のことではある。

　武器の取引は、多くの凶剣ギルドの収入源となっている。グランノワールでも特に大きな金額が動く商売の一つだ。

　その情報もまた、高い値がつく。ジュジュも過去に何度もこうして取引の情報を摑つかみ、よそに流すことで収入を得てきた。

「はぁ……」

　とはいっても、ため息が出る話である。

　かつて世界制覇を目前とした魔王の娘ともあろう者が、コソコソと壁に張りついて盗み聞きなどしているのだ。

　情報の売買を専門にしているといっても、こうした地味な仕事がほとんどだ。

　ギルドの仲間は、他のギルドや時には役所などへの潜入調査をすることもあるが、ジュジュは容姿が目立ちすぎるためにその手の仕事は担当していない。

　それに、ジュジュは我慢が足りない性格だ。長期に亘わたることも多い潜入調査で騒動を起こさずにいられる自信もない。

　なんにしても、世界の覇王の後継者になっていたかもしれない身で、こんな地味な仕事をしていればため息の一つも出るというものだ。

　それに加えて、最近は頭の痛くなる厄介ごとが──

「ん…………？」

　ふと、気になる単語が家の中から聞こえてきた。

　今のジュジュは魔法で聴覚を強化しているが、中で話している連中も盗聴防止の結界を張っているらしく、ところどころ聞き取れない。

「しゃーないな……」

　ジュジュは、ひょいっと跳び上がり、屋根に上がった。パワーや魔力では父にまったく及ばないが、身のこなしだけならば自信がある。

　音もなく屋根の上を移動し、取引している連中の真上で屈かがみ込み、屋根に耳をつけた。

「んお？　皇都の騎士……それって……」

　再び、気になる単語が真下から聞こえてきた。

　ジュジュはさらによく聞こうと、耳を強く屋根に押しつけ──

「ん……えっ、あっ、うひゃああああっ!?」

　屋根がいきなり崩れ、ジュジュは勢いよく屋内に落下してしまう。かなり建物が傷んでいたらしく、紙が破れるようにして天井が崩れてしまっている。

「ああっ、もう。いったーい！　手抜き工事じゃないの！」

「……なっ、なんなんだおまえは！」

「あっ」

　ジュジュは床に尻餅をついた体勢で、状況を把握する。

　天井の残骸の下敷きになって、三人の男が倒れていた。だが、最初から離れた位置にいたのか、四人ほどの男が無傷でジュジュを睨にらんでいる。

「やばっ！」

　ジュジュは素早く跳び上がると、近づいてきた男の一人に、跳び蹴りを叩たたき込んだ。

「うりゃっ！」

　続けて鋭く踏み込み、アゴへの掌しよう底てい突づきと上段蹴りで二人の男を倒し──

「こっ、このガキっ……！」

　最後に残った筋骨隆々の男が、巨大な斧おのを振り下ろし──ジュジュは後ろに空中回転して逃れる。

　あ、こいつちょっと強いかも──ジュジュは、ホルスターに手をかける。

「ふざけんな、ガキ！　本当になんなんだ！」

「通りすがりの美少女よ！」

　ジュジュはニヤリと笑い、ホルスターから銃を引き抜き、狙いを定めると同時に連射した。轟ごう音おんが響き、男の身体からだにいくつもの穴が空いて、そのまま倒れていく。

「……あー、ヤバかった。つーか、どうしよ。取引、ぶっ潰しちゃった……これじゃ情報も売り物にならないよね……」

　と、ジュジュが頭を抱えていると──

「うおおおおおおおおおおっ！」

「…………っ！」

　突然、獣のような咆ほう哮こうが響き、ジュジュは振り向く。たった今倒したはずの筋骨隆々の男が立ち上がり、斧を振りかぶっていた。

「なんてしつっこい！　いくらあたしが可愛かわいいからって！」

　ジュジュは再び銃を男に向けようとする。しかし、一瞬遅い──

「…………っ!?」

　巨大な斧の刃が眼前に迫ったその瞬間。

　銀色の仮面をつけた男がジュジュと筋骨隆々の男の間に割り込んできて、短剣で斧の刃を受け止めていた。

「詰めが甘いな、お姫様」

　男は冷静に言うと、短剣を斧の刃の上で滑らせて受け流し、鋭く手首を返して筋骨隆々の男の頸けい動どう脈みやくを斬り裂いた。血が噴水のように飛び出し、再び男は倒れていった。

　鮮やかなトドメの一撃といい、脆もろい短剣で重厚な斧の一撃を受け止めたことといい、桁外れの技量だった。

「……ちょっと、なんであんたがここにいるの？」

「おまえに用があるんだよ。そっちこそ、なに遊んでるんだ」

　男──リュカはつけていた仮面を外し、ジュジュを睨んできた。

「お、お礼は言わないわよ！　ここからあたしの大逆転が始まるはずだったんだから！」

「はいはい」

「こっ、このっ！　リュ──じゃなくてダガー、あんたボスに態度悪いわよ！」

　これだ、この可愛げのかけらもない男の存在が、ジュジュの目もつ下かの悩みだった。

　リュカは、セイターンでは[image: ]ダガー[image: ]という偽名を名乗っている。

　リュカ・クラージュは、あくまで青銅街ブランズの剣術道場に勤める師範。

　ここにいるのはリュカではなく、凶きよう剣けんのダガーという男──ということになっている。

　彼がもっとも得意とする長剣ではなく短剣ダガーを使っているのも、少しでも正体をわからなくするための策らしい。

　彼がつけていた銀色の仮面は目元から額を覆う形状になっている。

　変わり身シヤンジユの仮面──セイターンの団員全員が所有しているもので、姿を見られたくない任務のときに装着する。

　装着すると簡易的な幻術が発動し、顔形や声、服装をごまかす効果がある。特にリュカには不可欠なものだろう。

「そうだったな。これからは気をつけよう、ボス」

「そ、それでいいのよ」

　ジュジュは頷うなずきつつ、数日前のことを不意に思い出す。

　かなり迷った挙げ句、リュカを仲間として受け入れることにした。

　むろん、父を殺したこの男を許したわけではない。

　だが、百年もの時間はジュジュにとっても決して短くはなかった。

　憎しみや悲しみが薄れてしまう程度には長かったのだ。

　それに──セイターンを成長させることはジュジュの悲願でもある。

　今さら父のように世界制覇を目指すつもりなどないが、仮にも魔王の娘でありながら、このまま弱小ギルドで貧しい暮らしを続けるつもりもなかった。

　セイターンを成長させるために必要なのは、[image: ]力[image: ]だ。

　目的のためなら、仇かたきですら利用する。父を倒したほどの男ならば、戦力としては申し分ない。

　それに──ジュジュは知っている。

　大英雄リュカ・クラージュが、六人いた英雄の中でも際立って讃たたえられる存在となったのは、魔王に最後の一刀をくらわせたから──

　他の仲間たちが傷つき、あるいは力を使い果たして倒れる中、リュカだけは修羅のように戦い続け、遂に魔王の命を奪う一刀を放った。

　父にも匹敵する力を持った、この地上で唯一の男──

　あくまで、その強大な力を利用するだけ。そう自分に言い聞かせることで、ジュジュは彼を受け入れることができたのだ。

　ちなみに、セイターンの仲間にも彼の正体は教えていない。

　仲間たちの中で百年前にリュカと面識があった者はいないが、正体を知れば一ひと悶もん着ちやく起きる可能性もある。面倒は避けたかった。

「でも、ボス。派手にやったな。おまえ、ちょっと思い切りがよすぎるんじゃないか？」

「うっ、うるさい！　あたしは頭を使わずに、勢いで生きてるの！」

「大声で言うようなことか……？」

　リュカは呆あきれて首を振っている。

「……ん？　おい、ここケガしてるぞ」

「ふぁっ!?」

　突然、リュカが屈み込み、ジュジュのスカートを軽くめくって太ももに触れてきた。

　確かに、黒い肌着が破れて血が出ている。天井が崩落したときに破片でも当たっていたらしい。

「なっ、ななななっ……乙女の脚になに触ってんの!?」

「この傷、けっこう深いぞ。ちょっとスカートめくっておいてくれ」

「…………っ、他のとこ触ったら撃つわよ」

　ジュジュは顔を真っ赤にしながらスカートを持ち上げた。太ももまでの肌着を身につけていて、下着は見えないとはいえ、恥ずかしい。

　リュカは両手を傷口に当てると、回復魔法を発動させる。たちまちのうちに、血が止まり、傷が塞がっていく。

「……も、もういいでしょ。放して！」

　ジュジュは、リュカの手をパンと叩いて払いのける。

　いきなり触れられたせいか、心臓がドキドキする。

　ジュジュは父の城で暮らしていた頃から今日に至るまで、ほとんど異性とは縁がなかった。

　派手な格好をして、偉そうに振る舞ってはいるが、実のところ少し男が苦手だった。

　だがそんなそぶりを見せては、凶剣のボスとしての示しがつかない。

　ましてや、こいつは父の仇、父の仇──

　気安く触られる筋合いなどない。いくら男に縁がなかったといっても、それくらいで動揺するなんてもってのほか──ジュジュは必死にそう思い込もうとする。

「でかい声だな。ああ、そうだった。ちょっと、一緒に来てくれ」

「…………？」

　ジュジュの返事を待たずに、リュカは一人ですたすたと歩き出した。

　やっぱこいつ、あたしボスを尊敬してない──ジュジュは、教育の必要があることを再確認しつつ、慌ててリュカを追った。







　セイターンでは二頭の馬を飼っている。

　馬の維持には餌代や厩きゆう舎しやの借り賃など、大金が必要になるが、情報を素早く伝達するためには不可欠だ。

　リュカは、ジュジュが情報収集していた場所の近くに馬を繫つないであった。

　その馬に乗り、二人はグランノワールを出て荒野を走り続けている。

　しばらく走って、岩がごろごろと転がっている地帯に入ると──

「と、このあたりだったな」

　リュカが言い、二人は馬を下りて徒歩で進み始めた。

　さらに少し歩いてから──

「ああ、これだ。ちょっと見てみてくれ」

「なによ……って、なななななななっ、なんなの!?」

　大きな岩の陰になっていて、近づくまでわからなかったが──

「これってドラゴン!?　なんでこんなとこで死んでんの!?」

　ジュジュたちの目の前に、巨大な茶色いドラゴンが倒れていた。全身から血を流し、額にある巨大な一対の角つのの間に大きくえぐられた傷があった。これが致命傷だろう。

　そう、ドラゴンは完全に死んでいる──

「まだ若いドラゴンだ。さすがに老熟竜エルダードラゴンは、ナイフ一本じゃ倒せない」

「ナイフ一本で倒したの!?」

　ジュジュは、さっきから驚きっぱなしだった。

　確かに、冒険者がドラゴンを倒した例は少なからずある。

　だがそれも、手て練だれの冒険者がパーティを組み、戦士や魔法使い、神官たちが連携を取ってこそ可能な芸当だ。

　魔法の援護も受けずにナイフだけでドラゴンを倒すなど、聞いたこともない。

　体色から察するに地ち竜りゆうという種類だろう。空は飛べないが、巨体に似合わず恐るべき速さで移動し、また[image: ]地ち系けい[image: ]の魔法まで使いこなすという。

　火か竜りゆうのような派手さはなくとも、戦闘能力は他の竜と比べて遜そん色しよくはないはずだ。

「さっき、アイーダがグランノワールの近くで竜が目撃されたって情報を手に入れたんだ。まだ流れたばかりの情報だったから、急いで出てきて仕留めたんだよ」

「い、急いでって……」

　アイーダは、セイターンの仲間の一人だ。グランノワールの外の情報収集を担当している。たまに、魔物の出現情報なども摑つかんでくるが……。

「アイーダめ、こいつに教えなくてもいいのに……」

「竜は高く売れるんだろう。昔は気にしたこともないから、倒したら放っといたが」

「あー、まあね……」

　ジュジュはぴくりともしない竜の角をとんとんと叩たたいた。

　竜の角、牙、鱗うろこはかなりの高値でさばける。まだ若い竜で、角や鱗は柔らかいが、それでもこれ一体で百万ゴールドは下らないだろう。

「といっても、竜は数が少ないからな。一年じゃ、そう何体も狩れない。遠出して探すわけにもいかないしな」

「……まあ、表の顔を持ってる凶剣って珍しくないけどね……」

　リュカは、剣術道場での仕事も続けている。

　道場での稽古は昼で終わるが、メイドの買い物にも付き添わなければならず、日中は毎日仕事ができるわけではなく、遠出もできない。

　泣く子も黙る凶剣だというのに、メイドの都合に合わせなければならないのだ。

「グランノワールまでの旅ではほとんど魔物は見かけなかったけど、意外にいるのかな。そうなると、かなり目標達成も楽になるんだが」

「あんた、どんどこセイターンを変えるつもりね……」

　セイターンの事業拡大はアリだ。というより、やらなければならない。

　魔物退治はかつては冒険者の仕事だったが、今はどの国でも騎士団が担当している。

　要するに、勝手に魔物を狩れば密猟となってしまう。

　とはいえ、魔物は魔王の暗黒時代から激減して発見が難しい上に危険も大きく、狩りを生業なりわいにしている凶剣は少ないのだが。

「……ジュジュ！」

　リュカがいきなり叫び、ジュジュの腰を抱くようにして近くの岩陰に飛び込んだ。

「あんっ、ちょっとリュカ、どこ触って──」

「しっ！　なにか来る……！」

　リュカはジュジュのほうなど見ていなかった。ただ、腰に腕を回したままだ。

　ジュジュはまた心臓が高鳴るのを感じつつ、彼と同じ方向へ視線を向ける。

「ん……？　馬かしら？　なんか土煙が上がってるわね……？」

「騎馬の集団だ。二十人くらいか」

　リュカは声を潜める。さすがに修羅場を多くくぐっているだけあって、感覚の鋭さが桁違いだ。ジュジュは馬の足音にまったく気づかなかった。

　騎馬の集団は、リュカたちの近くまで来ると、馬を止めた。竜が巨体すぎるため、気づいてしまったのだろう。

「おいおい、こりゃすげーな！　地竜か、初めて見たぜ！」

　集団の先頭にいた男が馬を下りて、竜のそばへ歩み寄っていく。他の男たちもそれにならう。

「どこの命知らずが仕留めたんだ？　んー、誰もいねーな」

「……あいつ、ジャッコだわ」

　大はしゃぎしている男の顔に、ジュジュは見覚えがあった。

「バルバールの幹部よ。他のギルド──[image: ]サージュ[image: ][image: ]ザンドル・エグル[image: ]にも警戒されてる大物だわ。武闘派揃ぞろいのバルバールでも、特にヤバイ奴だって噂うわさよ」

「ふうん……」

　リュカは気のない返事をした。

　こいつは状況がわかってるのか、とジュジュは彼を睨にらみつけた。

「とりあえず、倒してきていいのか？」

「いいわけないでしょ！」

　やはりわかっていなかった──ジュジュは頭が痛くなってきた。

「幹部なら金を持ってるかもしれないぞ。全員の身ぐるみを剝げば、多少の金にはなる。それか、奴を人質にしてバルバールから身代金を巻き上げるとか──」

「どこまで無法者なのよ！　どこまで守しゆ銭せん奴どなのよ！」

　ジュジュは器用に小声でわめき立てる。

「うちは、バルバールと事を構えるつもりはないの。もし一人でも討ち漏らして、あたしらが喧嘩を売ったってバレたらヤバイでしょ。おとなしくしてなさい」

「……了解、ボス」

　リュカは、やや不満そうに頷うなずいた。

　こうして会話を交わすことも危険なのだ。

　もしジャッコに気づかれたら、まずい状況になる。彼はきっと、竜の死体のそばに潜んでいたジュジュとリュカにとても興味を持つだろう。

　さすがに問答無用で襲ってきたりはしないだろうが、少しでも気に入らないことがあれば、刃を向けてくる可能性は高い。

「まーったく、なにがどーなってんだ!?　例の騎士様はどこにもいねーし、なぜか竜が勝手に死んでるし、俺の悪い頭じゃさっぱりだぜ！」

「兄貴、たぶん騎士は襲撃を避けて別の道を……」

「あん？　それくらいわかってるってーの！　おまえ、俺が頭悪いと思ってんだろう？」

　ジャッコは突然手下の頭をがっと摑むと竜の死体へと叩きつけた。そのまま、手下は大量に血を流して動かなくなってしまう。

「……確かにヤバそうだな。部下を殺したことより、他の部下たちがあまり驚いてないところが凄すごい。よくあることなんだろうな」

「手下を殺しても、なんの得にもならないと思うけど……馬鹿じゃないの、あの男」

　ただの八つ当たりで手下を殺したにもかかわらず、他の手下たちがジャッコを非難する様子もない。よほど、統率されている集団なのだろう。

「ちっ、こんなとこまで来て手ぶらで帰れっかよ！　おい、なんか金になりそうなものを探せ！　そうだな、女とかいいな！」

「あ、兄貴……こんな荒野に女がいるわけが……」

　そうそう、いないいない──ジュジュは手下の意見に強く同意する。

「というか兄貴、あの竜は金になりますよ」

「この俺が落ちてたもんなんか拾えっか！　だいたい、死骸なんて汚ねーもん──」

　ジャッコが再び、手下の一人に手を伸ばそうとして──

　不気味な地鳴りが響いて、大地が割れた。

　そこから飛び出してきたのは──

「地竜っ！　兄貴、地竜です！」

「見りゃーわかるよ！　おめーも俺を馬鹿にしてんな！」

　そのとおり、地竜だった。さきほどリュカに倒された個体よりも大きい。

　咆ほう哮こうを上げ、容赦なくジャッコとその手下たちに襲いかかる。

「ちょ、ちょっと！　ここ、竜の巣かなにかなの!?」

「たぶん、俺が倒した竜のつがいなんじゃないかな。どっちがオスかメスか知らないけど、相方を殺されてお怒りなんだろ」

　リュカはどうでもよさそうに言っているが、ジュジュは冷静ではいられなかった。

　魔王の娘でも、ドラゴンのような稀き少しような魔物はほとんど見たことがない。

　そのドラゴンの巨体が、獣臭い息が匂うほどの距離にいる──

「おらあ、てめーら行け行け！　俺たちゃ凶きよう剣けん、冒険者の末まつ裔えい！　ドラゴンだろうが魔物を恐れてどーすんだ！　俺とドラゴンどっちが怖い!?」

「お、おおおおおおおおおおおっ！」

　ジャッコが手下たちをけしかけ、彼らが無謀にもドラゴンに向かって駆け出す。

　たちまち手下数人が地竜の爪の一撃で肉体を粉こな微み塵じんに砕かれた。

　何人かが地竜の横や背後から近づいて、それぞれ手にした武器で身体からだを削そいでいく。

　魔法使いも二人ほどいて、攻撃魔法や身体能力強化の魔法で仲間たちを援護している。

「おお、意外とやるな。まあ、逃げてもジャッコに殺されるんだろうけど」

「追い込まれた人間って怖いわね……」

　ジュジュとリュカは、岩から顔を出して凶剣たちの戦いを覗のぞいている。

　ぴったり身体をくっつける体勢になり、ジュジュの胸がリュカの背中に当たってしまっているが、彼のほうは気にもしていないようだ。

　美少女の胸を無視する態度にはイラつくが、そんなことを責めている場合でもない。

「はははははっ、うちの手下どもも捨てたもんじゃねーな！」

　手下たちがさらに数を減らしつつも奮闘を続け──ジャッコが笑いながら、近くの手下から大剣を受け取り、走り出した。

「うおおおらぁっ！」

　ジャッコは軽やかに跳躍すると──大剣を一いつ閃せんさせ、地竜の首を刎はね飛ばした。

　竜の堅い皮膚、肉、骨をまとめて切断するなど尋常の技ではない。

　手下たちもボロボロになりながらも、ジャッコに驚きの視線を向けている。

「あっはっは、けっこう強つえぇーじゃねーか、俺！　こりゃ、魔王とか倒せちゃうんじゃねーの!?」

「なんだと、この野郎……！」

「待て待て、落ち着け、ジュジュ！　事を構えるつもりはないんだろ！」

　ジュジュがかっとなり、岩陰から飛び出そうとして、リュカに羽交い締めにされる。

　しまった、つい──ジュジュは熱くなっていた頭を落ち着かせる。偉大だった父を馬鹿にされると、他のことがどうでもよくなるのは悪いクセだ。

「それより、ジュジュ。今の、エンシェン流の──クラージュ流の技だぞ。[image: ]二ふた輪わ斬ざん[image: ]。敵の重さ、今の場合は首の重みを利用して両断する技だ。あのおっさん、剣士なのか」

「戦士の子孫なんでしょ。クラージュ流を習ってるのは珍しくもないわ」

　ジュジュは説明しつつ、自分を落ち着かせる。

「……引き上げるわよ。あいつら、ドラゴンの解体始めてるし。自分で仕留めた獲物なら持ち帰れるのね。ジャッコたちが夢中になってる隙にずらかるよ」

　ジュジュは宣言して、馬を繫つないだほうへと気配を消して走り出した。

　考えてみれば、馬がジャッコたちに見つからなかったのも幸運だった。

　しかし──

　走りながら、ジュジュはちらりと後ろを振り向いた。

　ジャッコたちは、いったいなにをしにこんなところへ来たのか──

　騎士、というのはなんのことなのか。そういえば、さっき全滅させてしまった武器商人たちも騎士がどうこうと話していた。

「騎士か……バルバールの幹部がなぜ目をつけてる……？」

　リュカも、馬に乗るとそんなことをつぶやいた。

　彼もジュジュと同じことが気になったようだ。今の彼は、どん欲に情報を求めている。

　一ゴールドでも多く稼ぐために、あらゆる方向に目を光らせ、金の匂いがすれば、すぐにそこへ向かっていく。

　かつての大英雄がここまで変わるものなのか──ジュジュは、だんだんリュカが本気で恐ろしくなってきていた。







　セイターンは、変わり続けていく。

　正確に言うと、リュカ・クラージュ──新入りのダガーが強引に変えているのだ。

　ジュジュは、リュカとともに黒鉄街フエイルを歩いている。仮面をつけ、隣を歩く彼にちらりと視線を向けた。

　この男はなんなんだろうな、とジュジュは考え込む。







　リュカは魔物の出現情報を摑つかむと、すぐに出かけ、ほとんど一人で倒してしまう。

　魔物から得られる角や牙、皮などは稀少で、かなりの高値がつく。

　セイターンの情報屋アイーダは魔物の探索・追跡に長たけており、リュカの成果を見て、熱心に魔物を探すようになった。

　アイーダは自分の能力が役立つのが嬉うれしいらしく、最近は怖いほどご機嫌だ。

　ジュジュとしては急に目立つような真似まねは避けたいが、アイーダの笑顔を見ていると水を差しにくい。

　さすがにドラゴンは先日の二体以外は見つかっていないが、高値で売れる魔物は何体か発見され、すべてリュカが仕留めている。

　狩人かりゆうどのスキルを持つ凶きよう剣けんでも簡単には仕留められないような魔物でも、リュカは極力傷をつけずに倒す余裕すらあった。

　もちろん、セイターンの本業である情報収集も行っている。

「ダガーは頭がおかしいの？　なにをしたらこんなヤバイ情報を取ってこられんの？」

　と、ボスであるジュジュが首を傾かしげるほどだった。

　リュカはまだ黒鉄街フエイルのことにさほど詳しくないはずなのに、街の暗部に易やす々やすと踏み込み、武器や薬の売買の情報を探ってくる。

　武器はもちろん、ある種の危険な薬の流通に関する情報も高値がつくのだ。

「コソコソするのは得意なんだ。なにしろ、軍を相手に六人で戦ってたんでな。正面からぶつかるほど馬鹿でもなかった」

「…………馬鹿なら、あたしの運命も変わってたのにね」

　ジュジュは呆あきれつつも、感心するしかなかった。

　セイターンは情報を扱う特殊なギルドだが、商売の方法は他とあまり変わりない。

　ボスであるジュジュが団員に依頼を出し、その依頼を解決した者に報酬を支払う。

　今は団員たちにはギルドの活動資金を貯ためると称して、報酬はジュジュが預かっている。生活費だけは渡してあるので、団員たちにも不満はないようだ。

　もちろん、報酬の大半は最初の約束どおり、リュカに渡している。彼に手渡す金貨入りの布袋の重さは増す一方だ。

　リュカが商しよう売ばい敵がたきの情報屋の多くを消してしまったため、セイターンの仕事自体がかなり増え、報酬の相場も上がっているのだ。

　リュカはどんな危険な現場にも飛び込み、必要とあれば実力行使も厭いとわない。

「ダガー！　おまえがセイターンのダガーか！」

　あるとき、ジュジュが同行した現場では、リュカに刃を向けた凶剣たちが彼の正体を知った途端に恐怖に震え、逃げ出した。

　全員、リュカに叩たたきのめされ、逃走に成功した者は一人もいなかったが。

「なんでボスで美少女のあたしより、ダガーのほうがめっちゃ有名になってんの……」

　ジュジュは納得できなかった。

　セイターンのダガーの名は、上がり続けていく。本来、陰に潜むべき情報屋の名前が上がっていいのか、判断に迷うところではある。

　ただ、ダガーは強いだけではない。先日、ジュジュが彼と情報を求めて歩き回っていると、娼しよう婦ふや路上で暮らす子供たちが次々とダガーに話しかけてきた。

　娼婦や子供は、情報屋とは縁が深い。人を油断させて情報を取ってこられるからだ。

　当然、リュカも彼女たちと接触があったのだろうが……。

「ダガー、ウチの店にも来なよ。大丈夫、安くしとくから」

「ダガー、また仕事くれよ！　どこにでも潜り込んでくるからさっ！」

　などと、娼婦も子供もリュカに笑顔でまとわりついてくるのだ。彼女たちは損得を考えずにリュカに協力しようとしている。

　考えてみれば当然か、とジュジュは思った。

　リュカ・クラージュは魔王討伐の旅で、多くの人間を魔王の脅威から救っている。

　弱者の味方をさせたら、リュカの右に出る者はいないだろう。

　リュカは魔王のように次々と敵を蹴散らし、英雄のように人々の心を捕とらえて離さない。







「こいつ、やっぱ怖いわー」

　ジュジュは思考を止め、ぼやいた。隣を歩くリュカが、こちらを向いてくる。

「どうかしたのか、ジュジュ？」

「なんでもないわ。おっと、いたいた。あいつよ、最近調子に乗ってるって暗殺ギルドのボスよ。普通に外を出歩いてんのね」

　ジュジュは、すぐ先に見えてきた広場で果物を齧かじっている一人の男を指差した。

　広場には多くの人間がいて、男は完全にその場に溶け込んでいる。

　どう見ても普通の中年男だが、このところ手下を率いて中堅どころのギルドの幹部たちを暗殺している危険人物だ。

　その中堅ギルドの一つから、彼の情報を仕入れるようにと依頼があったのだ。

「情報がどうこうとか、遠回りだな。捕まえて引き渡せば喜ばれるんじゃないか？」

「待ぁーった。あんた、気づかないの？　他にも物騒な殺気を放ってる奴が五人いるわ」

「七人いる。上手く気配を断ってる奴が二人いるな。なかなかのもんだよ」

「…………っ！　あ、あたしも気づいてたもん！」

　かあっ、とジュジュの顔が真っ赤になる。かっこつけて伏兵を指摘したのに、リュカは既にそれ以上のことに気づいていたのだ。

「彼らも仕事中らしい。標的が現れたら全員で一気に仕留める──っていう手口なんだったよな。得え物ものは毒どく刃じんと吹き矢」

　リュカは、足を止めずに男に近づいていく。

「ボスは、左側のベンチにいる二人を頼む。あいつらが吹き矢だろう。残りの奴らは俺が確保する」

「ちょっとそれ、あたしの仕事！　ボス、立場、大事！」

　ジュジュは慌ててカタコトになりつつ、勝手に指示を出されたことに抗議する。

　だが、リュカの言ったとおりに事は片付くだろう。

「…………」

　ジュジュは標的よりも、リュカのほうに目が向いてしまう。

　思えば、この父親の仇かたきへの印象はコロコロと何度か変わっている。

　初めて会った日の彼は覇気に欠けていた──有あり体ていに言えば退屈そうだった。

　凶きよう剣けんになってからのリュカは人を傷つけ、殺し、金のためにどんなことでもやる自分への嫌悪が確かにあった。ただ──

　なに笑ってんの、こいつ。

　今の彼の口元には、ほんのわずかであるが笑みが浮かんでいる。これから危険な暗殺者たちを取り押さえようという状況だ。

　そしてその暗殺者たちは、残酷な凶剣たちに引き渡され、あまり想像したくない目に遭あわされるだろう。

　ジュジュは凶剣になって数年経たつが、未いまだにその手の仕打ちからは目を背けてしまう。

　だがリュカは、凶剣になって数ヶ月だというのに、あっさりとこの世界に慣れたようだ。

　正義の味方だったはずの大英雄が、なぜこうも簡単に──

　そして、こんな風に笑えるのか。

　ジュジュには、リュカという男が不思議に思えてならなかった。







　陽ひは傾き、あたりは薄い赤色に染まりつつある。

　リュカは夕暮れの青銅街ブランズを一人で歩いている。

　仕事は無事に終わり、暗殺ギルドの男たちは全員確保できた。その報酬の金貨が、ふところに入っている。

　ジュジュがやたらと不機嫌そうにしていたが、あれはなんだったのだろう──そんなことを考えつつ歩いていると。

「あっ!?」

「ユーノ、どうしたんだ？」

　道場の近く、屋台が並んでいる通りに見慣れた姿があった。

　ユーノは屋台の前に立ち、串に刺して焼いた肉を両手に持っている。

「……メシ？　なんでこんなとこで？」

「うっ、こ、こふぇは……！」

　肉を頰張っているせいで、ユーノがなにを言っているのかわからない。

「んんっ……これは、ちょっといい匂いがしすぎてたせいで、わたしが許してもお腹なかが許してくれなかったというか……！」

「肉がなくなってもなに言ってるかわからないな。まあ、落ち着こう」

　リュカは近くにあるベンチを指差した。二人で並んでそこに座る。

「め、めったに買い食いなんてしないのよ!?」

「そんなに気にしなくても。ああ、口にタレがついてるのは気にしたほうがいいかな」

「早く言って！」

　ユーノは顔を真っ赤にして、ごしごしと口元を手でぬぐう。

「もう……リュカが残り食べて！　あ、でも夕食前だし、ノエルに怒られるかしら……」

「ああ、ユーノに無理矢理食わされたって言えば大丈夫だろ」

「なるほど、それなら……って、人のせいにしないで！　あなた、ちょっと性格悪くなったんじゃないかしら！」

「そんなことはないさ」

　もちろん、そんなことはある。

　性格が悪くなったどころか、凶きよう剣けんになって既に何人もの命を奪っている。

　リュカは、肉を頰張りながら──

「それで、どうしてこんな時間にこんなところに？」

「……最近、お父とう様さまが厳しくて。外に出づらくなったのよ。このままじゃ息が詰まるから、脱走してきたの」

「君はよく抜け出すなあ……」

　おそらく、グランノワール公はリュカがなにかやらかすのを警戒しているのだろう。

　要するに、リュカとユーノを接触させたくないわけだ。

「あ、そういえばノエルも最近リュカがよく消えるって言ってたわよ！」

「うっ……」

　リュカは言葉に詰まった。

　彼はセイターンに入ったあとも、道場での仕事は続けているし、ノエルが買い物をする日には荷物持ちをしている。

　それでも、一人で出かける機会が格段に多くなった。ノエルには気づかれていないだろうが、夜中に外に出ることも多い。

　昼にしろ夜にしろ、外出の際はノエルにバレないように気をつけてはいるのだが。

　道場の師範と凶剣の二重生活は、決して楽ではない。

「……リュカ、あなたもしかして……」

　なぜか、ユーノはさっきよりも顔を真っ赤にしている。

「そ、そりゃ男の人だからそういうことが必要になるとは思うんだけど……」

「は？」

　リュカは首を傾かしげる。いったい、なんの話なのか──

「って、待て！　ユーノ、君はとんでもない勘違いをしてる！」

「せめてノエルに感づかれないくらいの回数にしてほしいんだけど……若さなの？　若さがあなたを突き動かしてるの？」

「全然違う！　そういう、いかがわしい場所に行ってるんじゃない！」

　リュカは、慌てて言った。どうやらユーノは、リュカが娼しよう館かんにでも出入りしていると思い込んでいるらしい。

「俺も街に知り合いもできたし、たまにそいつらと遊ぶことくらいあるって」

「そ、それならいいんだけど……男の人に必要なアレコレは大丈夫……なの？」

「いや、そんなこと心配する必要、まったくないから」

　心配する方向がズレている。リュカの裏稼業がバレていないことには安心したが。

「そ、そう。まあ、一応うちの道場の師範なんだし……聖人になれとは言わないけど、ノエルだけは傷つけないように……ね」

「わかってるよ」

「できれば、わたしとしてはリュカとノエルが道場を継いでくれればと思ってるし」

「ん？　俺と……ノエルで？」

「歳としは少し離れてるけど、あの子が大人になれば気にならない程度の差でしょ？　先代は子供を残せなかったけど、道場主の子が継ぐのが一番よね」

「待て待て、さっきのよりとんでもない話だな！」

　要するに、リュカとノエルが夫婦になって、その子に道場を継がせろと言ってるらしい。

　そもそも、道場主になった覚えもないのだが。

「なに？　ノエルに不満でもあるの？」

「そうじゃない！　俺はまだしも、ノエルの将来を勝手に決めたら可哀かわい想そうだろ！」

「たぶん、ノエルは嫌がらないと思うけど……」

「だいたい、あの子はまだ十二だろ。さすがに結婚を考える歳じゃない」

　身体からだつきは大人のようだが、中身は子供だ。そもそも、リュカは未だに警戒されている。

「将来を考え始めてもいい歳よ。わたしだって、十二の頃にはもう将来を決めてたわ」

「将来……？」

「わたしも来年……いえ、もう一年もないわね。十六になれば大人よ。うちは妹がいるし、家のことは気にせずに自分のことは自分で決められるわ」

　ユーノはそう言って、ベンチから立ち上がった。

「わたしには──夢があるの」

　夕ゆう陽ひを背にして、彼女は笑い──

「遠い夢だけど、絶対に叶かなえてやるわ。どんな夢かは……秘密だけどね」

　まるで子供のように、笑いながら舌を出した。

　いや、彼女はまだ実際に子供だ。二つしか歳が違わなくても、リュカはそう思う。

　子供が夢を持つのは当然だ。こんな平和な世の中なら、なおさらのこと。

　ユーノの夢を守るためにも、リュカはまだまだ戦わなければならない──

「あっ、まずいわ！」

　突然、ユーノがひっくり返った声を出し、あたふたし始めた。

　彼女の視線の先を見ると、一台の馬車がこちらに近づいてきている。

　車体の側面に描かれているのは、リュカがグランノワール公の屋敷で見た紋章だ。

「ああ、ユーノのお迎えか。よくこの場所がわかったもんだな」

「お父様の部下は街のあちこちにいるのよ……」

　ユーノが嫌そうに顔をしかめている。さすがに、ここでさらに逃げる気はないようだ。

「あら、お姉様に──リュカさんではありませんか。仲のよろしいことで」

　停車した馬車から姿を現したのは、ナディアだった。今日も派手なドレス姿だ。

「貴族のお嬢様は暇なんだな。わざわざ、姉のお迎えに出てくるのか」

　リュカは、どうしても声が尖とがってしまう。数ヶ月前、ユーノの借金の件を説明されたときも、ナディアは姉に異常な憎悪を向けていたからだ。

　おそらく、ナディアは奴隷に堕おとされる姉を汚らわしく思っているのだろう──

「ほほ、今日は特別ですわ。どうしてもお姉様のお迎えに行くと言ってきかない方がいらっしゃるので、同行してきましたの」

「…………？」

　リュカは首を傾げ、ユーノのほうを振り向いた。ユーノも心当たりがないらしく、小さく首を振った。

「あはは、僕としてはもう少し劇的に再会したかったんですけどね」

　そんなことを言いながら、一人の青年が馬車から降りてきた。

　金色の髪に、整った顔立ち。長身で、紺色の軍服とマントをまとっている。

　腰には華麗な拵こしらえの長剣。立ち振る舞いも上品だ。

「ヴァ、ヴァレリー……様！」

　ユーノが、またひっくり返った声で言い、一歩前に出た。

「[image: ]様[image: ]なんて他人行儀な。以前のように、ヴァレリーと呼び捨ててください」

「そういうわけには……いかないでしょ」

　ユーノは心底驚いているようだ。どうやら顔見知りのようだが──

「ああ、もしかしてそちらの方が道場の師範を務めてくれているという方ですか？　リュカ・クラージュさん？」

「……あんた、セリュジールの騎士か」

　にっこりと笑いかけてきたヴァレリーという男に、リュカは問いかけた。

　リュカは、彼が着ている軍服に見覚えがあった。色合いや細部の意匠が少し変わっているが、セリュジール王国の騎士が着る平常時の服装だった。

「ええ、セリュジール皇こう国こくの騎士、ヴァレリー・アヴァーレといいます」

　ヴァレリーは礼儀正しく挨拶してくる。リュカは軽く目礼するに留とどめた。

「リュカさん、そのような態度は失礼ですわよ。ヴァレリー様は屈指の名門、アヴァーレ家の後継者にして、将来は騎士団長が確実と言われているお方なのですわ」

　ナディアが口を挟んでくる。彼女は、明らかに面白がっている様子だ。

　リュカは、アヴァーレという家名を知っている。先祖代々、重臣を務めてきた名家で、リュカが魔王と戦っていた時代にもアヴァーレという大臣がいた。

「ははは、いいんですよ、ナディアさん。僕なんて運がよかっただけです」

「ご謙遜を。運だけでは[image: ]六ろく晶しようの騎士[image: ]にはなれないでしょう」

「六晶の騎士……？」

　リュカは首を傾げる。

「本当に物を知らない平民さんですわね。陛下直属の一万の近衛このえ騎士から特別に選抜された、六人の騎士のことですわ」

「へえ……」

　リュカには初耳の制度だった。かつてのセリュジール王国には存在しなかったはずだ。

「別の言い方をすれば、陛下が気楽に使える使い走りですよ」

　ヴァレリーはくすりと笑い、右手の甲をかざしてみせた。淡い青に輝く小さな水晶が埋め込まれている。

「ただの水晶ですよ。魔力もなにもありません。ま、身分証のようなものです。僕なんてたいした者ではありません。ただ──」

「…………っ！」

　ヒュンッと鋭く空気を斬り裂く音が鳴り、風が走った。

　リュカの目に触れるか触れないかのところに、ヴァレリーの長剣の切っ先があった。

「いきなり抜くとは、そっちもなかなか失礼じゃないか」

「……驚きました。まばたき一つしないとは」

　ヴァレリーは苦笑しながら、長剣を鞘に収める。彼はいきなり抜き打ちを仕掛けてきたのだ。

「ヴァ、ヴァレリー！　あなた、なにをしてるのよ!?」

「呼び捨てにしてくれましたね、ユーノさん。いえ、無礼をしました。申し訳ない」

　ヴァレリーは、素直に頭を下げてくる。

「僕はアヴァーレ家の実子ではありません。この街の平民の出なんですよ。ユーノさんとの縁で、グランノワール家と懇意になりましてね。グランノワール公に推薦していただいて皇こう都との道場に出て、そこでアヴァーレ家の養子になり、騎士に取り立てられたのです」

「わかりやすい、華麗な出世だな」

　貴族でなければ騎士にはなれない。剣に長たけた平民を貴族が養子にして、騎士団に入団させる、というのは昔もよくあったことだ。

　セリュジールでは貴族でなければ騎士になれないが、騎士団は実力が物を言うという非常に面倒な組織だからだ。

　貴族が送り込んだ養子が剣の実力を持って出世すれば、家名も上がる。貴族たちは、剣の道場に目を光らせているのだ。

「ああ、そうか。ノエルが話してた、うちの道場から出て騎士になった出世頭っていうのがあんたなのか」

「ノエル？　ああ、道場にいるあのメイドの少女ですね。昨年、所用で街に戻ったときに会いましたよ。そのとおりです、僕もクラージュ流ですよ。ユーノさんとは、いわば兄弟弟子で。歳は少々離れていますがね」

　ヴァレリーはにっこりと微笑ほほえむ。

　おそらく、年齢は二十代なかばから後半といったところだろう。確かに離れている。

「ふうん、ユーノに剣を教えたのはあんただったりするのか？」

「僕がグランノワールを去ったのは三年ほど前ですからね。まだ子供だった彼女に、少し手ほどきをした程度ですよ」

「…………」

　リュカは、ふと妙な違和感を覚えた。

　ヴァレリーの声にわずかな揺らぎを感じたのだ。

　噓うそをつく意味のある話ではないだろう。錯覚だろうとは思うが……。

「ただですね、僕にとっては初めて剣を学んだ思い出の道場なんですよ。新たな師範の腕前を知りたくて、失礼をしてしまいました」

「へえ、あれで俺の腕前がわかったのか？」

「いいえ、まさか。ただ、見苦しく逃げ回りはしなかった──だけで充分ですね。そもそも、僕は既に部外者ですし。ですが、道場を──お願いします」

「ああ、他に居場所もないんでね。頼まれるまでもない」

「あはは、それは説得力があります。では、ユーノさん。帰りましょうか。僕も今日は、グランノワール公の家に泊めてもらいますので」

「そ、そうなの。それじゃ、リュカ……」

　ユーノたち三人は馬車に乗り込み、去っていった。

　ユーノの様子もおかしい。本当にただの兄弟弟子なのか、微妙な引っかかりを感じた。

「ほえー、かっこよかったなあ、あの男」

　ひょこっ、とリュカの胸元からルンが現れた。相変わらずこの妖よう精せいは神出鬼没だ。

「しっかし、大英雄様らしくもないなー。不意をつかれたって言っても、いきなり斬りつけられて反撃もしないなんて」

「あれは誘いだ」

「なんじゃそらー？」

「ヴァレリーって言ったか。あいつの狙いは俺が反撃することだったのさ」

　そのあとで、どうするつもりだったかまでは読めない。

　あるいは、斬り合いがお望みだったのか。とはいえ、ヴァレリーにはリュカが短剣を隠し持っていることはわからなかったはずだ。

　初対面の相手に斬られる筋合いもないし、皇国の騎士ともあろう者がそんな無法をやらかすとも思えないが。

「しかしあいつ、本気で言ってたのかな？」

「なにがー？」

「あの右手につけてた水晶。魔力はないなんて言ってたが……とんでもない話だ。もの凄い魔力が渦巻いてたぞ、あれ」

「おやおやー、さっすが敏感だ。かなり高度な魔力隠しの術がかけてあったのにー」

「おまえも気づいてたのか。この野郎……」

　ヴァレリーも読めないが、ルンの考えはもっと読めない。危険な代物だったら、放置しておけないというのに。

「セリュジールは、なに考えてるんだ。騎士にあんな怪しげなもん埋め込んで……」

「いひひ、お楽しみお楽しみー」

　そう言うと、ルンはリュカの胸元から飛び出して、夕焼けの空へと消えていってしまう。

「……あの妖精、なにか知ってるのか？」

　リュカは独り言をつぶやいた。ルンが皇こう国こくの思惑など知っているとは思えないが……。

　あの騎士が、ジャッコの言っていた[image: ]例の騎士[image: ]なのかもしれない。

　ただ、そうだとしても──なぜジャッコが彼を狙っていたか、推測もしづらい。

　調べてみる必要はありそうだ。リュカは、馬車が去った方向をじっと見つめた。







[image: ]




　少女が、夜の街を駆け抜けていく。

　路地を音もなく走り、建物の屋根の間を軽やかに跳ぶ。

　少女は淡い紫がかった髪を三つ編みにして、褐色の肌を晒さらすような露出度の高い服装をしている。

　彼女の名は、ヴィオーレ。[image: ]セイターン[image: ]に所属している魔族の一人だ。

　魔族は老化が遅く、彼女も百五十歳を超えているが、見た目は十代後半くらいだ。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　走り回るうちに、黒鉄街フエイルの外れまで来ていた。ヴィオーレは暗い路地の奥で立ち止まり、呼吸を整える。

　ヴィオーレの仕事は、主に酒場を回っての情報収集だ。

　だが、今夜は異変が起きた。凶きよう剣けんが多く集まる酒場に入ると、突如として何者かの襲撃を受けたのだ。

　酒場での喧嘩は珍しくもないが、明らかに店は営業しておらず、中は真っ暗だった。

　おそらく、数人が灯あかりを消した店内でヴィオーレを待ち伏せていたのだ。

　セイターンの団員は心身を鍛えてはいるが、戦闘は決して得意とは言えない。

　元々は、非常の際に[image: ]魔王の娘[image: ]を逃がし、匿かくまうことを任務とされていた者たちばかりだ。戦闘よりも、隠おん密みつ活動に長けている。

　元々は二十名ほどいたが、百年の間にこの世を去った者、姿を消した者などもいて、今はたったの八名だ。そのうち三名は代替わりして後を継いだ新入りである。

　ヴィオーレは古株の一人だが、彼女もまた戦闘能力はさほど高くない。

　かろうじて襲撃から逃れたものの、肩に一ひと太刀たち浴びて血が流れ出ている。魔族は高い回復能力を持つが、まだ傷は塞がっていない。かなり深く斬りつけられたようだ。

「…………っ！」

　ヴィオーレは、ぱっと顔を上げた。

　路地の向こうから数人の人影が近づいてくる。全員がフードを深くかぶっていて顔は見えない。

　敵は、全部で四名。全員が短剣や小剣を構えている。

　ヴィオーレも短剣を引き抜いた。こんなところで死ぬわけにはいかない。

「うちのお姫様を悲しませるわけにはいかないんだよっ……！」

　ヴィオーレは短剣の先を襲撃者たちに向ける。

　セイターンのボスであるジュジュは、冷酷非情だった父親とは似ても似つかず、心優しい少女だ。百年以上も仕えてきたヴィオーレが死ねば、涙を流すだろう。

「来るなら来やがれっ！　アタシを誰だと──」

　荒々しく叫んだその瞬間、四名の襲撃者がぐらりと身体からだを傾かせてその場に倒れた。

　倒れた襲撃者たちの背後には──

「ダガーか！」

「最後まで聞かせてやるべきだったかな。君が誰なのか聞いてから死ぬのも悪くないだろうし」

　最近、仲間に加わったばかりの唯一の男性団員であるダガーだ。

　今は姿を隠す必要もないだろうが、幻術が発動する仮面をつけている。

「オマエ、なんでここにいるんだ？」

「ジュジュの命令だ。君がいつまでも戻ってこないから、様子を見てこいって」

「…………」

　ジュジュが団員一人一人に注意を払っているのはいつものことだ。

　ただ、見てこいと言われて簡単にヴィオーレを見つけたこの男は尋常ではない。

　ヴィオーレ自身、自分がどこにいるのかわかっていないのに。

　この男は戦闘能力も高いが、妙に鼻が利く。

　ジュジュが仲間として認めている以上、文句は言わない。だが、ヴィオーレはこの素性もわからない男への警戒を解くつもりはなかった。

「ヴィオーレ、ケガを見せてみろ」

「あっ……！」

　ダガーはつかつかと近づいてくると、無造作に負傷した肩に触れてきた。

　剝むき出しの肩に触れられ、ダガーの手のぬくもりが伝わってくる。

「けっこう深いな……でも腫れてないし、毒どく刃じんじゃなかったみたいだな」

　ダガーはぶつぶつ言いつつ、回復魔法を発動させる。中級の回復魔法だが、魔力が大きいらしく、みるみる傷が塞がっていく。

「も、もういいだろ！　放せ！」

「急に動くと傷が開くぞ。気をつけろ」

　ヴィオーレが恩知らずにも腕を強引にふりほどいても、ダガーは気にした様子もない。

　彼はセイターンの仲間が負傷していると、すぐに回復魔法をかけてくる。

　まだ新入りだが、奇妙なくらい仲間思いなのだ。

　この男の気遣いや、寛大さが──ヴィオーレは気に入らなかった。

「ヴィオーレ。こいつらは、どこの奴らだ？」

「アタシが知るか。最近は襲撃には事欠かないしな。たぶん、誰かさんのせいだろう」

　ヴィオーレは、ダガーをじろりと睨にらむ。

　セイターンは、数ヶ月前から事業拡大を進めている。

　今でも情報の売買が主な稼ぎだが、このダガーが中心になって魔物の密猟も始めた。

　ヴィオーレも一度だけ狩りに協力したことがあった。ダガーの手際は思わず感心するほどで、相当に魔物と戦い慣れているのは間違いない。

　この時代、魔物は激減しており、戦う機会自体あまりないのだが──ダガーはいったいどこで経験を積んだのだろうか。

「襲撃が増えるのはいいことだろ？」

「は？　オマエ、なにを言ってるんだ？」

　いきなりのダガーの言葉に、ヴィオーレはぎょっとする。

「それだけ、俺たちが昇ってきたってことだ。今のセイターンには襲うだけの価値があるんだよ」

「オ、オマエ……」

　この男は、今の危機的な状況をそんな風に考えているのか。

　もちろん、ヴィオーレは臆病からはほど遠い。魔王の娘を匿う任務を与えられたのは伊達だてではないのだ。

　しかし、ダガーのように現状を喜ぶことはできない。彼女もグランノワールに数年潜伏して、凶剣たちがどれだけ危険かはよくわかっている。

「でも、まだだ。まだ全然だ」

「な、なにが？」

「こいつらは、せいぜい中規模ギルドの団員だろう。俺たちが脅かしてるのは、まだこの程度の連中なんだ。稼ぎもまだこいつらには及んでないだろうな」

「稼ぎ……？　オマエ、そんなことを気にしてるのか？」

　ヴィオーレは、ギルドの収入のことなど気にしたこともない。

　セイターンがどれくらい稼いでいるのか、数字はまったく知らない。自分自身は、衣食住に不自由しない程度の報酬がもらえれば文句はないのだ。

「いくら稼いでもまるで足りない。もっともっと金がいるんだ……」

「……この守しゆ銭せん奴どめ」

　ヴィオーレは率直に罵ったが、ダガーは気にした様子もない。

「そのとおり。俺は、ただの守銭奴さ」

　ダガーはそう言うと、倒れた男たちのそばに屈かがみ込んで、ごそごそと懐ふところを漁あさり始めた。

　財布らしき袋を次々と取り出していく。

「死人の金を取る気か、ダガー！　オマエ、誇りはないのか！」

「誇りより目の前の金だ。どうせ、こいつらにはもう必要ないし、名前が書いてるわけでもないから、俺がもらっても問題ないだろ」

「コイツ……！」

　ヴィオーレには受け入れがたい行為だった。これでも、かつては魔王の姫君の側近に選ばれた身だ。死者から小銭を巻き上げるなど、信じられない。

「……昔は、敵を倒して武器や道具をちょうだいしたりしたもんさ。それと同じだ」

「ずいぶんと卑いやしい過去があるようだな、ダガー」

「結局、相手が変わったってだけなのさ。俺にはお似合いなのかもな」

「…………？」

　いまいち、ダガーがなにを言っているのかわからない。

　盗賊でもやっていたのだろうか。それにしては、この男は強すぎる。ダガーの腕前があれば、とっくに巨大盗賊ギルドの首領になっていただろう。

「さて、今夜はついてるぞ。また財布がぞろぞろとやってきた」

「なっ……!?」

　ヴィオーレは慌てて振り向いた。

　ガラの悪そうな男たちが数人、じりじりと近づいてくる。全員が剣狩り令など完全に無視して、堂々と剣や槍やりを手にしている。

「ずいぶん多いな。どっかのギルドが総動員でもかけたか？　まあ、ちょうどいいや。ヴィオーレ、一人二人残しておこう。身元を知りたい」

「……残すかどうかじゃなくて、全員倒せるか心配したほうがいいんじゃないか？」

　どちらかといえば、ヴィオーレは逃亡を推奨したい。見たところ、男たちはさきほどの襲撃者たちよりも腕は上に思える。

「ギルドを一つ潰せれば、そこの財産も縄張りシマも俺たちのものだ。なかなか強そうだし、たぶん稼いでるだろ。こりゃ、いい金になるな」

　ダガーには敵が多勢であることも、腕がいいことも喜ばしいようだ。

　絶体絶命の危機と言ってもいい状況なのに、彼は笑みすら浮かべている。

　もしかして、うちの姫様はとんでもない怪物を仲間に引き入れたのでは──

「……魔王、さま……」

　不意に、ヴィオーレはそうつぶやいた。

　かつての主あるじであり、世界制覇を目指した邪悪にして暴虐なる魔族の王──

　その姿が──なぜか、目の前の男と重なる。

　ヴィオーレは、吸い込まれるようにダガーを見つめ続けた。







　グランノワール青銅街ブランズ、クラージュ流道場。

　道場の朝は早い。

　師範も住み込みのメイドも、陽ひが昇った頃には既に働き始めている。

　リュカが突然にこの道場の師範に据えられて、既に数ヶ月が過ぎた。

　庭にある稽古場の掃除や、道具の手入れにもすっかり慣れている。

　ただし、手入れは慎重に行わなくてはならない。もし、道具の不備で子供にケガでもさせようものなら、親が怒鳴り込んでくる。

「俺が通ってた道場は、子供がケガしても[image: ]おー、熱心にやってるな[image: ]とか親に感心されたもんだったな」

「リュカお兄さんは、未開の地で育ったのですか……？」

　リュカは、メイドのノエルとともに、稽古場そばの東あずま屋やで道具の手入れをしている。

　木剣や防具の汚れを落とし、ヒビなどが入っていないか確認していく。

　ノエルは以前は、剣術道具には触れないようにしていたが、最近はリュカの指導を受けて手伝うようになった。

　道具は数が多いので、リュカはとても助かっている。手入れは単純な作業ではあるので、不器用なノエルもすぐにできるようになった。

「といいますか、お兄さんは話すたびに新たな過去が出てきますね……」

　ちなみに、ノエルはいつの間にかリュカを[image: ]お兄さん[image: ]と呼ぶようになっている。

「謎多き男なんだよ。ああ、その木剣はもうダメだな。薪まきにでもしよう」

　リュカは、ノエルが持っていた木剣を手にして、片手で軽々とへし折った。

「ええぇっ、なんですかそのもの凄すごい力は！　魔物なんですか……!?」

「魔物って……鍛えれば、これくらいできるよ。ノエルも鍛えてやろうか？」

「私に教えることは訓練とは言いません……いじめと言います」

「なぜ!?」

「または虐待でしょうか……いけないです、女の子を虐待しては……」

「そんなに運動するのが嫌なのか……？」

　ノエルは働き者だが、剣を振り回したりするのは話が別らしい。

　しばらく、二人でどうでもいい話をしつつ、手入れを進めていると──

「……お兄さん、知ってますか？」

「なにを？」

「最近、黒鉄街フエイルのほうがずいぶん騒がしいみたいです……いくつかのギルドがだいぶ派手に争ってるって。肉屋のおじさんが教えてくれました……」

「…………」

　リュカは動じない。黒鉄街フエイルの動向が、青銅街ブランズにも伝わっているのは当然のことだ。

「グランノワールでは昔からよくあることです。でも、凶きよう剣けんさんたちは黒鉄街フエイルの中だけで争ってて、普通の人が酷ひどい目に遭あったことはほとんどないんですが……怖いです。なにか、これまでとは違うような……」

「……なんでそう思う？」

「わかりません、カンみたいなものでしょうか……でも、皇こう都とから騎士さんが派遣されてきたって話も聞きましたし……あのヴァレリー様だそうですね……」

「ノエルは、情報通だな」

　リュカもそのあたりの調査は進めている。

　あのヴァレリーは、グランノワールの治安回復のために皇都から送られてきたらしい。

　ヴァレリーは郊外に練れん兵ぺい場じようをつくり、そこに籠もってグランノワール駐屯部隊を鍛え直しているようだ。

　指揮官が替われば戦い方も変わる。特に不自然な行動ではないが──

　ただ、リュカはヴァレリーがどうにも気になり、警戒を強めている。

「お兄さん、凶剣さんたちとも騎士さんとも喧嘩はしないでくださいね……？」

「ああ、そりゃもちろん」

　それが言いたかったのか、とリュカは納得する。

　腕に覚えがあっても、凶剣にしろ騎士にしろ組織と事を構えるのは自殺行為だ。当然、ノエルもそれがわかっているのだろう。

「喧嘩なんかしないさ。こっちは道場の単なる師範だしな。特に、凶剣なんか相手にしてたら命がいくつあっても足りない」

　リュカは、すらすらと噓うそを並べ立てる自分に嫌気が差している。それでも、真実をこのメイドに語って傷つけるよりはマシだ。

「そ、そうですよね。お兄さんはそんな危ないことは──」

「おーっ、ここだここだ！　うわー、なにも変わってねぇー！」

　突然、野太い声が響き、長身の男が姿を現した。その後ろには、ガラの悪そうな男が二人ついてきている。

「…………っ!?」

　リュカは、ぎょっとしてしまう。以前、荒野で見かけたバルバールの幹部だった。名はジャッコと言ったはず。

　背中に冷たい汗が滲にじむ。まさか、[image: ]ダガー[image: ]の正体を知って乗り込んできた──？

　ノエルの前でセイターンとの関係をバラされることだけは絶対に避けなければ……。

「おお、本当に道場を再開してたんだな。てことは、てめーが新しい師範か！」

「……あの、どちら様で？」

　リュカは、ノエルを後ろにかばいつつ訊きいた。

「昔、この道場で世話になったジャッコってモンだよ。ま、デキが悪くてすぐに破門になったけどな！」

「つまり、この道場とは無関係ってことだろう」

　ヴァレリーといい、昔の道場はずいぶんと厄介な男たちを弟子に取っていたようだ。

「関係者以外立ち入り禁止だ。悪いけど、出て行ってもらえないか？」

「そう言うなよ、兄ちゃん。まったく、青銅街ブランズは肌に合わねぇぜ。ちょいと喉が渇いてな、酒を一杯もらえねーか？」

「…………」

　リュカは、安堵する。どうやら、ダガーに用があるわけではないようだ。

　おとなしく帰ってくれるなら、酒の一杯くらい出してもいい。

「ちょっと待ってくれ。そこから動かないでくれよ」

「はいはい、新しい師範様は用心深い──って、いつの間にこの道場はメイドなんて雇い始めたんだ？」

　リュカが母屋おもやに向かおうとしたところで、ジャッコがノエルの腕をがっちりと摑つかみ、その顔をじろじろと眺め始めた。

「おいっ、あんたなにしてるんだ!?」

「まあ、いいじゃねーか。お嬢ちゃん、おまえさんいくつだ？」

「じゅ、十二……歳……です」

「十二ぃ!?　全然見えねーな！　最近のガキは発育がいいんだなー！」

「でも兄貴はガキには興味ないっすもんねー。運がよかったな、メイド──はぐっ!?」

　にやにやと笑いながら言った手下に、ジャッコは無造作に裏拳を叩たたき込んだ。歯が数本折れて、血とともに空を舞う。

「俺が興味ねーって言ったら、実はあるってことなんだよ。何年下っ端やってんだ？」

　ジャッコは恐ろしく勝手なことを言い、血のついた拳をごしごしと服でぬぐうと──

「師範の兄ちゃん、酒はもういいや。ちょっと部屋を借りるぜ。こいつは部屋代だ」

　コインを数枚地面に放ると、ジャッコはノエルの手を引っぱった。

「おっ、お兄さ──」

「このメイド！　ジタバタすんじゃねーっ！」

「きゃっ……!?」

　ノエルがジャッコの手から逃れようとして、今度は胸ぐらを摑まれ──勢い余って、彼女の胸元がビリッと破れてしまう。

　質素な下着に包まれた豊満な胸が、飛び出すようにしてこぼれた。

「おいおい、わざとじゃねーぞ。てめーが暴れるから……って、おおーっ、思った以上にでけーな！　十二でこれとか、たまんねー！」

「み、見ないで、ください……！」

「…………」

[image: ]

　リュカは黙ってコインを拾い──

「その汚い手を放せ、おっさん」

「あん？」

　ジャッコが振り向いたのと同時に、リュカが投げつけたコインが顔面に命中する。

「……っ！　兄ちゃんよー、なんの真似まねだ？」

「あんたこそ、なんだ？　いきなり現れて、なにをする気だ？」

「別に減るもんでもねーだろ。たかがメイドじゃねーか。俺が誰なのか、詳しく説明したほうがいいか？」

「いいや、あんたが何者かはわかってる。女の子を物扱いするゲス野郎だろ？」

「ゲスじゃねー凶剣なんかいるかよ」

　ジャッコは、ニヤニヤと笑いながらノエルの身体からだを引き寄せ、肩を抱いた。

「警告は一度だけだ。その手を放して、さっさと帰れ。さもないと──」

「さもないと、なんなんだ！」

　ジャッコに歯を叩き折られた手下が、リュカに襲いかかってくる。

「ザコは引っ込んでろ！」

　リュカはそちらを見もせずに、手下の手首を摑んで、ねじるようにして腕をへし折った。手下が絶叫を上げて、地面を転げ回る。

「うひょー！　おめーこそ、人を物みたいにぶっ壊してるじゃねーか！」

「心が痛むよ。ジャッコ、もう警告したぞ。ノエルを放せ」

　リュカは鋭く言いつつも、ジャッコへの攻撃には踏み切れなかった。

　セイターンのダガーとしてなら、バルバールとの敵対も望むところだ。しかし、クラージュ流道場の師範としては、そんな危険は冒せない。

「……そのノエルは、俺の──うちの道場の跡継ぎを産む大事な身体なんだ」

「お兄さんっ!?」

　リュカの唐突な言葉に、ノエルが軽く跳び上がった。

「まだ子供だからな。正式に嫁入りするまで、メイドとして働いてもらってるんだよ」

「ほー、無駄のない人材起用じゃねーか。うちも見習いたいくらいだ」

「十六になったら俺の嫁になってもらう。道場の大事な一員だ。うちは小さい道場だが、それでもクラージュ流の一部さ。さて、ここで問題だ。クラージュ流の道場はこの街にいくつある？　この国に、この世界にいくつある？　組織は大きくなるほど面子メンツが大事になる。道場の一員を傷物にされて黙っているほど優しいと思うか？」

「はっ、よく口の回る剣士様だぜ。先代のジジイなんて声ももう忘れちまったほど、ろくにしゃべりもしなかった」

　ジャッコは不快そうに言うと、ぱっとノエルから手を放した。

　ノエルは素早くリュカのそばに走り寄って、彼の背中に隠れる。

「そこまでクラージュ流の連中が仲良しだとは初耳だぜ。ま、面子メンツは大事だよなー。ただな、俺はこれでも凶きよう剣けんギルドの一員なんだが、その俺の面子メンツはどうなる？　手下をぶちのめされて、黙って帰っちゃまずいだろー？」

「なんだ、そんなことか」

　リュカは軽く言うと──

　いきなり自分の右の小指に嚙かみつき、根元から食いちぎってしまう。

「きゃああっ！　おっ、お兄さんっ……!?」

「破門になった身でも、剣士の指にどれだけ価値があるかくらいはわかるよな？」

　リュカは、食いちぎった指を地面に吐き出す。

「は、はははっ！　思い切りのいい兄ちゃんだ！　てめー、名前は？」

「リュカ・クラージュ」

「名前まで思い切ってるな！　ははっ、いいだろーよ、その小指と大英雄と同じ名前に免じて帰ってやるよ」

「お帰りはあちらだ」

　リュカは、まだぼたぼたと血が流れ出している右手で、門のほうを指し示した。

　ジャッコは高笑いを上げながら、二人の手下たちとともに去っていく。

「参った参った、青銅街ブランズもあまり平和じゃないらしいな。気をつけないと」

「──そうじゃありません！　血、血を止めないと！　ああ、お医者様を！」

「おっ、ノエルがそんなにハキハキしゃべるところ初めて見た」

「そんなこと言ってる場合でもありません！」

　ノエルは、胸のふくらみがほとんどあらわになっている。隠すことも忘れるほど、リュカの傷に気を取られているようだ。

「ああ、驚かせて悪かったな。それと──これから見ることは他言禁止で」

　リュカは、地面に吐き出した小指を拾うと、ぱっぱっと汚れを落とした。

　それから切断面をくっつけて──回復魔法を唱える。魔力が輝き、まだ流れていた血がたちまち止まり、千切れた部分が繫つながっていく。

「ま、魔法……ですか？」

「一応、魔法って禁止なんだよな。というわけで、見なかったことにしてくれ」

　リュカは、たかがジャッコとの騒動などで小指を失うつもりは毛頭なかった。

　かつての魔王軍との戦いは熾し烈れつを極めた。リュカは指どころか、腕を切断されたことも数回あった。そのたびに魔法で治療してきたのだ。

　リュカの回復魔法は仲間だった神官には遠く及ばないが、指の一本くらいなら問題なく治せる。

「……魔法が使えたんですね。また、お兄さんの新たな過去が出てきました」

「驚かせて悪かったな。ただ──」

「いいえ、いいんです」

　ノエルは、ぶんぶんと首を振った。

「だって、お兄さんは私を助け──」

「ノエル！」

　リュカは、ふらりとよろめいたノエルをとっさに抱き留めた。

「大丈夫か？」

「ちょ、ちょっと驚きすぎて……気が遠くなりました……」

「……大丈夫じゃなさそうだな」

　そう言うリュカのほうも気が遠くなりそうだった。

　ノエルの胸元が破れているせいで、ふくらみの大きさと弾力がはっきりと伝わってきている。理性を保つだけで精一杯だ。

「あ、あの……お兄さん……」

　ノエルが、ぐっとリュカの胸に顔を押しつけてきた。その耳が真っ赤に染まっている。

「わ、私……お兄さんと結婚するんですか……？」

「えっ!?　あ、いや、それは……その、勢いというか、ハッタリというか……」

「……私は、もしかするとそうなるのかなと思ってました……」

「な、なぜ？　俺なんてただの流れ者で……」

「私なんてただのメイドです……たぶん、この道場に出入りする誰かと結婚するだろうと思ってましたし……ユーノ様もそのつもりなんじゃないかと……」

「……人に結婚相手を決められるなんて嫌だろ？」

「嫌な人と結婚することと、相手を決めてもらうことは違います。いい人なら……」

「…………」

　遠回しに俺ならいいと言っているのだろうか──リュカは、自うぬ惚ぼれそうになる。

「あ……も、もちろんお兄さんは私なんて嫌ですよね！　気が弱いですし、メイドの仕事もダメダメですし……！」

「嫌なわけないだろ。そうじゃなくて……ノエルだって、自分で選んでいいんだ！　これからいくらでもいい相手が現れるだろうしな！」

「ど、どうでしょうか……ただ、さっきの怖い人とかは嫌です……」

「あー……そりゃそうだろうな」

「凶剣さんは……怖いです……」

「…………」

　リュカは、黙ってしまう。

　こうして強く抱きついてくるノエルも、[image: ]セイターンのダガー[image: ]にはこんなことはしないだろう。

　ノエルは、リュカの裏の顔を知らない──

　もしも彼女に知られたら、それがノエルとの別れの日となるだろう。

　だが、リュカは止まれない。

　既に、あまりに多くの罪を犯してしまった。ここで引き返せば、すべてが無駄になる。

　それでもいい。罪の多さだけ、金を稼げるなら──ユーノを自由にできるなら。

　リュカは、ノエルを抱きしめる腕に、わずかに力を込めた──







「バルバールのジャッコを殺そう」

「はあぁぁぁぁぁっ!?」

　孤独の樹じゆ海かい亭てい、一階の酒場。

　閉店して店員も引き上げた店内に、ジュジュの声が響き渡った。

　リュカは、カウンターに並んで座っていた彼女の大声に顔をしかめる。

「ダガー、あんたなに言ってんの？　頭どうにかしちゃったの？」

「おまえこそなに言ってるんだ。俺たちがのし上がるには、バルバールはいつか乗り越えなきゃならない相手だろ」

「そりゃ、[image: ]いつか[image: ]の話よ！　ちょっと稼げるようになったからって、バルバールとあたしらの間にどんだけ差があると思ってんの！」

「そこだ。そこなんだよ」

　リュカは、とんとカウンターを指で叩たたく。

「返済の期限まで、もう三み月つきほどしかない」

　そう、時間は無情にも流れ続けている。

　リュカがセイターンに入って、既に──九ヶ月もの時間が過ぎてしまったのだ。

　思い切ったことをやらなければ、現状は打破できない。バルバールに挑むのは、考えに考えた結果だ。

「未いまだにセイターンの稼ぎは少しマシになったって程度。俺の見込みが甘かった。これじゃ、五億ゴールドなんて夢のまた夢だ」

「……ちょっと。ちょっと、こっち来て」

　ジュジュが酒場の厨ちゆう房ぼうに入っていき、リュカも彼女の後ろをついていく。

　それからジュジュは、隅の床に両手両膝をついて屈かがんだ。スカートの下に黒い肌着をつけているとはいえ、丸みを帯びた尻の形がはっきりとわかる。

　羞恥心があるのかないのか、わからない少女なのだ。

「んしょっ……と」

　ジュジュが床に手をかざして短く詠唱すると、淡く光る魔法陣が現れ、軋きしむような音とともに床板の一部がズレて、小さな穴が姿を現した。魔法で床板を閉じてあったのだ。

「ああ、重い……ほらっ」

　ジュジュは、床の穴から続けていくつもの布袋を取り出した。いずれも、ずっしりと重そうだ。

「全部でだいたい二千万ゴールドくらい。ほとんどは、里から持ってきたお父とう様さまの遺産の一部。あとはここ数ヶ月の稼ぎも少し。それより前の稼ぎは、みんなへのお小遣いと宿代で消えてたから残ってない。あんたには、一千万くらい渡してたわね？」

「そんなもんだな」

　リュカは頷うなずく。ノエルに見つかるとまずいので、自室の天井裏に隠している。掃除が苦手なノエルは、まさか天井裏には手を出さないだろう。

　一千万ゴールドは、目もくらむような大金だ。凶剣ギルドに入ったからこそ、これだけの金額が稼げたのだろう。他の手段では、まず無理だったはずだ。

　しかし──ユーノを自由にするにはまるで足りない。

「とりあえず、この二千万をあんたにあげる。今のセイターンなら、この金額を稼ぐことはそれほど難しくないしね」

「そうか、よしもらった」

「速っ!?」

　リュカは素早く布袋を摑つかんで自分のそばへと引き寄せ、ジュジュが驚きの声を上げる。

　もらえるならば、遠慮なくもらう。リュカには自分の卑いやしさを気にする余裕はない。

「……はぁ。あたしとしては、あんたには誇り高くあってほしいんだけど」

「セイターンのダガーは金以上に大事なもんはないんだよ」

「っていうか、それを受け取ったんなら、バルバールにちょっかいを出すのはあきらめなさいよ！　あきらめてください！」

「敬語!?　そこまでやってほしくないのか!?」

「当ったり前じゃん！　でもあんたは力ずくでやめさせられないから、金で解決よ！」

　ジュジュは、身も蓋もないことを偉そうに言った。

「なあ、バルバールと事を構えるなら、ジャッコは狙い所だと思わないか？」

「あたしはバルバールとやり合うのがダメって言ってんの……」

「ジャッコは目立つ男だ。あいつ、街中を普通にウロウロしてた。いつでも狙える。それに、バルバールでも一、二を争う武闘派なんだろ。あいつを仕留めりゃ、組織も動揺する。その隙を突けば勝ち目は充分にあるだろう」

「あるか、そんなもん！　バルバールは下手な小国より金を持ってるわ。要するに、下手な小国より力があんのよ！　いくらあんたでも国を一つ潰せるの!?」

「ギルドだろうが国だろうが──世界だろうが潰してやる」

　リュカは、迷わずに言い切った。

「魔王が潰した国は、一つや二つじゃない。俺は、その魔王を倒した男だぞ」

「そ、それは……だって、お父様には魔王軍がいて、魔物たちも支配下に置いてたのよ！　あんたには、あたしたちしか味方いないでしょ！　あんたの味方っていうのは、やっぱ腹立つけど！」

「凶きよう剣けんギルドはせいぜい数百人。全員が冒険者の末まつ裔えい──殺しも盗みも、無関係の人間を巻き込むこともためらわない凶悪な連中。だが、それだけだ」

「バルバールには暗殺者どももいんのよ！　いくらあんたが強くても、寝首をかかれたらおしまい──って、ああもうっ」

　ジュジュは、近くの壁を拳でドンと叩いた。拳の形に壁が凹へこんでしまう。

「ダガーが来る前は、あたしが無茶をして周りに止められる側だったのに……なんで、あたしが止める側に回ってんのよ！」

「そうか、みんな苦労してたんだな……」

　この街で初めて出会ったとき、ジュジュは一人でリュカを襲ってきた。

　仲間に話せば止められると思ったのかもしれない。

「あんたが言うな！　だいたい──ああ、本当に疲れる。寿命が縮みそうよ……」

　ジュジュは、床に腰を下ろす。スカート姿であぐらをかいた、はしたない格好だ。

「魔族は何百年も生きるんだろ。まあ、果実水でも持ってきてやるよ」

　リュカはカウンターへ戻りつつ思った。ジュジュには悪いことをしている──

　強引にセイターンに参加し、金を稼ぐためにやりたい放題。セイターンの成長はジュジュも望んでいたこととはいえ、こんな目立つ形で進めるつもりはなかったはずだ。

　しかも、強引に事を進めているのは父親の仇かたき──ジュジュには言いたいことはいくらでもあるだろうし、銃口をリュカに向けていないのが不思議なくらいだ。

　いや、銃口を向けてこない理由は既に理解している。ジュジュは──あの魔王の娘とは思えないほどに優しいのだ。

　リュカは、その優しさを最大限に利用してしまっている──

「魔王の罪は、娘には関係ない……」

　リュカは、小さくつぶやく。水をグラスに注そそぎ、果実を搾って味をつける。

「ダガー様っ！　ここにいたのか！」

　突然、酒場の入り口の扉を破る勢いで飛び込んできたのは、ヴィオーレだった。

　息を切らし、三つ編みにしている髪がほどけかかっている。よほど急いできたのだろう。

「ど、どうしたんだ、ヴィオ。そんなに急いで……」

「ダガー様ぁー!?　ヴィオぉー!?」

「わっ、姫様!?　そんなところに!?」

　厨房のほうから顔を出したジュジュに、ヴィオーレがぎょっとする。

「ヴィオーレ、いつの間にこの男と？　え、大人の関係？　爛ただれちゃってるの？」

「わ、私は無実です……！　愛はありません……！」

　ヴィオーレは慌てつつ、やや意味不明な言い訳を始める。

　リュカは別にヴィオーレと妙な関係になったわけではない。ただ、彼女のほうが自然と仕事でリュカをあてにするようになったのだ。

　仲間と連携が取れれば、仕事もやりやすくなるし、さらに稼げる。リュカとしては、ヴィオーレの好意らしきものを拒否する理由はなかった。

「いえ、そうではありません！　姫様もいらっしゃるなら、ちょうどよかった！　ああ、これいただきます！」

　ヴィオーレはリュカが用意した果実水を取って、一息で飲み干す。

「ふぁっ……例の騎士です！　皇こう都とから来た六ろく晶しようの騎士です！　遂に奴が動き出したんです！」

「ん？　どうして騎士なんか調べてんの？　あたし、そんな話は聞いてないけど」

「そ、それは……」

「俺がヴィオに頼んだんだ。皇都から騎士が派遣されてくるなんて、いかにも怪しいだろ。グランノワールには駐屯してる騎士たちもいるし、近くの街にもいるはず。なんでわざわざ遠い皇都から来るんだ？」

　皇都からグランノワールまでの道のりは長く険しく、馬でも一ひと月つき以上はかかる。

「そう言われると……」

　ジュジュは、あっさり納得する。

　リュカが今言ったことは噓うそではないが、他の理由もある。

　どうも、あのヴァレリーという騎士の態度には違和感がつきまとう。

　いきなり斬りつけてきたことはもちろん、ユーノへの接し方も不自然だった。見た目どおりの礼儀正しい男などではないだろう。

「それで、ヴィオ。ヴァレリーがなにを始めたんだ？」

「始めたんじゃない。もうとっくに始めてたんだ。あいつらは、街の近くに練れん兵ぺい場じようをつくってたが──あれは違う。奴らは、探してたんだ」

「探してたって……なにをだ？」

「墓だ。ラウル・エベストの墓──」

「…………っ!?」

　リュカは、驚きを隠しきれなかった。思わず、ジュジュと目を見合わせてしまう。

「ああ、これはどうでもいいな。ラウル・エベストの墓があること自体はどうでもいい」

「そ……そうだな」

　ヴィオーレはリュカとジュジュの動揺に気づかなかったようだ。

　確かに、ヴィオーレの言うとおり、ラウルの墓があっても驚くようなことではない。

　それに、納得もできる。子孫であるユーノがこの街にいるのは、グランノワールがラウルの終しゆう焉えんの地だからなのだろう。

「その墓に──ラウルとともに眠っているらしい」

「だから、なにがよ！　ヴィオーレ、もったいぶらないでよ！　あたしの気の短さ、ナメてんの!?」

「あ、すみません……奴の剣です！　リュカ・クラージュが魔王様を討った、あの宝剣です！　あれがラウルの墓に収められているんです！」

「それって……宝剣ジュライユーズ……？」

　ジュジュが小さくつぶやき──リュカは目を見開いた。

　まさか、こんなところでかつての愛剣の名を聞くとは──







「これが、あの汚れた英雄──ラウル・エベストの墓ですか」

　騎士ヴァレリーの前には、斜めに傾いた木の墓標が立っている。

　墓標はなかば朽ちかけているが、かすかに刻まれた名前が読める。

　かつて大英雄とともに魔王と戦った、最強の剣士。

　戦後は色と酒に溺れ、その名を汚して世を去った哀れな男。

　死因はよくわかっていないが、まだ三十二歳の若さで死んだらしい。

　ラウルには大勢の子がいたものの、正式な妻はいなかった。遺体を引き取ったのはクラージュ流で、彼らはラウルの存在を恥と見ていたのか、隠すようにして墓をつくった。

　グランノワールのそばには、魔王城攻略の橋きよう頭とう堡ほだった時代の墓地があった。

　かつて砦とりでから旅立ち、魔王軍と戦った冒険者たちの墓だ。冒険者が為政者によって貶おとしめられたため、その墓地も放置されてしまった。

「まったく、こんなわかりにくいところに……」

　ヴァレリーは苦笑して、肩をすくめる。

　忘れられた墓地の片隅、まるで目立たない場所になかば埋もれるようにして、地下へと続く階段があった。

　地下空間を掘り進め、ラウルの墓を発見したのは昨日のことだ。

　あたりは完全に掘り返され、地下につくられたラウルの墓は剝むき出しになっている。

　本来なら、誰にも見つけられることなく、完全に忘れられるはずだったのだろう。

　だが──

　数ヶ月前、皇都のクラージュ流道場で、ラウルを葬った者たちの書きつけが発見された。

　その書きつけには、とある情報が書かれており、回り回って皇おうの目に触れることとなった。

　稀き代たいの大英雄リュカ・クラージュが使った地上最強の剣、ジュライユーズ。

　魔王討伐後に失われたはずのその宝剣が、ラウルとともに葬られているらしい。

　皇は即座に、六晶の騎士であるヴァレリーに命令を下した。ただちにラウルの墓を見つけ出せ、と。

　ヴァレリーは書きつけの内容をもとに、古い墓地を柵で囲み、練兵場を偽装しつつ、ラウルの墓の発掘を始めた。

　墓が地下に隠されていることもわかっていた。ラウルの墓を破壊してしまうわけにもいかず、数百人の兵を動員して、広い墓地を少しずつ慎重に掘り返していき──

「やっと見つけたと思ったらこれですよ。さあ、どうします？」

「それを決めるのがあなたの仕事です、ヴァレリー様」

　ヴァレリーの背後に控えていた女騎士が、冷たい声で言った。

　彼女の名はマリー＝セシル。ヴァレリーの副官である。赤みがかった美しい髪と、皇都でも珍しい[image: ]眼鏡[image: ]をかけた若い女性だ。

　美人なのだが、常に冷酷な態度を崩さず、騎士や兵士たちに恐れられている。

「はは、マリー＝セシルはキツイですね。ただ、これは困りましたよ」

　ラウルの墓を掘り返すのが、ヴァレリーに下された命令だ。ただ、どうやらそれは簡単ではないらしい。

「それに──他にも面倒があるようですね」

「寝言ですか、ヴァレリー様？」

　美しき副官は、また冷たく言った。

　ヴァレリーは苦笑する。彼女は──いや、周りにいる騎士たちは、誰も気づいていないらしい。全員が、皇都から連れてきた者たちだ。だから、わからないのだろう。

　ここは街外れとはいえ、グランノワールからそう離れていない。

　あの街はかすかな異変も見逃さない、抜け目なく凶暴な者たちの巣そう窟くつなのだ。

　グランノワールで育ったヴァレリーだけが、あの街の恐ろしさを知っている──







「ほー、ラウルの墓が見つかったのかよー。で、なんだっけ？　ジュ、ジュラ……なんとかは？」

「なぜかはわかりませんが、まだ確保できてないようです」

　ジャッコは、白銀街エルジエンのとある住宅の一室にいる。ごくささやかな平屋の建物で、彼の仕事仲間の自宅だ。

　今夜は誘いを受けて食事中だったのだが、そこに部下が報告を持ってきたのだ。

　古い墓地を掘り返している兵士の中に数人、バルバールの息がかかった者たちがいて、彼らは六晶の騎士の動向を見張っている。

　ヴァレリーはグランノワールの治安回復のために街に来たと思われていた。どうやら事はそう単純ではないらしいが──

「わからないー？　そいつを調べんのがてめーの仕事だろーよ！」

「ひっ……！」

　ジャッコが立ち上がりかけて、部下が怯えた表情を浮かべたが──食卓を挟んでジャッコの前に座っていた男が手を挙げて制した。

「……ちっ。とっとと調べてこい。今度、寝ぼけた報告したら、アゴが外れる程度じゃ済まねーぞ」

「は、はいっ！」

　部下が逃げるようにして、部屋を出て行く。

「まーったく、どいつもこいつも使えねー。ヴァレリーって野郎も若わけぇくせに用心深くて面倒くせぇみたいだな」

「ジャッコ、君が使えるかどうかも私は疑っているがね。部下が使えないのは、君の責任だよ」

　正面に座っている男が静かに言った。ジャッコは、わずかに眉を動かしただけだった。

「まあ、いい。君が直々に動けば済むことだね。期待しているよ」

「その場合、騎士を──セリュジールを敵に回すことになるけど、いいのかよー？」

「我々の仕事は、冒険者の時代からなにも変わらない。相手が怪物から人間に変わったというだけのこと。私が許可する、邪魔する者は誰であろうと──殺せ」

　男は、なんでもないことのように言い、肉を口に運び、ワインを飲んだ。

「ありがてえ、久しぶりに派手に暴れられそうだ。あの騎士様、骨があるといいがなー」

　ジャッコは嬉うれしそうに言い、食事を続ける。

　彼らにとっては、当たり前の──ごくありふれた仕事の話だ。特に気負う必要もない。

　皇こう都とから来た若き騎士の死は、既に彼らにとって確定したものとなったのだ。







　──薄暗い廊下を、六人の男女が駆けている。

　窓の外に見える空は黒い雲が重く垂れ込め、時折雷鳴が響いてくる。

　廊下のあちこちに燭しよく台だいが置かれ、あたりは決して暗くはない。だが、瘴しよう気きとも言うべき禍まが々まがしい空気が満ち、まるで世界の終わりのような不気味な光景だった。

　ここは魔王城──ごく単純にそう呼ばれ、この世でもっとも恐るべき存在が鎮座する、地上の地獄である。

「来るぞ、ラウル！　ぶちかましてやれ！」

「任せろ、リュカ！」

　先頭を走っていた二人の少年が声を掛け合い、同時に抜ばつ剣けんする。廊下の先で、天井まで届くような巨体の怪物が待ち構えているのだ。

　全体は、どこか牛に似ている。二本の長い角に、赤く輝く瞳、大きく裂けた口に、蝙蝠こうもりのような巨大な翼。

　アークデーモンと呼ばれる上級悪魔である。並みの人間では、彼の前に立つだけで魂を奪われるほどの強大な力を持っている。

　だが、六人はまるで怯ひるみもしない。先頭の二人は剣を構え、丸太のような腕を振るってくるアークデーモンに斬りかかる。

「おおおおおおおおおっ！」

　リュカと呼ばれた黒髪の少年が叫びながら、アークデーモンの角を一本、斬り落とす。同時に、ラウルという金髪の少年が、明らかに剣の全長よりも太い右脚を切断した。

「ガアァァァッ！」

　アークデーモンは絶叫を上げ、リュカの胸を鋭い爪で深くえぐった。ぱっと鮮血が飛び散り、リュカの身体からだが吹き飛ばされる。

「リュカぁっ！　ちくしょう、させるかぁぁぁっ！」

　ラウルは手にした大剣を振るい、リュカにトドメを刺そうとしたアークデーモンの爪を受け止める。

　同時に、背後から飛んできた火球がアークデーモンの顔面に命中し、さらに二本の矢が二つの赤い瞳を正確に射抜いた。

　後方に控えていた魔法使いと狩人かりゆうどの二人による援護だ。アークデーモンが悶もだえている間に、盗賊が素早くリュカのもとに滑り込み、彼の身体を抱えて後ろへ下がる。

　駆け寄ってきた神官が杖つえをかざし、リュカの胸をえぐった傷に回復魔法をかける。

　リュカは即死しても不思議はないほどの深ふか傷でを負いながらも、攻撃をくらったのと同時にみずからに回復魔法をかけていた。

　既に出血が止まっていた傷が、神官の魔法でたちまち塞がる。

「……っと、危なかった。ここまで来て魔王と対面する前に死ねないよな」

　リュカは神官に笑いかけると、剣を握り直して再び駆け出した。

　前線では、ラウルが仲間の援護を受けながらアークデーモンの攻撃を防いでいる。

「あんまりこいつの力に頼りたくないんだけどな。腕が鈍にぶりそうだ。ま、贅ぜい沢たくは……言えないか！」

　リュカは手にした長剣を高く掲げる。その刃が、まるで太陽のような輝きに包まれる。

「行こうか、宝剣ジュライユーズ！　おまえの力をよこせぇぇぇぇっ！」

　リュカは長剣を高く構えながら跳躍する。その刃の輝きが、アークデーモンの邪悪な顔をまぶしく照らした。







「……リュカ、リュカ……起きて、リュカ！」

「んん……？」

　リュカが目を覚ますと、すぐそばにユーノの整った顔があった。

　なぜか怒ったような表情で、リュカの肩をがしりと摑つかんでいる。

「朝……？　なんで朝からユーノがいるんだ？」

　陽ひの光の加減で、それもまだ早朝だというのがわかる。丘の上の城館に住むユーノが、なぜ道場にいるのか。

「こっちこそ訊ききたいわ。なんで、稽古場で寝てるの？」

「あれっ？」

　リュカは、ようやく自分が稽古場に寝転がっていることに気づいた。すぐそばに、木剣が一本落ちている。

「ああ、そうか。素振りしてるうちに気絶しちゃったのか」

「気絶するまで素振りしてたの!?」

　ユーノが、ぎょっとした顔をする。

「そういえば、昔はよくこんなことあったなあ。ラウルと二人で倒れるまで──」

「ラウル？」

「いや、アウルだよ。故郷で一緒に剣を学んだ友達で」

　リュカは慌てずにごまかす。ユーノは自分の聞き間違いだと思ったのか、すぐに納得してくれたようだ。

　体力の限界まで稽古したのは、いったい何年ぶりか。

　魔王討伐の旅に出てからは、実戦ばかりで、木剣を振り回すこともなかった。

　こんなに熱心に稽古をしてしまったのは、かつての愛剣の名を聞いたからだろうか。

　とりあえず、ヴァレリーとジュライユーズの件については、もっと詳しい情報を集めることになり、セイターンの団員たちが街の内外に散っている。

　こんなとき、二重生活で行動が制限されるリュカはまともに動けないのが痛いところだ。

「それで、ユーノはなんでここに？　また脱走か？」

「…………しばらく道場で寝泊まりしようかしら」

「君の世話までするとなると、ノエルが働きすぎで倒れるな……」

「わたし、そんなに世話が焼けて鬱陶しい女なの!?」

　ユーノはリュカの襟首を摑んで、がくがくと揺さぶってくる。

「じょ、冗談だよ。それより、本当にどうかしたのか？」

「もうずっと家が騒がしいのよ。ヴァレリーが来てから。でもなんだか、わたしは家の中に居場所がない感じ……実は前からなんだけど」

　ユーノは、リュカから手を放して顔を伏せてしまう。

「いえ、わたしのほうがほとんど家にいなかったり、お父とう様さまに何度叱られても道場に通ったりしてたから、自業自得なのよね」

　かと思えば、無理矢理に笑みを浮かべてまくし立ててきた。

「……あの騎士様がなにか関係あるのか？　あいつは、街外れの練れん兵ぺい場じように籠もってるって噂うわさを聞いたよ」

「ああ、そういえばリュカには話してなかったわね。うーん……まあ、いいか。ヴァレリーはね、ナディアと婚約するのよ」

「えっ!?」

　リュカは、思わずひっくり返ったような声を出してしまう。

「あのとんでもないお嬢様と？　それはちょっと、あの騎士様が気の毒な……」

「……一応、妹なのよね、あの子」

「あ、ああ。そうだった。悪い、悪い」

　複雑そうな顔をするユーノに、リュカは頭を下げた。

「いいけどね。婚約の準備で、家族も使用人も忙しいのよ」

「貴族の婚約ともなれば、面倒が多いんだろうな。でも、あの二人が……」

「元々、ヴァレリーはグランノワール家の養子になるって話もあったくらいなの。ナディアと結婚するっていうのは突飛な話でもないわ」

「……結婚相手は君じゃなくて、妹さんなんだな」

「わたしは不肖の娘ですから」

　くすり、とユーノは笑う。

「ヴァレリーとは兄妹みたいなものだしね。結婚なんて言われても困るわ。それに──」

「……あの騎士様となにかあったのか？」

　リュカは、ためらいつつも質問する。

　ヴァレリーは三年ほど前にグランノワールを出たらしいから、ユーノとの思い出の大半は子供の頃のものだろう。

　人に言えないような経緯があったとは考えにくいが……。

「リュカ、あなたの本気が見たいわ」

　ユーノは唐突に言うと、腰に差していた小剣をすらりと抜いた。彼女が真剣を構えるところを見るのは、初めて会ったとき以来だ。

　ユーノの剣が朝日を受けてきらりと光る。リュカはほとんど反射的に後ろに跳び、東あずま屋やに二本だけ置かれている訓練用の真剣を手に取った。

　クラージュ流では基本的に木剣しか使わないが、皆かい伝でんに達した者は訓練でも真剣を使用する。といっても、刃を潰して斬れなくしている刃は引びきの剣だ。

「おいおい、本当にどうしたんだ、ユーノ！」

「言ったはずよ、本気が見たいって！」

　ユーノは滑るように踏み込み、小剣を横に振るう。銀色の閃光が走り、リュカの首筋をかすめていく。

　ユーノは止まらずにさらに剣を振ってくる。軽やかに舞い、最短の軌道で急所を的確に狙っている。

　これは──リュカは、目を瞠みはった。この数ヶ月でユーノとは何度か木剣で手合わせしているが、今は動きがまるで違う。

　爪先だけを地面に着け、くるくると回りながら斬ざん撃げきを放っている。隙だらけに見えて、実に無駄のない動きだった。

「はあぁぁぁっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、ユーノが全体重を乗せ、リュカの首筋を狙った斬撃を放つ。銀色の光が弧を描き、空気を斬り裂く音が響いた。

　ガキン、と甲高い音が鳴ってリュカが握った剣が弾かれる。体勢を崩しそうになりつつも、リュカはかろうじて構えを取り直してユーノを牽けん制せいする。

「これが君の本気ってわけか、ユーノ。よく隠し通したもんだなあ」

「邪道とは言わないでね。あくまでクラージュ流を基礎にした体術よ。これでも女の子だから、力と体重が足りないの。軽さを最大限に活いかした立ち回りと、剣の重さと遠心力を利用した斬撃──これが本当の、剣士ユーノよ」

「……邪道なんて言わないさ。昔、似たような動きをしてたクラージュ流剣士を知ってる。彼女は[image: ]白華の舞スノウ・ダンス[image: ]なんて呼んでたな」

　リュカは、ユーノの目をまっすぐ見つめて言った。

　ユーノに似ていたのは、正確にはエンシェン流剣術の剣士。

　ユーノと同じ顔をした、ラウル・エベストの姉であるカチュア・エベスト。

　彼女もまた力と重さに欠ける我が身を補うために、流派の体術を改良したのだ。ユーノも、先祖と言えるカチュアと同じ考えに至ったようだ。

「だから、俺にはわかる。この動きは、昨日今日身につけたものじゃないよな。いったい、いつその境地に達した？」

「いい名前ね。わたしも、その名を使わせてもらうわ。でも、同じことを考える人がいたのね。思いついたのは、まだ十歳になる前。形になったのは二年後くらいかしら」

「なるほど、そりゃ凄すごい。ユーノ、君は──まぎれもない天才だ。クラージュ流を背負って立つ存在にだってなれる」

　リュカは心からの賞賛をユーノに贈る。

　カチュアが同じ体術を開発したのも、十二歳くらいの頃だった。だが、カチュアとは条件が違う。

　今は、魔王討伐の時代ではないのだ。魔王を倒して混乱の時代を終わらせるという目的意識を持っていたカチュアとは違う。

　ユーノは、ただ強くなるためだけにあの剣術を生み出したのだろう。それは並みの才能では成し遂げられない奇跡だ。

「同じようなことをヴァレリーにも言われたわ」

「……君の剣をヴァレリーにも見せたのか。いったい、いつ？」

「ヴァレリーがグランノワールを出る直前よ。わたしが十二、ヴァレリーが二十二歳のときだったわ」

「それで、ヴァレリーに勝った……とか？」

「まさか、いくらなんでもそれはないわ。わたし、子供だったのよ？」

　今もまだ法的には子供であるユーノが、くすくすと笑う。

「ただ……わたしの剣を見て、ヴァレリーはさっきのリュカと同じことを言ったの。天才だってね。そのあと、グランノワールを出るまで、ろくに口もきいてくれなかったわ。勝手にクラージュ流を改良したのが気に入らなかったのかもね。ヴァレリーは、クラージュ流の剣にすべてを懸けてるような人だから」

「……どうかな」

　リュカは、ヴァレリーをまだよく知らない。彼がユーノのあまりに凄すさまじい才能を目撃してなにを思ったのかなど、推測できない。

　そうか、と一つ気づいた。ユーノがヴァレリーと再会したときに態度が妙だったのは、白華の舞を見せたことをまだ気にしていたせいなのだろう。

「でも、わたしの本気でも──白華の舞でもリュカには届かない。本気を出させることすら、できないみたいね」

「俺より君のほうが強いのなら、ユーノが師範になればいい。それに……さっきも言っただろ。似たような剣を使う人がいたって。どうも俺は、君やその人の剣が苦手らしい」

「……えーと、その人って、女の人よね？　リュカと……どういう関係？」

　ユーノが、わずかに頰を染めながら言う。

「憧れの人、だった。でも、今はもうわからないな。なんせ、遠い昔のことだからな」

　そう、もうずっと昔のことだ。カチュア・エベストは百年も前にいなくなった人間だ。

　カチュアは不肖の弟と違い、なにも残さずに去っていった。もう彼女の名を知る者もこの世にいないだろう。リュカ一人を除いて。

「昔のこと、なのね。わたしもその人に会ってみたかったわ」

　ユーノは小剣を鞘に収めると、うっすらと笑った。

　それから、くるりとリュカに背を向けた。

　ユーノは、数歩進んでから──

「リュカ、わたしもあなたみたいな英雄になりたかった」

「…………っ!?」

　驚くリュカの前で、ユーノは小走りに駆け出して姿を消してしまう。

　リュカはなぜか彼女を追いかけられなかった。

　英雄──まさか、ユーノはリュカの正体に気づいたのだろうか？　それとも、深い意味はない言葉だったのか？

　リュカはなんの答えも出せないまま、ただ立ち尽くしていた。







　ユーノは道場を飛び出し、短いスカートを翻しながら走っている。

　他に行く当てもなかったが、道場に足を運んだのは失敗だったかもしれない。

　別に、ヴァレリーとの過去や、ナディアの婚約のことなどもうどうでもいい。

　ただ、リュカに自分の本当の剣を見せたことや──彼の正体を疑っていることを話してしまうとは。

　リュカ・クラージュ。彼と出会ってからもう何ヶ月が経たっただろう。

　初めて会ったときから、どこか普通とは違っていたが──時間を重ねるごとに、彼への疑いは濃くなる一方だった。

　ただの同姓同名？　まさか！

　ユーノは、思わず笑ってしまいそうになる。

　何度かリュカとは剣を交えてきた。そして、思い知ったのは[image: ]実は優秀であるがその強さを隠してきた[image: ]というみずからの思い込みの幼稚さ。

　ヴァレリーとの立ち合いのあと、彼が態度を変えてしまったことが衝撃で、そのあとは本来の剣けん技ぎをひたすら隠してきた。

　だが、決して見せないと誓った剣技も、リュカにはまるで届かない。

　ユーノの剣には、隠すほどの価値はなかったのだ。

　リュカは──強いなどという次元ではない。未熟な自分にも、それくらいのことはわかっている。

　強い、強い強い強い強い強い強い強い強い──強い！

　さっきの立ち合いは、実は本気だった。老熟竜エルダードラゴンでさえも一刀で斬り伏せるほどの一撃だと思った。

　だが、その必殺の一刀さえもリュカの剣を弾くのが精一杯だった。彼は驚いてはいたが、まるで焦った様子すらなかった。

　さっきの立ち合いが、ユーノの中にぼんやりとあった疑問を形にしてしまったのだ。

　あれほどの力を持ち、かつての大英雄と同じ名前。

　これを偶然だと考えるのは、あまりに都合がよすぎではないか？

　むしろ、自分の前にいるのがかつての大英雄、リュカ・クラージュ本人だと考えたほうがしっくりくる。

「それこそまさか……だけど」

　リュカ・クラージュは百年も前に魔王を討ち、彼自身も滅んだ。

　他でもない、リュカの仲間であり、生還した五人の英雄が語った話だ。

　その話を疑う者などいない。少なくとも、百年も経った今を生きるユーノには、疑う根拠があるはずもない。

　普通に考えれば、ユーノが大切な道場の師範に据えた少年が、伝説の大英雄ということはないだろう。

　人は百年も生きられないし、不老でもない。

　可能性としては、リュカは大英雄の子孫で、名を継いでいるというところだろうか。

　偉大な祖先の名を継ぐ、というのはどの国でも珍しくない。

　しかし、その推測にもユーノには違和感がある。あの少年は、やはり本物の──

「綺き麗れいな女の子が、そんな真剣な顔をして往来を走るものじゃないですよ。周りの人たちが、想像をたくましくしてしまいます」

「…………っ！」

　そんな戯ざれ言ごととともに、何者かがユーノの手首を摑つかんできた。

「え……？　あ、あれ？　ヴァレリー？」

　そこには、笑みを浮かべるヴァレリーの姿があった。がっしりとユーノの手首を摑んでいる。

「ええ、君を迎えに来たんです。三み月つきほど予定が繰り上がりましたが……やむを得ない」

「……なに？　予定って？」

「もちろん君の誕生日です。その日に、君を驚かせるつもりだったんですけど、予定外のことが起こりましてね」

　ヴァレリーは、ぐいっとユーノの手を引っ張ってくる。

　ユーノにはなぜか、彼が浮かべている笑みがひどく不快だった。摑まれている手首のあたりにざわざわと鳥肌が立っている。

「一緒に来てもらいますよ、ユーノ・ヴィクトワール・ドゥ・マグノリア。いえ──」

　ヴァレリーは、ユーノに顔を寄せ──

「ユーノ・カチュアリア・エベスト。今日から、本来の名を名乗るといい」

「…………!?」

　ユーノはヴァレリーの手を振りほどくことはできず──

　突然に告げられた名が、彼女の心を嵐に舞う葉のように揺らしていく。







[image: ]




　リュカはまだ、道場の稽古場にいた。

　もう朝日もだいぶ昇ってきている。そろそろノエルが起きてくるだろう。

　ユーノにはもう追いつけない。いや、彼女の言葉を気にする必要はないとは思う。

　ユーノが自分の正体を疑うことで、距離が空くならそれもいい。

　彼女の借金を返しきるまで、自分が重ねている罪を知られるわけにはいかないのだ。

　もしもユーノが真実を知れば、リュカが人を殺し、悪を為なして手に入れた金で自由を得ようとは思わないだろう。

「時間は……もうない」

　リュカは、ぼそりとつぶやいた。

　ユーノが奴隷とされるまで、あと三月しかない。

　リュカは元から、期限ギリギリまで凶きよう剣けんを続けるつもりはなかった。

　五億ゴールドを手にするか、もしくはそれだけの金額が稼げるメドがつかない限り、どこかで別の方法を模索する必要が出てくる。

　決断するべきときが来たのだろう。このままセイターンで仕事を続けても、五億ゴールドを稼ぐのはほぼ不可能だ。

　だが、セイターンで多くの情報に触れて、五億ゴールドを稼ぐ方法がほとんどないこともわかっている。結局、凶剣ギルドで稼ぐのが、もっとも効率のいい方法だったのだ。

　ただ、五億ゴールドという大金があまりに途方もなさすぎた──

　魔法の契約は厳格で、契約違反が発生すればユーノが命を落とす可能性もある。債権者であるセリュジール皇こう国こくを滅ぼすなどという強行手段は危険すぎるのだ。

　もしユーノが死んでも、ラウルの子孫が他に生きていれば問題はないのだろう。

　おそらく、契約はラウルの子孫に──ユーノに有利なようにはできていない。

　やはり、五億ゴールドを返済するしかないのだ。魔法の契約とは、本当に厄介だ。

「ダガー！」

「……ここではリュカだ」

　突然響いた声にもリュカは驚かなかった。

　稽古場に現れたのは、ジュジュだった。この街の凶剣たちは、突然姿を見せることが多いような気がする。

「時間がないのよ！　動き出しちゃったんだよ！」

「……どっちが？　バルバールも動いてるんじゃなかったか？」

「どっちも！　例の騎士が練れん兵ぺい場じようでなにか始めてるって！　ジャッコも、手下たちを連れてそこに向かってんの！　モタモタしてたくせに、急に動かないでほしいわっ！」

「声が大きい。そんな大事なこと、でかい声で話すな」

　リュカは、母屋おもやのほうに視線を向ける。幸い、ノエルが起きた気配は感じない。

　こんな話を聞いたら、あの心優しい少女は気絶してしまうだろう。

「なにか始めてるっていうのは、具体的になんだ？」

「それがわかれば言ってるっ！　でも、兵士たちを引き上げさせたり、護衛付きで馬車を練兵場に入れたりしてんのよ。怪しいでしょ！」

「……バルバールと戦うのは嫌がってたのに、騎士には喧嘩を売っていいのか？」

「どうするかなんて決めてない！　あたしは、そこまで物は考えない！」

　ジュジュは腰に両手を当てて、偉そうに言い切った。

「でもね──どうせあんたは知らないだろうけど、大英雄リュカ・クラージュが持っていた武器や防具は失われてるの。どこに行ったのか、誰も知らない」

「俺も知らない」

　リュカは、なぜか笑ってしまう。

　魔王城に突入したときには、それまでの冒険で手に入れた装備を身につけていた。

　剣、兜かぶとと鎧よろいと盾。数ヶ月前に目覚めたとき、リュカはそのすべてを失っていたが──

「こういう噂うわさもあったわ。リュカの仲間の五人が、それぞれ武器や防具を預かり、守護してるって」

「……ん？　武器と防具で四つ、俺の仲間は五人だぞ。計算が合わない」

「そんなことまで知るかっ。でも、ジュライユーズがラウルと一緒に埋められてたってことは、ただの噂でもなかったってことでしょ」

「そうか……本当にジュライユーズがある可能性が高いってことか」

　リュカは、まだ握ったままだった真剣を地面に突き刺す。

　今の状況は最悪だ。だが、まだあきらめるには早い。希望は、まだある──

「この剣は、いくらくらいかな？　古いし刃も潰してるし、いいとこ百ゴールドってところか」

「……ジュライユーズなら、比べものにならない値段がつくわ。そうね──五億ゴールドくらい？」

「だったら、ちょっと行ってくるか。親友の墓参りもしたいしな」

　リュカは、ズボンから仮面を取り出し、装着する。

　それから、心の中でノエルに朝食を取れないことと稽古に出られないことを詫わびる。

「あたしも行くわよ。あんた一人を行かせたら、なにをしでかすかわかんないもん」

「……いや、来るな」

「ちょっと！　あたしがボス！　あたしが！　ボスです、よろしく！」

「そうじゃない、ボス。おまえにはやってもらいたいことがある」

　リュカは、わめき散らすジュジュの肩に手を置いた。

「たぶん、ジュジュはやりたがらないような仕事だろう。でも、ジュジュにしか頼めない。君の腕がないと──無理なんだ」

「……なんか、上手いこと丸め込んでボスを働かせようとしてない？」

「気のせいだ。なにより、ジュライユーズを手にするのが優先だってだけだよ」

　噓うそは言っていないが、ジュジュを丸め込んでいるのは事実だ。

　とはいえ、手段を選んでいられる状況でもない。

　ジュライユーズが皇こう都とや、バルバールの本部にでも送り込まれては厄介なことになる。

　今が最大の好機──騎士ヴァレリーと凶剣ジャッコがジュライユーズの奪い合いを始めるなら、その機に乗じればいい。

　もう引き返すことはできない。リュカは、覚悟を決めた。







　六ろく晶しようの騎士ヴァレリーが築いた練兵場は、砦とりでのような外観だ。

　周囲を深い堀と、石を積み上げた塀に囲まれ、内部には木造の建物がいくつかある。

　墓地には大きな石の墓標も多くあり、身を隠すにも最適で、模擬戦にも向いている。

　──という名目で練兵場には墓地も含まれているが、ヴァレリーの目的は兵士の訓練ではなく、墓地そのものだ。

「どうです、ユーノさん。これが君のご先祖様のお墓なんですよ」

　墓地の一角、掘り返された地下に古ぼけた墓があった。

「なぜ、わたしをここに連れてきたの？」

　ユーノは、墓の前に立つヴァレリーを見ないようにして言った。今は、彼の顔を見たくなかった。

　練兵場に来るまでの道中で、ヴァレリーからユーノの出生の秘密を聞かされたからだ。

　グランノワール家とはまったく血の繫つながりがないこと、そしてあの[image: ]汚れた英雄[image: ]ラウル・エベストの子孫であること。

　ただ、自分でも意外ではあるが──ユーノはたいして驚いていなかった。

　あるいは、心のどこかで理解していたのかもしれない。自分がグランノワール家の子ではないことを。

　ヴァレリーとの結婚も、本来であれば長女であるユーノの役割だっただろう。

　単純に、貴族なら歳としの順に嫁に行くのが普通だ。父であるグランノワール公は凡ぼん庸ような男で、意図的に慣習を破るようなことはしない。

　違和感は、幼い頃からずっとあった。それが解消されて、むしろすっきりしたくらいだ。

　薄情な反応であるかもしれない。しかし、グランノワール公やナディアはその事実を知っていたという。

　わたしたちは、家族じゃなかった──ユーノはその残酷な事実を静かに受け止めていた。

　ただ、話がそこまでなら──よかったのに。

「ラウル・エベストがわたしのご先祖様。それはわかったわ。でもまさか、ご先祖様のお墓参りに連れてきたわけじゃないでしょう？」

「それもありますけどね。存分に参ってくれていいですよ。いいえ、どちらかといえば呪いたいですか？」

「……呪うには、あまりに遠すぎる存在ね。今さらそんなことをしても、意味がないわ」

　ユーノは、きっぱりと言い切った。決して強がっているわけではない。

　ヴァレリーからは、もう一つ話を聞かされている。

　ラウル・エベストが残した五億ゴールドもの借金。

　それに、その子孫に課された返済の義務と、具体的な返済方法。

　こちらの話は、控えめにいっても衝撃的だった。まさか自分が莫ばく大だいな借金を背負わされ、我が身をもって利子を返さなければならないとは。

　今日までは街一番の令嬢として育ってきて──三月後には、奴隷の身に落とされる。震えがくるほど恐ろしい話だ。

　だが、元凶であるラウルを呪っても無意味なことくらいわかっている。彼はとっくの昔に目の前にある墓に入っているのだから。

「さすがはユーノさん。先生は、君のもっとも優れた才能は剣の腕前じゃなくて、その心にあるとおっしゃってましたよ。いつも割と騒がしいですが、落ち着くべきときには冷静そのもの。今のようにね──」

「騒がしいとは失礼ね。それより、もっと悔しがったらどうなの？」

「悔しがる？　僕が？」

「あなたはわたしがもっと驚いて、絶望することを期待してたんでしょう？　期待に添えなくて悪いわね。道場では、いつもあなたの期待以上の技を見せてきたけど」

　ユーノは、ヴァレリーへの嫌悪を隠そうとはしない。

　彼がユーノへの悪意をもって真実を明かしたことは確実だ。なぜなら、道中でヴァレリーがユーノの出生を明かしている際に、唇の端に笑みが浮かんでいたからだ。

「少し傷つきましたよ、ユーノさん。君が僕をそんな風に見てたなんてね。でも勘違いですよ。君を絶望させるつもりなんてない」

　ヴァレリーは、ユーノにぐっと顔を寄せてくる。

「君を奴隷として買ったのは──僕なんですよ、ユーノさん」

「…………っ!?」

　ユーノは、わずかに後ずさりする。

　ヴァレリーの目の奥に、狂気のような暗いよどみが見えた。

「一年ほど前に、グランノワールに戻ったことがあったでしょう？　あのとき、ちょうど君の競売オークシヨンが開催されていたのですよ。もっとも、僕の目的は最初からそれだったんですけどね」

「……奴隷がいないと、身の回りのこともできないの？　生活力が足りないわね」

「いいですね、君のそういうところがいい！　そこまで平静を保てるとは！」

　ヴァレリーは心底嬉うれしそうに言った。今にも涙を流さんばかりだ。

「それでこそ、大枚をはたいた甲か斐いがあったというものです。君の競売は白熱してね、長い競せり合いがあったんですよ。結局、奴隷購入の上限額までいってしまいました。三千二百万ゴールドです」

「……だいぶ張り込んだわね。いくら六晶の騎士でも、そんな大金があったの？」

「義父は大貴族で、広大な所領には金山もあるのですよ。彼は財力は既に充分あるので、あとは名誉を求めています。六晶の騎士となった僕は、家に誉ほまれをもたらす存在──ということで、少しばかり甘やかしてもらえてるのですよ」

「本当に、ずいぶんといいご身分になったらしいわね。わたしが言うのもなんだけど」

　グランノワール家は、ラウルとの縁で皇こう国こくからユーノを預けられたらしい。ユーノは貴族の令嬢として育てられたが、本来は高貴な身分でもなんでもなかったのだ。

「おかげで、君を購入することができました。ちなみに、僕と最後まで競り合ったのは、わざわざ皇都から来た初老の貴族ですよ。彼は皇都でも有名な変質者でしてね。奴隷女にしか興奮しないという性癖の持ち主だそうで」

　ヴァレリーはニヤニヤと笑っている。

[image: ]

「十人以上いる子供の母親は全員奴隷。正式な奥方には指一本触れずに屋敷の片隅に放置しているという筋金入りです。よかったですね、あんなのに買われなくて」

「昔は兄のように思ってた人にお金で買われるのと、嫌悪感は大差ないわ」

「ははは、意外な反応ですね。恩に着せるつもりもありませんでしたが。ただ──予定外なことが続いてるので、そのくらいは吞のみ込めますけどね」

　ヴァレリーは、不意に笑みを消すと──

　突然、ラウルの墓標へと手を伸ばした。

　だが、その手が墓に触れる前に青白い火花が弾け──肉が焦げる匂いとともに、煙が上がる。

「……と、ラウルの墓には結界が張られています。墓荒らしを避けるにしては、ちょっと大げさなくらいの強力なやつがね」

　ヴァレリーは、焼けたてのひらをぎゅっと握り締める。

「もったいぶらずに明かせば、この墓には大英雄リュカ・クラージュが持っていたという宝剣ジュライユーズが眠っています。僕の仕事は、それを掘り出して陛下に献上することでね」

「勝手にやればいいでしょう。その仕事も、奴隷がいないとできないの？」

「君がいてくれれば心強いですね。ですが、君はただの奴隷じゃない。いいえ、まだ奴隷ではないですが、予定を繰り上げる必要が出てきたんですよ」

「……奴隷の購入は、厳格に法で決められてるはずよ。いくらお金を積んでも、今のわたしを奴隷にすることはできないわ」

　奴隷、という忌いま々いましい言葉を口にするたびにユーノは身を切られるような痛みを感じた。しかし、ヴァレリーの前で弱みを見せたくない。

「残念ながらそのとおりです。でも、僕には君が必要なんですよ。皇こう軍ぐんの魔法使いを数人呼んで、結界を解除させようとしたんですが結果は失敗。ですが、面白いこともわかりました。このラウルの墓に触れられるのは、ラウルの血を継ぐ者のみなんです。あの大英雄の剣を手にできるのは、君だけなんですよ」

「大英雄……」

　ユーノは、びくりと反応してしまう。[image: ]彼[image: ]の顔が頭をよぎったのだ。

「そういうわけで、あまり気持ちのいい作業ではないでしょうが、ラウルの墓を掘り返し、宝剣を取り出してもらえますか？」

「馬鹿じゃないの、あなた！　わたしの出生とか奴隷とか、そんな話を聞かされなければ、協力してたかもしれないわ！　でも、今のわたしがあなたに──」

「リュカ・クラージュ。彼を殺します」

「なっ──」

　ヴァレリーは冷徹な顔でユーノを見つめている。

「ついでに、ノエルというメイドも。僕が連れてきた六ろく晶しよう直属の選抜された二百の騎士たちと、グランノワール駐留の三千の兵。僕には彼らを動かす権限があります」

「…………っ！　あ、あなたはそこまで……！」

　ユーノは息を吞んだ。既に、ヴァレリーの異常性は目の当たりにしている。

　必要があれば本当に軍を動かし、リュカたちを殺すだろう。リュカは上手く立ち回れるかもしれないが、ノエルは逃げられない。

「そのお墓を……掘ればいいのね……？」

「いい答えです。ああ、道具くらいは貸しますよ。君の美しい手が土にまみれるのは見たくない」

「……奴隷になったら大事にしてもらえそうね」

「もちろん」

　ヴァレリーは頷うなずき、近くの地面に差してあった円えん匙ぴをユーノに手渡した。

　ユーノは、恐る恐る手をラウルの墓標に近づけ──その手はあっけないほどあっさりと、墓へと触れた。

「本当にわたしって、ラウルの子孫なのね……」

「カチュアリアは[image: ]カチュアを継ぐ者[image: ]という意味です。ラウルの姉がカチュアという名で、彼は自分の血を継ぐ娘にはカチュアリアの名を入れるようにと遺言を残したとか。ずいぶんお姉さんを尊敬していたんでしょうね、ラウルは」

「……わたしはラウルの血と、そのお姉さんの名前を継いでるってわけね」

「カチュアも、優れた剣士だったそうで。彼女も魔王討伐の旅に出たそうですが、途中で記録はぷっつり途絶えてます。いったい、どうなったのでしょうね？」

「……知らないわよ。もういい、さっさと掘るわ」

　ユーノはそう言いつつ、ふと思った。わたしの本当の両親はどうなったのだろう──

　しかし、そんなことを知っても意味はないだろう。少なくとも、この場所では。

　円匙の先を地面に突き刺す。土は柔らかく、簡単に掘れそうだ。

「なるほどな、そんな単純なカラクリだったのかよ。そこに、宝剣があるんだなー！」

　突然、嬉しそうな大声が響いた。

　ヴァレリーのそばに控えていた兵士の一人が、兜かぶとを外し、前に出てきた。

「どなたですか？　失礼ですが、兵士のみなさんの顔は全部は覚えていないもので」

「兵士なんて、それこそ奴隷みたいなものだろーよ。命令一つで命を捨てなきゃいけねーんだからな。よくまあ、そんな仕事につくもんだぜ。変な趣味でもあんのかー？」

　凶きよう剣けんだ、とユーノはすぐに気づいた。グランノワールの住民ならば、凶剣とそうでない者の区別はつく。特に、あの男はわかりやすい部類だ。

　ヴァレリーもまた、同じだ。兵士に化けていた男が何者か、既に気づいているはずだ。

「目当てはジュライユーズですか？　それなら、剣が発掘されるまで待てばよかったのに」

「宝剣がどんな力を持ってるかわかったもんじゃねーだろ？　相手にするなら、宝剣を持った騎士様より、宝剣を持ってない騎士様のほうがいいだろーよ？　なあ、おまえら！」

　突如として、兵士の数人がそばにいた仲間へと剣を振り下ろし、不意討ちの一刀で斬った。悲鳴と血しぶきが上がり、周囲に混乱の声が響く。

　さらに、墓石の死角になって見えないあたりからも、同様の声が聞こえてくる。

「……ラウルの墓もほぼ発掘されたので、兵士の多くは街に帰してしまったのですよね。グランノワール公も街の守りがどうこうと、うるさいですし」

　ヴァレリーは困ったように笑う。

「グランノワールの兵士なんて信用すんなよー。あいつら、あっさり金でなびくぜ？　ま、なびかなけりゃ、人質取って脅せばいいんだけどよー」

「君たちのご先祖の冒険者たちなら、決して取らなかった手段ですね」

「凶剣だぜ、俺たちは。騎士様でも兵士でもなけりゃ、冒険者でもねぇ。他でもない、てめーのご主人様の皇おう様さまが俺たちをつくったんだぜ？」

　そう言った男は、凶剣にしては品のある顔つきだった。ユーノはその顔を知っている。

　バルバールの幹部の一人、ジャッコだ。凶剣は正体を隠している者も多いが、彼は世間で名前を売っている一人で、街でもよく知られている。

　彼は重い鎧よろいも脱ぎ捨てると、近くにいた仲間から巨大な剣を受け取った。

　周りには百人ほどの兵士たちがいるが、全員ジャッコの仲間なのだろう。ユーノとヴァレリーを取り囲むように陣形をつくりつつある。

「あなたは正気ですか？　凶剣ごときが、セリュジール皇国を敵に回そうと？」

「ははっ、元から俺たちゃ国どころか世界の敵さ。それも、おめーらのご主人様が決めてくださったことだろーが」

　ジャッコは、鋼はがねのかたまりのような大剣を軽々と肩に担いだ。

　周囲が殺気に満ちていく。その殺気のすべてが、ユーノの前にいる一人の騎士だけに向けられている。

　大胆不敵なユーノも、さすがに膝が震えた。凶剣が百人も──

「安心しな、お嬢ちゃん。あんたは生かしておいてやるよー。宝剣を掘り出してもらわなきゃならねーしな。そうすりゃ、無事に帰してやるからな」

　ジャッコは、ニヤニヤと下げ卑びた笑みを浮かべている。

　宝剣を掘り出したあとで、ユーノの身がどうなるかは予想がつく。凶剣たちが無事に帰らせてくれると思うほど、楽天的ではない。

「あはは、ユーノさん。君は少し下がっていてください」

　ヴァレリーは、一歩前に出た。その顔には恐れなどかけらもなく、優しげな笑みが浮かんでいる。

「たったこれだけとは──六晶の騎士も甘く見られたものですね！」

　次の瞬間には、ヴァレリーの姿は消えていた。一瞬のうちに、ジャッコの横を通り抜け、一人の兵士を袈け裟さ懸がけにしてしまう。

　真っ赤な血しぶきが舞い上がり、絶叫が響く。ユーノの眼前で、惨劇の幕が開いたのだ。







　それは、一方的な虐殺だった。

　この墓場で短時間のうちに、二度の虐殺が起こっている。

　一度目は凶剣たちによる騎士と兵士の殺害。そして──二度目は、その凶剣たちをたった一人の男が屠ほふり続けている。

「あははははっ、子供の頃はあなたたち凶剣が恐ろしかったですけどね！　こんなに脆もろいとは！　あの頃、あなたたちに怯おびえてた時間を返してほしいくらいです！」

　ヴァレリーは兵士に偽装していた凶剣たちの群れに飛び込み、次々と斬っては、また新たな獲物を求めて走る。

　ただ一本の長剣を手に、凶剣たちと刃を合わせることもなく、一刀で急所を断っている。

　ユーノは、驚きを隠せなかった。凶剣たちも決してザコというわけではない。不意討ちとはいえ、グランノワールの守備兵たちをあっさりと片付けたのだから。

　その兵士たちを、ヴァレリーは易やす々やすと斬り伏せている。ユーノが知っていた頃の彼とはまるで別人だ。

　基礎は、言うまでもなくクラージュ流だ。しかし、ほとんど原形もないほどに独自の太刀たち筋すじ、体術を使っている。

　乱暴で強引で、なにより稚ち拙せつ。だが、風よりも速く岩のように重く──斬ることに微み塵じんのためらいもない。

　人を斬るためだけの剣──いや、人殺しを楽しんでいる剣だ。

　ユーノの白華の舞スノウ・ダンスはまだクラージュ流の形を残しているが、ヴァレリーの剣はまるで別物だ。彼が皇こう都とに旅立って三年、その間にいったいなにがあったのだろう。

「あははははっ！　遅すぎますよ、凶剣さんたち！」

　ズバッ、と鋭い音とともに銀ぎん閃せんが走り、凶剣の首が二つまとめて飛んだ。

「てっ、てめぇぇぇぇっ！」

　巨大な斧おのを振りかぶって、凶剣の一人がヴァレリーに斬りかかる。だがヴァレリーは眉一つ動かさずに長剣で斧の一撃を受け流し、心臓に無慈悲な突きを入れた。

「おっと、失敗。心臓を刺しても即死しないんですよね、人間って」

　ヴァレリーがゆっくり剣を引き抜くと、斧の男は口から血を吐いてどさりと倒れる。

「さあ、どんどん来てください。ためらっていても、時間を無駄にするだけですよ。どうせ全員死ぬんですから。怯えるよりさっさと死んだほうが楽ですよ」

「おっ、おおおお……おおおおおおおおおおおっ！」

　凶剣たちが咆ほう哮こうを上げて、一斉にヴァレリーに襲いかかる。六晶の騎士は、相討ち覚悟で振り下ろされてきた剣や斧を巧みにかわしながら、あざやかに命を終わらせていく。

「どうですか、ユーノさん！　君に見せるために磨いてきた剣けん技ぎは！」

「わ……わたしに？」

　いきなり呼びかけられて、ユーノはぎょっとしてしまう。

「なぜ僕が君を買ったと思ってるんですか！　ただ変態から守るためだけじゃないですよ！　三年前、君が見せてくれた剣技──あれを超えることだけが僕の望みでした！」

　嬉うれしそうに叫びながら、ヴァレリーは次々と凶剣たちの身体からだを両断していく。

「辻つじ斬ぎりなんてやってみたこともありましたがね！　あれは効率が悪い！　通りかかるのは、ゴミクズばかり！　ま、人を殺す練習にはよかったですよ！」

「あ、あの辻斬りはあなただったの……」

　黒鉄街フエイルを震しん撼かんさせたあの事件の犯人が、こんな身近にいたとは。

　思い返せば、辻斬りが起きたのはユーノがヴァレリーに白華の舞を見せた直後だった。

「でも、ようやくです！　ようやく、僕もここまで来られましたよ！」

　ずばっ、とヴァレリーは凶剣の一人の胴を真っ二つに斬り裂いた。

「ずっと楽しみでした！　この鍛え上げた剣技で、君の身体を切り刻む日がね！　ですが、ただ斬っても面白くない！　斬っては治し、斬っては治し、何度も何度も君を斬る！　そのために回復専門の神官も雇ってありますよ！　彼も凶剣ですが、死なない限り治してくれます！　君にはこれから何年も、僕に斬られるだけの人生が待ってるんですよ！」

「イカレてんな、あいつ……斬るために奴隷を買ったのかよ」

　呆ぼう然ぜんとヴァレリーの立ち回りを見ていたジャッコが、ぼそりとつぶやいた。

　この凶剣は常識的な感覚も持っているようだ。ユーノにも信じられない。ヴァレリーは何度も何度も、何年も何年もユーノを斬り続けるために、大金を支払ったのだ。

　まだ、変態から性欲の対象にされるほうがマシかもしれない。ユーノの背中に悪寒が走り、ぶるりと震える。

　ヴァレリーは嬉しそうに笑い声を上げながら、凶剣たちを斬り続け──あちこちの墓石が返り血を浴び、地面には血だまりができて、動く者はいなくなってしまう。

「っと、こんなものですか。もうちょっと歯ごたえがあるかと思いましたが、暗黒時代の冒険者のような強さを求めては高望みですかね」

　ヴァレリーは百人を撫なで斬りにした刃を軽く振って、血を払う。

「残りは一人。ただ、バルバールの幹部ともなれば、利用価値はありそうですね。僕は六ろく晶しようの騎士ではありますが、卑ひ賤せんの身ですので。いろいろと後ろ盾は必要なのですよ。人は剣のみにて生きるにあらずで」

「……うちの妹も後ろ盾の一つなの？」

　ユーノは、からからの喉から声を絞り出すようにして言った。

「ナディアさんはあまりにも奇怪すぎる街の、次の領主様ですからね。彼女は皇国でも屈指の実力者になりますよ。妻としては最高です」

　ヴァレリーには悪びれた様子もない。

「勝手なことを……ぬかしてんじゃねー！」

　と、ジャッコが不意に動いた。大剣を振りかぶって、ヴァレリーに襲いかかる。

「強きよう者しやには勝手を言う資格があるのですよ──」

　ヴァレリーは嘯うそぶいて、軽々とその大剣を細い長剣で弾き飛ばしてしまう。さらに、両腕を数回斬りつけ、腕の動きまで封じた。

「その口もきけないようにしておきましょうか。なに、人質は生きてさえいれば役割は果たせます。もし死んでも……まあ、いいでしょう。バルバール幹部は他にもいます」

　今度はヴァレリーが高く剣を振りかぶる。そして、容赦なく振り下ろし──

「…………っ!?」

　ヴァレリーの顔に浮かんでいた笑みが、一瞬強こわ張ばる。矢のように滑り込んできた人影が、六晶の騎士の斬ざん撃げきを短剣で受け止めていた。

　銀色の仮面をつけた、黒ずくめの男──

　凶剣をたやすく斬殺してきた一撃を、短剣一本で受け止めるなど信じられない。

　男が敵か味方かもわからないというのに──ユーノはなぜか自分がひどく安心していることに気づいた。







　なぜ、ユーノがここに──？

　リュカは驚きのあまり、一度は引き返そうと思ったほどだった。

　墓石の陰に潜んで様子を見守っていたが、事態は急展開を迎えた。

　ジャッコが率いる凶きよう剣けんたちが兵士たちを皆殺しにしたかと思ったら、今度はヴァレリーが一人で凶剣たちを虐殺してしまった。

　ここまではいい。騎士と凶剣の殺し合いなど、存分にやればいいのだ。両者ともにユーノを巻き込む気はないようだから、なおさらだ。

　だが──ジャッコを殺されるのは困る。

　リュカはジャッコを捕とらえて脅し、彼の財産と権限を乗っ取るつもりだったのだ。

　ジュジュに「殺す」と話したのは、セイターンの団員たちはそれくらいの気合いでなければ命を落とすからだ。特に乗せられやすいジュジュには、ちょうどいいくらいだろう。

　それにリュカは、ノエルを傷つけたあの男を簡単に楽にしてやるつもりはなかった。搾り取れるだけ搾り取り、追い詰めてやらなければ気が済まない。

　そして、なにより──

　リュカには、ジャッコをまだ殺せない理由がもう一つあった。だからこそ、ユーノがいるとわかっていても、飛び出さざるを得なかった。

「おや？　いったいどこのどなたですか？　まだ討ち漏らしがあったとは。ずいぶん見事に気配を消していたのですね！」

「…………っ！」

　ヴァレリーが剣を力任せに押し込み、リュカはみずから後ろに跳んだ。

「ああ……その短剣、その身のこなし。セイターンのダガー、というのはあなたですか」

「…………」

　リュカは沈黙したまま答えない。

　声を出しても、仮面の幻術があるのでユーノに正体を見破られる可能性は低いが、別に正体を教えてやる必要もない。

「最近、黒鉄街フエイルを騒がせている凶剣ですね。短剣一本で暴れ回る、かなりの手て練だれだとか……って、あれ？　セイターンはバルバールの傘下だったのですか？」

「うちの手下にこんな仮面の馬鹿はいねーよ。誰だ、こいつ」

　そう言ったジャッコは、両腕をだらりと下げている。ヴァレリーに斬られた腕は、まともに動かないようだ。

「まあ、所属はどうでもいいです。ふふ、あなたは楽しませてくれるんでしょうね？」

「悪いが、おまえを楽しませるつもりはない。わざわざ斬り合いなんてしてられるか」

　リュカは、ちらりと背後の墓石に視線を送った。準備はもう整っている。

「ヴァ、ヴァレリー様！」

「……おやおや、これは」

　ヴァレリーは驚きの声を上げた。墓石の陰から現れたのは、二人の少女だった。

　一人は派手なドレスの少女──ナディア。

　そしてもう一人、ナディアの後ろにいるのはジュジュだ。

　ジュジュは、銃口をナディアの後頭部に当て、片手で彼女を縛り上げた縄の先端を握っている。

「彼女がおまえの婚約者だってことはわかってる。ご覧のとおり、人質ってやつだ。このお嬢様も、ふらふら外を出歩きすぎだな」

「あーあ、これで親子二代でワルモノ決定だ」

　ジュジュが小さくぼやいた。魔王の娘らしくもなく、人質を取るくらいのことが、彼女には受け入れがたいらしい。

　人質という手は単純だが、効果的だ。目的がある以上、常に万全を期さなければならない。リュカには六晶の騎士という未知の存在を相手に手段を選ぶ余裕はなかった。

「別に無理な要求はしない。ただ、この場を去ってくれればいい。彼女は必ず解放する」

「……凶剣との約束を信じろというのですか？」

「俺も好きこのんでグランノワール家の令嬢をどうこうしたいわけじゃない。こっちの目的は宝剣だけだ。とはいえ、そっちが拒否するなら……わかってるよな？」

「なるほど、凶剣らしい。ですが、あなたが凶剣であるように僕も六晶の騎士なのです！」

　ヴァレリーは、目を大きく見開き不敵に笑って──高く高く跳躍した。

　ジュジュのそばまで跳び、降下しながら剣を振りかぶる。

「このぉっ！」

　ジュジュはとっさに銃口を向けたが、ヴァレリーは鋭く手首を返して剣を振るい、二発の銃弾を弾いた。矢をはるかに超える速さで飛ぶ銃弾を、しかも至近距離で防ぐなど、信じがたい神業だった。

「変わった武器ですね！　これも面白いっ……！」

　ヴァレリーは着地すると、横に一直線に剣を振るった。ジュジュの胴を──そして、そのそばにいるナディアをもまとめて薙なぎ払う一撃だった。

「この馬鹿が！」

　リュカは呆然と見てはいなかった。一いつ足そく飛とびに間合いを詰め、短剣でヴァレリーの斬撃を受け流しつつ、ナディアに飛びつき、押し倒すようにして逃れる。

「……彼女はおまえの婚約者じゃないのか、騎士様」

「要するに僕のものということでしょう。斬るも救うも、僕の自由。ナディアさんも別に文句は言いませんよ」

「ヴァ、ヴァレリー様……あなたは……」

　リュカに抱きしめられる形になっているナディアが、がくがくと震えている。

　未来の夫はこう言っているが、妻となるべき少女には違う意見があるようだ。

「ジュジュ、この子は頼んだ。おまえは下がってろ」

「あたしがボス！　偉そうに指示すんなっ！」

　文句を言いつつも、ジュジュはナディアの手を引いて、そばの墓石の陰に移動する。

「ちっ、そう簡単に楽はできないってことか」

「人質に取るの、めっちゃ大変だったっつーの！　この子、暴れ回るし！　魔物でももっとおとなしいよ！」

　ジュジュがリュカの言葉に抗議してくる。しかし、リュカは無情にも聞き流した。

「やるしかない、か……」

　リュカは、ちらりとユーノに目を向けた。彼女もまた、ヴァレリーがナディアごと斬り払おうとした際に飛び出すところだった。リュカがナディアをかばったのは、ユーノに無茶をさせないためでもあった。

「お相手しましょう、セイターンのダガー。楽しみですよ、凶剣の新星──」

「クラージュ流、闇あん夜やの太刀たち──」

　リュカはヴァレリーが微笑ほほえみを浮かべた瞬間、その刹那のうちに彼に肉薄していた。目にも留まらぬ速さで短剣をひらめかせ、空気を斬り裂く音を響かせながら一撃を放つ。

　短剣の先端をかすらせるようにして、ヴァレリーの左目に斬りつける。ぱっと血が舞い、ヴァレリーが小さな悲鳴を上げる。

「くっ……いきなり目を……！　卑ひ怯きような！」

「どれだけぬるい戦いをやってきたんだ、あんたは？　殺せるのは格下の凶剣だけか？」

　リュカは、短剣を構え直しつつ言った。

　刃が通らない強固な皮膚や鱗うろこを持つ魔物との戦いなど日常だった。目や口内などの柔らかい急所を狙うのは、冒険者ならば当然のことだ。

　リュカは今、立ちふさがる相手は魔物と同じと見るようにしている。たとえそれが人間であっても。

「六ろく晶しようの騎士は、陛下に選ばれし最強の六人……！　あなたのような野良犬に！」

「化けの皮が剝がれてるぞ。いたいた、あんたみたいな奴が。冒──凶剣が相手なら、自分よりどれだけ強くても認められない騎士様が。現実よりも根拠のない誇りのほうが大事ってわけだ」

　リュカはまた、冒険者時代を思い出す。しょせん冒険者は流れ者。世界各国の騎士や兵士に侮あなどられることは少なくなかった。

「なにをわかったようなことを！　僕は六晶の騎士、英雄となる者──！」

「英雄なんて、いいものじゃない」

　踏み込んできたヴァレリーの斬撃を、リュカは軽くかわして短剣の刃を浴びせる。

　凶剣たちを易やす々やすと切り刻んできた強力な斬撃も、リュカにはかすりもしなかった。

　銀色の軌跡を描いて雷光のように振り下ろされる剣をリュカはわずかに身体からだを動かすだけで避よけ、隙をついて短剣で肩や胴を斬りつけていく。

　ヴァレリーは全身に傷をいくつも刻まれ、血まみれになり──

「ぐうぅっ……化け物、か……こんな馬鹿な……あんなナイフなどで……」

「あんたはクラージュ流でなにを学んだんだ？　刃の長さなんて関係ない。自分の間合いで戦うこと、相手の間合いで戦わないこと。それになにより──相手より一瞬でも速く剣を振るうこと。大事なのは、その三つだけだ」

　リュカが言っていることは、師の受け売りだ。正確にはエンシェン流の極意だが、クラージュ流も同じだろう。というより、剣術ならばどの流派でも変わりない原則だ。

「この僕を……六晶の騎士を素人扱いですか、凶剣っ！」

「あんたの剣も命の重さは知ってるらしい。ずいぶん殺したみたいだからな。だが──自分の命が重くなりすぎてる。それじゃ、勝てない」

　命を紙くずのように捨てろ、ということではない。

　勝負の代償に己の命を懸ける。いや、剣に命を乗せて振るう──それが、圧倒的な力を持つ魔王に立ち向かう唯一の方法だった。

「黙れ！　黙れ、黙れぇっ！　僕は六晶の騎士ヴァレリー……ラウルの子孫を我が物にし、誰よりも高いところへ、剣の高みへ届く……！」

「…………おまえだったのか」

　リュカは、すぐに気づいた。この男だ、この男が──ユーノを買ったのだ。

　買い手が誰であろうとかまわなかった。どのみち、五億ゴールドを納め、ユーノを救い出すつもりだったのだから。

　だが──リュカの心に怒りが湧いた。この男が、ユーノを苦しませる元凶。

　ユーノを奴隷として、その身も心も自分のものにしようと企たくらんだ──

「僕が負けるはずがない！　ユーノさん、あなたの前で僕の最高の剣を──！」

「あんたの最高は、ラウルに触れることもできないよ」

「だから、なにを知った風な──がっ!?」

　ヴァレリーは最後まで言えなかった。リュカがまるで友人の肩に手を置くかのように無造作に近づいて、その短剣をヴァレリーの心臓へと突き立てたからだ。

　刃は短くとも、心臓に届かせるには充分。どくどくと脈打つ肉のかたまりを貫く感触がリュカの手に伝わってくる。

「あなたは……あなたはいったい誰……なん、ですか……」

「ただの凶きよう剣けんさ」

　リュカが冷たく答えると、ヴァレリーは大きく目を見開き──喀かつ血けつしてどさりと倒れた。

　胸には短剣が突き刺さったままだ。

　殺すつもりはなかった。騎士を殺せば国を敵に回すことにもなる。生かしておけばまだ交渉の余地もあっただろうが──自分の怒りをリュカは止められなかった。

「…………」

　リュカは振り返って、ラウルの墓のそばで立ち尽くしているユーノに目を向ける。ケガなどはしていないようだ。ヴァレリーの死に驚いてはいるらしいが。

　ジュジュもナディアも無事。ついでに、なぜかジャッコもまだ逃げていない。

　とりあえず、終わったようだ──

「…………っ!?　ダガー、後ろっ！」

「なっ!?」

　ジュジュの鋭い声が聞こえ、振り向いたのと同時に、剣けん閃せんが走った。きらめく刃が通り過ぎると──

　ぱきん、と乾いた音を立てて仮面が真っ二つに切断されていた。顔の皮膚にはかすりもせず、仮面だけが斬られている。

　仮面が地面に落下し、即座に姿をくらます幻術も解けてしまう。

「ふ、ふふ……そうか、あなただったのか！　リュカ・クラージュ！」

「……どうなってる？」

　リュカはつぶやいた。彼の目の前で、ヴァレリーが剣を構え直している。

　間違いなく心臓を貫いたはずだった。即死しないまでも、動けるわけがない。しかも剣を振るうなど──

　見ると、短剣は胸に刺さったままだが、全身の傷と──斬り裂いたはずの左目が回復している。魔法を使った気配もなかったというのに。

「……セイターンのダガーってどういうこと？」

　不意に、弱々しい声が聞こえてきた。

　ぺたりとユーノが地面に座り込んでいる。その目はリュカを見つめていて──

「凶剣ってどういうことなの！　リュカっ！」

「……ユーノ」

　そう、ユーノは見てしまった。仮面の下の顔を。

　仮面の下に隠してきた、善人ぶってユーノに優しい声をかけてきた男の顔を。

　決して見られてはならなかった。彼女を傷つけることになるとわかっていたから。

　いや──リュカ自身が見られたくなかったのだ。

　カチュアと同じ顔をした、心優しい少女にだけは知られたくなかった。

　悪党に堕おちてしまった、自分の本当の姿を。







　いつまでも隠し通せるはずもなかった。

　セイターンのダガーとして戦えば戦うほど名は上がり、正体が知られる可能性も上がる。

　それでもかまわなかった。五億ゴールドを稼ぐまで隠しきれたら──

「ユーノさん。あなたを奴隷にした僕、グランノワールの闇を這いずるドブネズミのその少年。僕が言うのもなんですが、あなたの周りにはろくな男がいませんね」

「リュカ、あなたは最初から凶剣だったの……？　いえ、初めて会ったときのあなたは凶剣のことを知りもしなかった……わたしと出会ったあと、凶剣になったのね……？」

　ユーノはヴァレリーの言葉など聞いていないようだ。

　リュカは、仕方なく頷うなずいた。これ以上噓うそを重ねても意味はないだろう。

「どうして、そんな……どうして凶剣なんかにっ！　あなたみたいな人が！　あなたほどの剣士が！　どうしてなの……！」

　リュカは、なにも答えられない。彼女に話すべき言葉が見つからない。

「……あなたの剣は噓をついてたの？　あなたは、罪を──」

「ふざっけんな！　あんたがリュカを責めるな！」

　突然、口を挟んできたのは──ジュジュだった。今にも銃口をユーノに向けそうなほどの敵意を放っている。

「そいつがどんな思いで凶剣になったと思ってんの！　そのクソ真面目な男が、誰のために剣を振るってきたと思ってんの！　あんただけは……そいつを責めちゃいけないんだよ！　あああ、あたしはなんで大っ嫌いな奴をかばってんの！」

「……あなた、誰なの。あなたは関係ないでしょ……わたしとリュカの問題なのよ！　引っ込んでて！　なによ、その馬鹿みたいに派手な服は！」

「なんだとっ！　そっちこそ、おっぱい見せつけるような格好してるくせに！　あたしは、リュカと戦ってきたんだよ！　あんたこそ、なにも知らないくせに！」

「もういい！　ユーノもジュジュも──二人が争うことはないよ。全部、俺のせいだ」

「……かっこつけんな」

　ジュジュは銃を持った手を下げ、すねたように言った。ユーノも目を伏せてしまう。

　なんと言われようと、リュカは二人にぶつかってほしくなかった。

「ユーノ、いろいろ訊ききたいだろうが、ちょっと待ってくれ。先にそっちの男が話があるらしい」

「はは、もういいですか。ですが、こっちに話など……ありませんよ！」

　ヴァレリーが稲妻のように踏み込んできて、ゴオッと剣を振り下ろす。リュカは短剣を手放しているために受うけ太刀だちもできない。わずかに後ろに下がってかわす。

「ただ、僕があなたを斬るだけです！　さっきまでのようにはいきませんよ！」

　ヴァレリーが、なぜか嬉うれしそうにしながら鋭く踏み込み、再び剣を振るってくる。

　リュカは身体をひねって斬ざん撃げきをかわし、距離を取ってヴァレリーに向き直った。

　──これは、どういうことだ？

　リュカは、すぐ前に立って剣を構えている男を凝視する。

　猛烈な違和感──いや、違う。これは既視感だ。

　リュカの心臓がどくどくと高鳴り始める。呼吸が乱れる。冒険の旅に出たばかりの頃でも、戦いの場でここまで心を乱したことはなかったのではないか。

「なんだあいつ？　さっきの荒っぽい剣はどこいったんだ？　ありゃあ、まるで──」

　ジャッコの小さなつぶやきが、妙にはっきりとリュカの耳に届いた。

　そうだ、ジャッコ程度の剣士にもわかるのなら、リュカの勘違いではないだろう。

　ヴァレリーの太刀たち筋すじは、さっきまでとはまったく違う。

　速さも強さも明らかに、飛躍的に増している。

　心臓を刺されているのだから、生きているだけで不思議──いや、異常だというのに。

　さきほどまでとの違いといえば、ヴァレリーの右手の甲に埋め込まれた水晶がまぶしいほど蒼く輝いていることか。

「よくかわしますね！　ですが、いつまで逃げられますか！」

「…………っ！」

　リュカは、止まらずに繰り出されてくるヴァレリーの斬撃をギリギリのところでかわしていく。

　やはり、太刀筋が変わっている。これは、正統派のクラージュ流の剣──

　いや、正確には違う。これはリュカと同じ──エンシェン流の太刀筋。

「まったく、次から次へと……」

　ため息まじりに言い、リュカは大きく後ろに跳んだ。ヴァレリーは踏み込んでこない。

　リュカは気づいた。ヴァレリーも──彼もまた、気づかれたことに気づいたのだろう。

「……もういいだろ。隠すつもりもないなら、さっさと言えよ。自分が誰なのか──」

「さすがだな。あれだけの立ち合いで見抜くとは。ま、付き合いも長いからなあ」

　ヴァレリーの口調が、がらりと変わっている。

　剣を握った手をだらりと下げ、にっこりと笑った。

「ああ、太刀筋を二度も見れば気づく。あれだけ何度も見れば嫌でも確信できる。久しぶりだな──ラウル」

「本当に久しぶりだ──リュカ」

　そう言ったヴァレリーの胸から短剣がずるりと抜け落ち、地面に落ちた。

　同時に、彼の背後でラウル・エベストの墓が爆発するようにして弾け──土煙が上がる。

　風が吹いて土煙が晴れていき、そこには──完全に白骨化した骸むくろが宙に浮かんでいた。

　骸はあぐらをかくような姿勢で、華麗な長剣を両腕で抱くようにしている。

「あいにく、オレの身体からだはこんな有様なんでな。姿形が変わってることは勘弁してくれ」

「はは、確かにだいぶ瘦せたな、ラウル」

　浮かんでいる白骨は、ラウル・エベストのものだろう。そして、抱えている長剣は見間違えようもない。

　かつてリュカがその手にしていた宝剣ジュライユーズだ。

「意外だな、あまり驚いてないじゃねぇか、リュカ」

「魔王討伐の旅じゃ、信じられないことがいくらでも起きたじゃないか。幽霊を見たこともあったよな」

「ああ、あの気味悪い廃はい城じようの亡霊たちか。オレ、実はあの城を出たあとはしばらく夜も眠れなかったんだぜ」

「実は俺もだ。というか、みんなそうだっただろう」

　リュカは、目の前に立つ男に向かって笑ってみせた。

「はは、そうだろうな。なあリュカ、オレはけっこう驚いてるんだ。もうずっとジュライユーズとともに眠ってたっていうのに、突然目覚めてみればおまえがそこにいるし。まあ、だいたい状況はわかってる。ヴァレリーって奴の記憶も共有してるみたいなんでな」

「その蒼あおい水晶だろうな。さっきから、とんでもない魔力を放ってる」

　ヴァレリーは確かに一度死んだのだろう。だが、死んだと同時に水晶にこめられていた魔法が発動し、心臓や目の傷を修復するとともに、ラウルの魂を取り込んだ──

　ラウルの魂が遺い骸がいに取り憑ついたままだったのは、なんらかの魔法か、あるいは宝剣の能力によるものなのか。

「六ろく晶しようの騎士は、おそらく[image: ]器うつわ[image: ]なんだろうよ。かつて魔王を倒した六人の英雄。その魂を受け入れるための──」

「黒幕はセリュジール皇国か？　百年も前の英雄なんかよみがえらせてどうするんだ」

　セリュジールは、魔王の支配圏と境を接していながらも抵抗を続けていた強国だ。

　ジュジュによると、百年経たってその力はさらに増しているらしい。

「皇国がどんな野望を持ってるとしても、今さら俺たちを利用するなんてあり得ないな。俺もラウルも、もうとっくに忘れられた──」

「おまえは忘れられてねぇよ、リュカ。あの頃も今も、おまえは大英雄のままだ」

　ヴァレリーは──いや、ラウルは手にした長剣を軽く振った。

「皇国の思惑なんてどうでもいい。国なんて常にろくなことを考えてないもんさ。今、ここに俺がいること。そこが重要なんだよ、リュカ」

　ラウルは、鋭く──そして悲しげな目をリュカに向けてくる。

「ずっと、魔王の城で眠っていればよかったのに。おまえが蘇そ生せいするかどうかは、分の悪い賭けだった。おまえの傷はあまりにも深すぎたんだよ。オレたちはおまえが目覚めることを期待する一方で、眠ったままでいてくれればいいと思っていた」

「……なぜ？　まさか、名誉を五人で山分けにしたいからじゃないだろう」

　リュカは、五人の仲間たちの性格はよく知っている。特に、同じ村で育ったラウルのことは誰よりも。

「リュカ。目覚めてから、ここに来るまでに何人殺した？」

「…………！」

　息を吞のんだのは、リュカではなくユーノだった。ちらりと彼女を見ると、座り込んだまま、肩を震わせている。

「おまえは、魔王軍に協力して多くの人間の運命を狂わせた悪党でも、決して命は奪わなかった。だが、今はどうだ？　このヴァレリーって奴を殺す必要なんてなかったはずだ。おまえとヴァレリーの力の差は歴然としてる。殺さずに無力化することなんて難しくもねぇはずだ。だがリュカ、おまえは──あっさりと殺しちまった」

「…………」

　そのとおりだ。ヴァレリーは強かったが、リュカには到底及ばなかった。

　ヴァレリーはこの時代では最強の一人だろう。しかし、暗黒時代を生きたリュカから見れば中級の冒険者くらいの腕前でしかない。

　リュカは、奪う必要もない命を奪ってしまったのだ。

「殺したのは、こいつだけじゃないだろう。おまえからは、ひどい血の匂いがする。十や二十でもないよな？」

「…………」

　リュカは、答えられなかった。親友に、自分がどこまで堕おちたか話せるはずもない。

「オレが知る限り、魔王討伐の旅でおまえが殺したのはただ一人──そうだったよな？」

「ああ……」

　リュカは、再びユーノに視線を向ける。

「……リュカ。あなたは、いったい……？」

「もうわかっただろ、ユーノ。俺は百年前に魔王と戦った戦士リュカ・クラージュだ」

「リュカ・クラージュ……まさかと思っていたけど……そうなのね……」

　やはり、ユーノはリュカの正体に感づいていたようだ。さほど驚いた様子もない。

「リュ、リュカ・クラージュ!?　んな馬鹿な！　道場の師範じゃねぇのか!?　大英雄だからって百年も生きるはずが……え？　本当に？　おおおっ、本当なのかぁっ！」

「あの方が、リュカ・クラージュ様？　魔王を倒した英雄だというのですか……？」

　一方で、ジャッコはなにやら感動し、ナディアはぽかんとしている。

　だが、リュカには二人のことなどどうでもいい。

　それより、これ以上は──隠し事を続けることもないだろう。いや、ずっと騙だまし続けてきたユーノに、もうなにも隠していたくなかった。

「そうだ、ユーノ。そして、俺が百年前に殺した唯一の人間は──君の先祖、ラウル・エベストの姉なんだ」

「カチュア・エベスト……？」

　ユーノは、ぼんやりとつぶやいた。彼女が口にした名に、リュカの胸がぎゅっと痛む。

「そうだよ、ユーノ。君とよく似た──俺やラウルにとっては師でもあった人だ」

　リュカは、思い出す。魔王の城でもっとも驚いたのは、魔王と対面したときではない。

　その少し前──魔王の玉座の間へと至る長大な廊下で、なつかしい顔と再会したときだ。







　カチュアは、リュカやラウルより二つ年上。

　兄弟のいなかったリュカにとっても、姉のような存在だった。

　優れた剣士だったカチュアは、リュカたちより二年前に魔王討伐の旅に出た。

　故郷の村では、カチュアが本当に魔王を倒してしまうのではと、大人たちが期待していたものだった。決して大人たちが楽観的だったわけではない。

　カチュアという剣士は、誰の目にも明らかなほど、圧倒的な力量を持っていたのだ。

　その後を追いかけるようにして旅立ったリュカたちは、カチュアの足跡を見つけるのに苦労はしなかった。

　一人で百体の魔物を斬り殺したとか、魔王軍の幹部を強引に仲間にしたとか、常識を大きく外れた行動は、実に彼女らしかった。

　そして、その足跡はあるとき唐突に途絶えた。

　それでもリュカもラウルもあきらめなかった。自分たちが足元にも及ばないほど強かったカチュアが命を落としたなど、考えもしなかったのだ。

　恐ろしく濃密な一年の旅の終着点、魔王の城──

　多くの魔王軍幹部が立ちはだかる城内を突き進み、最後の廊下の突き当たり、玉座の間の扉の前に立っていたのが──他でもないカチュアだった。

　長い金色の髪、わずかな布きれを巻きつけただけの扇情的な服装。

　鞘のない剝むき出しの長剣を手にしたカチュアは、リュカとラウルの姿に気づきつつも、氷のような固い表情を崩さなかった。

「こんなところまで来てしまったのね、ラウル、リュカ。でも──ここは通さない」

　カチュアは、剣の切っ先を迷うことなく向けてきた。

　彼女自身の説明では、カチュアは魔王軍の罠わなにかかり、仲間の一人を人質に取られ、自身は捕えられて魔王の前に引きずり出された。

　そこでカチュアは仲間の命を救うことを条件に、魔王の奴隷とされたのだ。

　それは絶対の魔法の契約で、どうあっても違たがえることはできない。

　魔王は、カチュアの精神を支配することもできただろうが、あくまで心は元の彼女のままに留とどめた。心は変わらないまま、魔王のために死ぬまで戦う奴隷としたのだ。

　リュカたちに剣を向けるカチュアの目には、確かに涙が光っていた──







「俺が、カチュアさんを殺した。あの人はやっぱり強かったけど──こっちには仲間もいたし、俺たちは一年かけて鍛え上げてきたんだからな」

　永遠のように思えた、だが決して長くなかった戦いの果てに、リュカの剣がカチュアの細い身体からだを斬り裂いた。

　カチュアは、なにも語ることなく、静かにその生を終えた──

　それが、リュカ・クラージュにとって初めての殺人だった。

　初めて殺した人間が、剣の師であり、姉代わりであり、初恋の相手だったのだ──

　それでも、リュカには感傷的になることは許されなかった。

　カチュアが守っていた扉の向こうには、最後の敵である魔王が待っていたのだから。

「ユーノ、俺は君が──カチュアさんと同じ顔をした君が、あの人と同じになってしまうなんて許せなかった。奴隷になるなんて……少なくとも、きっかけはそうだった……」

「……リュカ。じゃあ、あなたは……わたしがカチュアって人に似てたから、わたしのために、凶きよう剣けんになって人を……殺して……」

「俺が勝手にやったことだよ。君のためなんていうのも、今となっては怪しく思える。俺はカチュアさんを救えなかった後悔を、少しでも軽くしようとしてたのかもしれない。たぶん、俺は君の不幸を──利用してた」

「…………っ」

　ユーノが、びくりと震える。

　結局、自分が凶剣に堕おちた理由まで説明してしまった。彼女が知りたがっていたとはいえ、話すべきではなかったかもしれないが──

　今、話さなければ[image: ]この後[image: ]があるかどうかもわからない。

　ヴァレリーだけが相手ならば、この苦境も切り抜けられただろう。

　しかし、まさかラウルが復活するとは──この先がどうなるかなど、予想もつかない。

「そうだ、リュカ。結局は、姉さんの死がすべてのきっかけだったんだ」

「……？　カチュアさんが死んだことが、俺が殺したことが、今のこの状況と関係があるのか？　どう考えても、そんなことは──」

「あるんだ、リュカ！　おまえは姉さんを殺した！　おまえの心には穴が空いちまったんだよ！　決して誰にも塞げない穴がな！」

「穴……？　ラウル、おまえなにを言って……？」

「リュカ、魔王に最後の一刀を浴びせたのはおまえだったよな。奴は、やっぱり魔王だよ。魔王はあらかじめ仕込んでやがったんだ。自分を殺した相手への強力な呪いを──！」

「呪い……？」

　リュカは、とたんに身動きできなくなってしまう。突拍子もない話なのに、なぜか──それが真実だと理解できてしまったのだ。

　魔王を殺したあと、城の地下で目覚めるまでの記憶は、まだよみがえっていない。

　だが、以前から気になっていた疑問の答えが、そこにあると気づいたのだ。

「ちょっと待ったっ！　父とう様さまの呪いってなによ!?　仮にも魔王ともあろう者が、そんな見苦しい真似まね……するかもしれないけど、そんな馬鹿な！」

「……おまえ、なに言ってるんだ？　というか、誰なんだ？」

　銃を構えて前に出てきたジュジュに、ラウルが怪け訝げんな顔を向ける。

「あたしは、ジュジュ・ディアーブル！　魔王の娘にして後継者！　そしてセイターンのボスで、リュカのご主人様よ！」

「肩書きの多い女だな。だがオレたちは確かに見たんだ、死んだ魔王の身体から禍まが々まがしい呪いが飛び出してリュカの体内に入り込んだのをな！」

「……父様、意外と粘着質だったのね。タダでは死ななかったか……」

　ジュジュは、今度はあっさり納得したようだった。

「……いつものリュカなら、そんな呪いも跳ね返しただろう。だが、あのときのリュカは重傷を負ってた上に、姉さんを殺して心に隙間があった。そこに、魔王の呪いが入り込んだんだ。だから、オレの仲間たちはリュカに回復の魔法とともに封印の眠りをかけた」

「ラウル、その呪いっていうのは……」

「呪いは、みずからの邪悪な心を植えつけるもの──リュカがよみがえれば、魔王を倒すほどの戦士の肉体に邪悪な心が宿った、最悪の怪物になる可能性があった」

「違う！」

　リュカは、振り絞るようにして言った。

「確かに、魔王の呪いはこの身体に宿ってるのかもしれない」

　ジュジュと初めて会ったとき、身体から溢あふれ出した漆黒の煙。あれこそが、呪いが具現化したものだったのだろう。

　他でもない魔王の血族と出会ったことで、呪いが活性化したのかもしれない。

　ジュジュを襲い、シモンを圧倒し、ナディアにも襲いかかろうとしたのは、おそらく呪いのせいだ。邪悪な衝動がリュカを突き動かしていた。しかし──

「凶剣になったのは自分の意思だ！　手を汚すことも、人殺しも、自分の意思でやったことだ！　誰のせいでもない、魔王のせいでもない！　俺には──やるべきことがある。魔王と戦った頃となにも変わらない。なにも──」

　根拠はある。シモンとの戦いのあとで、あの禍々しい魔力は一度も発現していない。

　リュカは、呪いを抑えつけ、みずからの意思で暗闇へと堕おちたのだ。

「来いっ、我が剣ジュライユーズ！」

　リュカは、さっと右手を掲げた。

　ラウルの骨が抱いていた宝剣が、リュカの声に反応し、飛んでくる。リュカは鞘をしっかりと摑つかみ──すらりと剣を引き抜いた。

　古き神々が、星から落ちてきた鋼はがねを太陽の熱で溶かし、月の冷気で固め、鍛え上げた剣だという。

「……ジュライユーズが抜けるのか、リュカ」

「強きよう靭じんな意志、迷いなき心を持つ者だけが抜ける宝剣──そうだったよな」

　魔王と戦った一団には、リュカとラウルの二人の剣士がいた。手に入れたジュライユーズをどちらが使うか、少しばかり揉もめたのだが──

　結局、ラウルは刀身を鞘から引き抜けず、リュカが使うことに決まったのだ。

「魔王の呪いに操られてる奴が、ジュライユーズを使えるわけがないか……だがリュカ、それでも！　オレはおまえを斬らなければならない！」

「なぜだ……なぜ、俺とおまえが……！」

「おまえは堕おちた身だからだ！　手を汚すことも人を殺すことも厭いとわなくなったおまえを、放ってはおけない！　オレたちはリュカ、おまえを恐れた。恐れてしまった。だから、おまえの武器も鎧よろいもすべてを持ち去り、オレは死してもジュライユーズを守り続けた。おまえの手に渡らないようにな。だが、魂もいつかは朽ちる。そのときのために、子孫に使命を託すつもりだった。それが──まさか、未練がましくもこの身がよみがえるとはな」

「未練じゃない。ラウル、おまえを呼び戻したのは──得体の知れない力だ」

「なんでもいいのさ。そんなことはいいのさ」

　ラウルは、遊ゆう斬ぎりの構えを取った。見慣れた、そして完璧な構えだった。

「呪いのせいじゃないなら、なおさらだ。おまえが自分で自分を汚していくのを放っておけるか！　みずから魔王になる前におまえを斬る！　それがラウル・エベスト最後の仕事だ！」

「…………っ！」

　リュカは、とっさに跳躍した。ラウルが振り下ろした剣は大地を引き裂き、巨大な亀裂をつくりだした。

　さらにラウルは剣を振り続ける。雷鳴のような音が轟とどろき、大気が激しく震え、空間そのものをも断つような斬ざん撃げきだ。

　墓場の墓石がいくつもまとめて斬られ、大地に何度も亀裂が刻まれていく。

「ちょっとぉーっ、こっちも死にそうなんですけど！　父様の仇かたきの内輪もめにめっちゃ巻き込まれてるよ！」

　ジュジュが文句を言いつつも、ナディアを連れて逃げ回っている。

　まだ座り込んだままのユーノには、ラウルの剣は当たっていない。子孫である彼女の安全だけは考えているようだ。

　ラウルは、姉に生き写しのユーノだけは殺せないのだろう。

「どうした、リュカ！　ジュライユーズを使わないのか！」

「…………っ！」

　ラウルの斬撃が、リュカの頰をかすめていった。ぱくりと皮膚が切れ、血が噴き出す。

「……ラウル、一つ訊ききたい。おまえはなぜ、変わってしまったんだ？」

「簡単な話だ。オレが人間だからだ」

　ラウルは、寂しそうに笑うと──

「オレはおまえに姉さんを殺させてしまった。魔王の奴隷に落ちたあの人は殺さなければならなかった。オレがやらなくちゃいけないことだったんだよ。弟のオレがな。だが、おまえに押しつけて、魔王の呪いもおまえだけが受けて、親友をあの暗い地下に押し込めて──それで、オレだけが幸せに栄光の日々を生きていけると思うのか？」

「幸せに──生きてよかったんだ。馬鹿な男だよ、おまえは」

　リュカは、回復魔法は使わなかった。ラウルの剣を前に、魔法を使う余裕などない。

「ラウル、わかっているのか。おまえの過あやまちのせいでユーノが──おまえの子孫がどんな目に遭あっているのか」

「……オレはもう引き返せない。今さら、許しなんて乞わないさ」

　ラウルは、ユーノを一いち瞥べつした。ユーノはただ黙って、先祖の顔を見つめている。

「いいや、せめて許しを乞うべきだ。許されなくても、おまえには自分の馬鹿の後始末をユーノに押しつけた罪がある！」

「だから、もう遅いと言ってる！　オレにできるのは──おまえを斬ることだけだ！」

　さらにラウルは斬撃を続けて放ってくる。もう既にほとんどの墓石が切断され、地面には底も見えないような亀裂があちこちに走っている。

　リュカは、人体を粉こな微み塵じんに砕くほどの攻撃に晒さらされながらも、感動を禁じ得なかった。

　馬鹿のくせに、本当に剣だけは昔のままだ──

「これだ、これなんだよ……！」

　この時代に目覚めて、もっとも驚いたのは剣を持つ者たちのあまりの弱さだ。

　皇国に選ばれた六晶の騎士であるヴァレリーですら、リュカの敵ではなかった。

　平和が生んだ、剣士たちの弱体化──喜ぶべきなのか、リュカにはわからない。

　しかし、ラウルの攻撃はかつてリュカが生きた時代のものだ。極限にまで達したラウルの剣ともなれば、天を裂き、大地を砕く。

　姿形はヴァレリーでも、まさしくラウルの剣だ。もしかすると、この時代ではもう二度とこれほどの剣を見ることはできないかもしれない。

　いつまでも見ていたいくらいだったが──

「ありがとう、ラウル。おまえと本気でやり合う日が来るとは思わなかったよ」

「リュカ……？」

　怪訝な顔をするラウルに、リュカは遊斬の構えを取り、切っ先を向ける。

「汚れようと、堕おちようと、俺の剣は鈍らない。魔物だろうと魔族だろうと、人間だろうと斬るごとに強くなれる。ラウル、おまえは俺のせいで歩みを止めてしまった。でも、俺は歩き続けるよ。血まみれの道を進むことになっても──」

「リュカ……っ！」

　ふうっ、とラウルの気配が消えた。魔王討伐の直前、彼が極めた剣──

　心を無にして放つ必殺の斬撃──[image: ]零ゼロの太刀たち[image: ]だ。この剣を向けられた相手は、自分が斬られたことにすら気づかずに死ぬ。

「ラウル……！」

　リュカもまた、必殺の斬撃を放つ。

　自身の膨大な魔力と、ジュライユーズが秘めた魔力を合わせ、刃から放出される魔力で太た刀ち行ゆきを加速し、最大最速で放たれる、[image: ]無量ムリヨウの太刀たち[image: ]。[image: ]速いほうが勝つ[image: ]というエンシェン流の原則を極め尽くした、零の太刀に匹敵する一撃だ。

　これはよくて相討ち──リュカが、覚悟を決めたその瞬間。

「生きて！　リュカぁっ！」

「…………！」

　カチュアの──いや、ユーノの声が響いた。

　リュカの身体からだの奥底からさらに力が溢れ出し、斬撃を加速させる。目にも留まらないどころではなく、ジュライユーズの刃が音も光も置き去りにして奔はしった。

「…………っ！」

　リュカの剣は、ラウルの身体を斜めに斬り裂き──激しく血しぶきが上がった。

　一方で、ラウルの零の太刀はリュカの肩をわずかに斬ったところで止まっている。

「リュカ……ちっ、剣だけならオレのほうが上だったのにな……」

「馬鹿野郎……やっぱりおまえが上だよ」

　そう、リュカは気づいていた。ラウルの零の太刀は、斬りつけるその直前にわずかに太刀行きが鈍ったことに。

　ラウルは──最後の最後でためらい、リュカを斬れなかったのだ。

「俺は、とっくに迷いを振り切ってる。迷いを捨てて、カチュアさんを斬った。目的のために道を外れた。手段を選ばない奴は、英雄なんかじゃない──ただの凶きよう剣けんだ。迷ってしまったおまえは──今でも英雄だよ、ラウル」

「……すまなかったな、リュカ。結局、おまえを変えてしまったのはオレたちだ」

　ラウルは、うっすらと笑うと。

　そのまま剣を取り落とし、どさりと倒れた。同時に、ラウルの骨も崩れ去ってしまう。

　今度こそ、ラウル・エベストの魂は去っていったのだろう──

「じゃあな……親友」

　リュカの頰に涙が一筋流れた。

　心まで堕おちきってしまえば、涙など流さずに済んだのに。

　リュカ・クラージュは、ただそんなことを思った──







「……やはり、あれが本物のリュカ・クラージュでしたか。不思議な気分ですね」

　赤みがかった髪に、眼鏡の女性がつぶやいた。

　ラウルの墓地からやや離れた場所に転がっている巨石の上に、彼女は立っている。

　ヴァレリーの副官、マリー＝セシルだ。彼女の上官であるヴァレリーが凶剣に殺されたというのに、慌てた様子もない。

「百年も前に死んだはずの、歴史上の人物ですからね。その腕に衰えなし──いえ、それどころか魔王討伐時より研ぎ澄まされていると考えるべきですか」

「たぶんねー。あのラウル・エベストを一刀両断だもんなー。いや、両断はしてないけどさー、いやいや凄すごい凄い。これからは、おちょくるのはやめとこうかなー」

　マリー＝セシルの頭の近くに現れたのは、一体の妖よう精せい──ルンだった。

「ヴァレリー様は、剣の腕だけなら六ろく晶しようの騎士で最強でしたのに。蒼あおの水晶がラウルの魂を引き寄せるまでは、まるで子供扱いでしたね」

「この時代の剣士じゃ、荒すさんだ時代を生き抜いたリュカには勝てないってことだねー。計画の練り直しが必要じゃないかなー」

「それを考えるのは、私の仕事ではありません。事実を姫様にお伝えするだけです」

「あの性格最悪のお姫様にかー。ルンはあまりおすすめしないなー。場合によっちゃ、セリュジールって国が大英雄様に滅ぼされちゃうよー」

「姫様は、そのような些末なことは気になさりません」

　マリー＝セシルは動じた様子もなく言い切った。

　ルンは驚いた顔をしているが、演技だろう。彼女こそ、妖精の身である以上、人間の国の興亡になど興味はないはずだ。

　妖精には信頼も裏切りもない。彼女たちは、ただひたすらに気まぐれなのだ。

「すべては、大英雄リュカ・クラージュ様のために。皇国も、六晶の騎士も、失われた英雄たちも──なにもかもが、あの方と姫様が結ばれるために存在するのです」

「あっはっはー」

　ルンが、心から楽しそうに笑った。

　マリー＝セシルに笑顔はない。彼女もまた、ただの駒。感情は必要ない。

「偉大なる我らが姫、百年王女プランセスの望みはただそれだけなのです──」
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　グランノワール、黒鉄街フエイル。

　まだ昼にもなっていないので、孤独の樹じゆ海かい亭ていは準備中だ。

　とはいえ、店主も店員も夕方近くにならないと店に出てこない。

　がらんとした店のカウンターに、ジュジュが腰掛けている。

「あんだけ苦労して、手に入れたのはこのお店一つか」

　ジュジュは、ため息まじりに言った。

　ラウルの墓での事件から、三み月つきが経過している。

　幸い、ヴァレリーの死は彼の個人的な行動によって、凶剣と揉もめ事になった結果、ということになった。

　セリュジール皇国が大軍をグランノワールに差し向けることもなく、街は以前と変わらぬ平穏を保っている。何事もなさすぎて不気味なくらいだが──

　もっとも、皇国とバルバールの間では取引があったらしい。ジャッコの行動が事件のきっかけであったため、バルバールが大金を国に差し出して、手打ちになったようだ。

　セイターンにも大きな変化はない。今も、仲間たちは街に散らばって仕事中だ。

　そう、彼も──

「あれ、ジュジュか？　仕事はどうしたんだ？」

「人のこと言えるの!?　あたしはボスだからみんなを働かせることが仕事よ！」

　突然、店に入ってきたのはリュカ・クラージュ──ダガーだった。

　彼も、未いまだにセイターンの団員のままなのだ。

「昨日言わなかったか？　私用があるから、仕事は後回しになるって」

「昨日言われたことなんて忘れるから、用があるなら当日に言い直しなさい！」

「偉そうに言うことか？」

　リュカは苦笑し、ジュジュのそばまで歩いてきて、椅子を引き寄せて座った。

「それで……用は終わったの？」

「なんとかな……」

　リュカは、こくりと頷うなずいた。

「それじゃ、今日はもう終わりでいいわ。帰っていいわよ」

「……ジュジュらしくもない。あれだけ働いたのに、根ね城じろ一つ買うのがやっとかって、ずっと騒いでたじゃないか。稼ぎたいんだろ？」

　結局セイターンの手元に残ったのは、一千万ゴールドにも満たない金額だった。

　ジュジュはその金で孤独の樹海亭の経営権を買い取り、二階の宿屋を名実ともにセイターンの団員専用にした。

　もちろん、酒場の利益もセイターンのふところに入るが、微々たるものだ。少なくとも、一度はバルバールと戦うこともあり得た凶剣ギルドの収入としては悲しすぎる金額だ。

「もっちろん、明日から死ぬほど働いてもらう。そういう約束だしね。五億ゴールドなんてケチなことは言わないわ。そうね──あたしの帝国をつくる！」

「……親父おやじと同じことをやる気か？」

「世界征服なんて興味ないわよ。あたしは表に出ずに、黒幕として君臨すんの」

「ああ、そのほうが賢い。おまえは父親より手て強ごわくなるかもな」

　リュカは苦笑してそう言うと、立ち上がって酒場を出て行った。

「…………」

　ジュジュは黙ってその背中を見送る。

　リュカ・クラージュはまぎれもない父の仇かたきだ。いつかは殺さなければならない相手だ。

　だが、今の自分には無理なこともわかっている。

　ジュジュは──魔王の後継者としての力の大半を封印されているからだ。

　魔が滅び、人の世となった世界にまぎれこむためには絶対に必要な処置だった。その封印は、ジュジュ自身でも簡単には破れない。

　あの堕おちた英雄を殺すために、封印を破る日が来るのか。

　ジュジュにはまだ、未来は白紙のままだった。







　グランノワールの中心、領主の城館が建つ丘へと続く道。

　この街でもっとも整えられた道路のそばで、草木が風に揺れている。静かな昼下がりの光景だった。

　緩い登り坂の先に──金髪の少女が立っている。

「ユーノ」

「……リュカ・クラージュ」

　リュカは坂の下で立ち止まり、ユーノを見上げた。金色の髪が風になびいている。

「聞きたくないだろうけど、報告だ。昨日、ようやくすべての手続きが終わった。さすがにバルバールでも五億ゴールドの現金を集めるにはだいぶ時間がかかったな」

「……でしょうね」

　ユーノは、冷たく答えた。

　ヴァレリーを──ラウルを倒したのち、リュカはまだその場にいたジャッコを締め上げ、一つの命令を下した。

　宝剣ジュライユーズをバルバールに買い取らせること。

　値段は五億ゴールド。それ以上でも以下でもない。必ずその値段で買い取ること。

　ジャッコは意外なほどに素直にその命令を聞いた。彼は、セイターンのダガーではなく、大英雄リュカ・クラージュに従うとまで言った。

　ジャッコはバルバールの幹部のままで、リュカに従うことを選んだのだ。大英雄に幻想を持っているようだが、あえてその幻想を砕くこともなく、リュカは彼を部下にした。わざわざ彼の命を助けた甲か斐いもあったというものだ。

　ただし、バルバールとの交渉と現金の用意には時間がかかった。ほぼ三月だ。

　ともに戦った宝剣を金銭に換えることに、ためらいがなかったとは言えない。バルバールは、宝剣をさらに高値で売却するのだろう。ジュライユーズが、金持ちの趣味や投資の対象になってしまうなど──魔王との死闘が汚された気にさえなってしまう。

　だがリュカはすべての感情を押し殺し、ジュライユーズをバルバールに引き渡した。

　セリュジール皇国への返済を実際に行ったのは、なんとナディアだ。

　彼女はグランノワール公の名みよう代だいとして手続きの一切を行い、義姉を縛っていた五億ゴールドのすべてを返済したのだ。

　もっとも、利子の支払いがあった上に諸もろ々もろの手数料もかかってしまい、それまでにセイターンで稼いだ金も大半は使い果たした。その金がなければ返済できなかったのだから、セイターンでの仕事にも大いに意味はあったというわけだ。

「ナディアが館で待ってるわ。行ってあげたら？」

「……いや、その必要はないよ。もうあの子に用はない」

　リュカは、あえて冷酷に言った。

　驚いたことに、ナディアもまた、大英雄リュカ・クラージュに従う道を選んだ。

　正確には、グランノワール家の後継者としてリュカに協力していくつもりらしい。

　婚約者を殺されたことは気にしていないようだ。その婚約者が、自分を殺そうとしたのだから、気に懸けるはずもないが。

　普通に考えれば、ヴァレリーの剣から助けられたことを恩に感じているのだろう。

　しかし、あのお嬢様のことだ。そう見せかけて、リュカを罠わなにかける策略でも巡らせているのかもしれない。油断はできない。

「そんなことより、これだけは言わせてくれ。ユーノ──君は自由だ」

「……わかってるわ。ほら、見て」

　ユーノは、いきなり自分の胸元をはだけた。ほとんど胸があらわになり──そこには、契約の紋章はなかった。跡形もなく消え去っている。

「よかった……」

　リュカはつぶやく。もう、ラウル・エベストの負の遺産に縛られることはない。

　ラウルは去り、借金も綺き麗れいにすべてなくなった。ユーノはどこにでも行けるのだ。

「……わたし、自由がほしいなんて言ってない」

「わかってる。前も言ったよな、俺が勝手にやったことだ。たとえユーノが拒否しても、君の力じゃ俺は止められない。いや、誰にも──止められない」

　リュカは、苦い気持ちを抑え込みながら言った。

　多くの人間を傷つけ、殺し、一度は世を去った親友に二度目の死を与えてしまった。

　自分を大英雄などと思ったことは一度もない。

　しかし、これでは大英雄どころか、魔王の再来への道を歩いているかのようだ。

「俺は君を救いたいと思った。最初は、君がカチュアさんに似ていたから。君を救えば、カチュアさんの魂も救われるような気がしたから」

「……カチュアさんは救われたの？」

「そんなこと、わからないさ。あの人は、自分を殺した俺を憎んでいるかもしれない。俺に救われたいなんて思ってなかったかもしれない」

　カチュアは強く、優しい人だった。だが、リュカも彼女のすべてをわかっていたわけではないだろう。

　恨まれている、などとは思いたくないが──

「いつの間にか、カチュアさんに関係なく、君を助けたいとも思った。君はまっすぐで、夢を持っていたから」

「助けてほしいとも言ってない。わたしの夢は、わたしが叶かなえるわ……」

「ああ、そうだよな。助けられたなんて思わなくていい。今、こうしてここにいて──この一年の戦いのあとに残ったものがなにか、わかったから」

「リュカ……？」

　ユーノは風になびく髪を押さえながら、不審そうな顔をする。

「楽しかった。楽しかったんだ。命を懸けた戦いが。凶きよう剣けんたちとの戦いが、騎士ヴァレリーとの戦いが、ラウルとの戦いが。剣をぶつけ合うたびに、心が躍ってた」

　リュカは、ぐっと拳を握り締める。

「結局、俺はそういう人間なんだ。魔王を倒す旅が、今でも忘れられない。命を懸けたあの戦いの続きを楽しみたいと思っている。世界を救うため、カチュアさんを追うため、ユーノを自由にするため──そんなのは全部噓うそだ。俺は、戦いたいだけなんだ」

「もう、やめて……やめてよ、リュカ……！」

　ユーノは、絞り出すようにして弱々しく言った。その目に、涙がたまっている。

「これからも凶剣を続けるのは……そのためなの？　戦うために、命懸けの冒険を楽しむために？」

「今さら引き返せないしな。セイターンのボスは、帝国をご所望だよ」

「あの派手な女ね……馬鹿じゃないの、馬鹿じゃないのっ！　なにが帝国よ！　どこまで馬鹿をやる気!?　帝国の次はなに!?　本当に魔王にでもなるつもりなの!?」

「それも悪くないかもな。堕おちきった先に、魔王の玉座があるっていうのも面白い」

「なにも面白くないわよ！　ああ、わたしも教えてあげるわ！」

　ユーノは、リュカの前までつかつかと歩み寄ってきて、顔を近づけてきた。

　大きな瞳からは、ぽろぽろと涙がこぼれている。

「わたしも──英雄になりたかった。自分の剣で、自分の力で、世界を変えたかったのよ。魔王討伐の英雄リュカ・クラージュみたいに！」

　それがユーノの夢か──リュカは、思わず微笑ほほえみそうになる。

　剣を持つ者が、英雄に憧れるのは自然な感情だ。ユーノは、クラージュ流の名の元になった男に、彼の伝説に夢を見てしまったのだろう。だが──

「その男は、君が憧れるような人間じゃないよ。今も、昔も」

「ええ、夢は充分に壊れたわ。他でもない、あなたのおかげで！」

　ユーノは、ぐっと唇を嚙かみしめると──

「でも、新しい夢ができたわ。わたしは、やっぱり世界を変える。凶剣なんて恐ろしい人たちが溢あふれているこの世界を。まずは、このグランノワールから始めて、三大ギルドも、あなたのセイターンも滅ぼしてみせる……！」

「君にとっての魔王が俺か」

　リュカは、薄く笑った。

「いいさ、君の夢の終わりで待ってる。それまでは誰にもやられないようにするよ」

　くるりと背を向けて、リュカは歩き出す。彼女への報告だけがここに来た目的だった。

　もう、やるべきことはない。グランノワール公の城館に来ることも二度とないだろう。

「リュカ……！」
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「…………っ!?」

　突然、後ろからユーノが抱きついてきた。両腕でリュカの身体からだをしっかりと抱きしめている。

「……ユーノ？」

「ノエルにはまだ知られてないんでしょう？　あの子にだけは、知られないで」

「わかってる」

　リュカは、まだクラージュ流の道場で師範も続けている。

　去ることも考えたが、せめてノエルだけは傷つけたくなかったからだ。

「ねえ、リュカ。やっぱり、あなたにお礼は言えない。でも──」

　ユーノの声は細く、わずかに震えていた。

「生きて、と言ったのは噓じゃない。あのとき、わたしはそう願ってしまったわ──」

「……君は優しすぎるんだ。俺は失敗したけど、君は優しさで世界を変えてくれ」

　リュカは、自分でも勝手なことを言っていると思った。

　そんなことを願う資格は持ち合わせていないというのに。

「あなたも、優しかった。きっと、初恋だった。好き……好きだったわ、リュカ」

　それから、するりとユーノの腕が離れ、彼女が走っていく気配が伝わってきた。

　リュカは振り返らなかった。

　ただ、彼女のぬくもりだけが背中に残っている。

　彼女もまた、初恋は実らなかったか──ぼんやりとそんなことを思って。

　リュカは再び歩き出す。リュカは血塗られた道を、ユーノは正しくまっすぐな道を進んでいくことになる。

　今度、二人の道が交わるとき──それは互いに敵として剣を向け合うときだ。

　リュカは大切な人を救い、大切な人を失った。いや、また失った──

　もう二度と、ユーノが笑顔を向けてくれることはないだろう。

　だが──闇に堕おちた罰を受けたはずなのに、リュカの心は弾んでしまっている。

　ラウルとカチュアの血を継ぐ者。ユーノならば、リュカを超えるかもしれないからだ。

　自分が悪となり、正義の剣士と戦えることに感謝したいくらいだった。

　まったく、俺はどこまで堕ちていくのだろう──

　リュカは小さく笑って首を振り、二つの日常へと帰って行く。







　　あとがき




　どうもお久しぶりです、あるいははじめまして、鏡かがみ遊ゆうです。

　現代ラブコメだった前作からがらりと変わって、ファンタジーです。しかも若干ハード。

　実は海外ドラマが好きで、個人的に最近は犯罪モノが熱いんですよね。悪い奴、胡う散さん臭くさい奴が暴れ回るドラマです。ワルすぎて、日本の地上波じゃ流せないようなものも。

　練りに練られた脚本、軽妙な会話、立ちまくったキャラクター……と、引き寄せられる要素が盛りだくさんなんですよ。海外ドラマを観みるならディスクを購入するか、ＣＳ放送、ネット配信に入会する場合が多いですけど、軽く元は取れますね。

　ということで、犯罪ドラマの要素を入れつつの新作です。少し、任にん俠きよう映画が入ってる気もします。チンピラのような主人公はたまに書いてますが、悪党として書くのは初めてかもしれません。仮にも主人公なんだから、どこまでがセーフかな……なんて迷いもありましたけど。かっこよく、悪い奴になってくれれば！

　ダークヒーローも好きなんですよね。ほら、仮面を着けた大佐とか、戦闘民族の王子様とか。悪くても魅力的なキャラはいます。主人公もそうなってくれたらなと。




　若干ハードなお話ですが、ヒロインの萌もえやエロについてはソフトにいきたいです。そのあたりはあまりハードにすると、自分が楽しくないので！

　可愛かわいいというのは大事なことです。ヒロインたちの可愛いところも書いていければなあと。まあ、エロい目にも遭あうと思いますが……そこはヒロインの宿命ということで。




　最後になりましたが、謝辞です。

　イラストのゆらん先生。可愛く、かっこいい絵をありがとうございます。特にユーノの胸は素晴らしいことになってますね！

　立ち上げ時の前担当様、執筆からついてくださった新担当様、お世話になりました。

　この本の制作・販売に関わってくださったすべての皆様もありがとうございます。

　そしてなにより、読者の皆様に最大限の感謝を。

　それでは、またお会いできたら嬉うれしいです。


鏡遊
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